




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その晩、自じ邸ていの園庭に呼び出された凜りん瑛えいは、足を踏ふみ入れるなり息を吞のんだ。

　香かおりに釣つられて見上げた先には、満ちた月に照らされた満開の花、花、花。

　桃之夭夭　灼灼其華──そんな歌が聞こえたような気がしたが、目を奪うばわれたのも一いつ瞬しゆん。次に凜瑛の脳のう裏りをよぎったのは花への感かん慨がいなどではなかった。

（ここで〈剣けん稽げい古こ〉は無理そうね……）

　凜瑛の指先が、腰こしに佩はいた剣の柄つかをそっとなぞる。──この剣に汗あせが伝うような鍛たん錬れんができると思ったのに。

　凜瑛を呼び出した父は、威い風ふう堂どう々どうたる佇たたずまいで大将軍の証あかしである深ふか紫むらさきの外がい套とうをなびかせていた。華か陽よう国こく大将軍である姫き世せい凱がいが、地方の巡じゆん察さつを経へて洛みやこにもどったことは人ひと伝づてに聞いていた。大だい紫し殿でんに報告に上がり、そのままこの園庭に寄ったのだろう。

　お帰りなさいませ。任務お疲つかれさまでございました。娘むすめとしての第一声はそれが正しいのだろうが、胡こ袴こを穿はいて剣を携たずさえてきたいま、それを口にするのもはばかられる。

　父であるとともに師父でもある『姫世凱』に稽古をつけてほしかったのだ、自分は。

　さて、あらためて父になんと告げたものか。そんな逡しゆん巡じゆんをしていた凜瑛は、父の第一声を聞きそびれてしまった。

　桃の葉は擦ずれのせいかもしれない。あるいは風に舞まう花弁に気をとられて。

　おおきくなったな。いくつになった。

　そのような内容だった気がする。だが今回、父が任務に出ていたのはほんの一ヶ月、あらためて訊きかれることでもない。そういえば任務の直前に誕生祝いをもらったばかりだ。

　聞き違ちがいか、それとも任務の最さ中なかに頭でも打ったのだろうか。

「──はい？」

　凜瑛が訝いぶかしんで訊たずね返すと、父世凱は白いものが交じりはじめた頭を搔かいた。

「ああ、その剣の装そう飾しよくは先月贈おくったものだったか」

「そうです。先月の十四の祝いにいただきました」

　戦場においては不動如山、鉄の巌いわおと称しようされる姫将軍だ。さすがに自邸では巌ではないが、いつになく父の笑え顔がおがぎこちない。

「どうしたのですか、父上」

　訊ねた凜瑛に、世凱は答えることなく「十四か……」と花を見上げて目を細めた。

「これから花の盛りだな」

　──ますますもってらしくない。

　たしかに凜瑛の大おお粒つぶの黒曜の瞳ひとみを際きわ立だたせる長い睫まつ毛げ、肌はだの白さを引き立たせるなめらかな漆しつ黒こくの髪かみは、佳か人じんとして名高い母の叡えい夫人に似てきたとよく言われる。だが母の美び貌ぼうならば夫君である父は見慣れているはずだ。

（お酒は入ってなさそうだけど……）

　父は酒しゆ豪ごうだが酒で乱れる人ではない。任務でおおきな過あやまちでも犯おかしたか、それとも医師から重い病でも宣告されたか。凜瑛は心をかまえて言葉を待つ。すると世凱はぽつりと告げた。

「後宮に入らぬか」

「──はい？」

（えっと……）

　凜瑛が理解するまでの間、世凱は凜瑛に視線を向けることなく、桃花をじっと見つめていた。

「後宮というと……伯はく苑えん兄さまの？」

「そうだ。皇こう帝ていとなられた彼かの君の、だ」

　世凱は青年の名を口にするのをはばかった。

　新帝の名は天てん永えい、字あざなは伯苑。凜瑛とはたがいの母が姉妹同士なので、従兄いとこにあたる青年だ。年は十七。昨年に父皇帝が病で急きゆう逝せいし、太子であった天永が皇帝に立って一年あまりが経つ。

「世子であられた彼の君の喪もは三年。後宮が開かれるのはまだ先になるが、宮城はすでに選せん秀しゆう女じよの試験にむけて動いておる」

「そこに入れ、と」

「妃きさきが決まるころにはそなたも十五、六。頃ころ合あいであろう」

　──だからいまさら年を訊いてきたのだ。

　女によ人にんの縁えん談だんは十五歳くらいからまとまりはじめ、十七、八歳には嫁とついでいるのが通例だ。十四歳になった凜瑛は大将軍姫世凱のひとり娘、縁談のひとつやふたつは舞いこんでくる。

　父に呼ばれたとき、その可能性に思い至らなかった己おのれのうかつさに凜瑛はうつむき、唇くちびるを嚙かんだ。

「知らぬ相手でもない。悪い話でもないだろう。各省の重じゆう鎮ちんの方々も歓かん迎げいするとの仰おおせだ」

　父の声こわ音ねはまるで己自身に言い聞かせているかのよう。この話は父の本心からの望みではないのか。その声音に逆なでられ、凜瑛はきっ、と顔を上げた。

「父上ご自身はどうお考えなのですか」

　胸むね丈たけほどの背の娘から思わぬ質問を受け、世凱は視線を下ろした。

「なに？」

「父上がわたしに剣を教えられたのはなにゆえです。姫き家けの人間として生きろという意味ではなかったのですか」

　興こう国こくを支え、以来数多くの将軍を輩はい出しゆつしてきた名門、姫家。歴史上には女将軍を輩出したこともある。姫家当主の娘として生を享うけた凜瑛は、物心がついたころからあたりまえのように剣を手にしていた。

「わたしとて姫家の娘、一族に恥はじぬ武人になるべく鍛錬をかさねてきたつもりです。それをなぜ、急に後宮に入れなどと仰せになるのです」

　そう問う凜瑛自身わかっていた。凜瑛にはふたりの兄がいる。ともに一族に恥じぬ武人で、れっきとした姫家の後あと継つぎだ。末娘である自分が剣を取る必要はない。──そう、わかっている。

　けれど。

（なら、どうしてわたしに剣を持たせたりしたの───）

「凜瑛!?」

　いままでの鍛錬の日々を否定されて、こみ上げてきたのは悔くやしさか悲しさか。凜瑛はただ感情に押されるまま、佩いた剣を握にぎりしめて駆かけ出していた。







　駆ける。駆ける。闇やみから迫せまりくる桃とう木ぼくを敵のように避よけながら、ひたすら地を蹴ける。

　逸はやる鼓こ動どうに押され呼吸をくり返すたびに凜瑛の胸に甘い香りがひろがり、息の薄うすくなった脳内をも侵しん蝕しよくする。どれほど駆けたか、脳内いっぱいに桃の香りで覆おおい尽つくされてゆく気がして、凜瑛は一本の桃木に手をついて足を止めた。

　ずいぶん庭園の奥へと入りこんでしまった。だが果てまでいっても自邸の桃とう園えんだ。迷子になってもたかが知れているし、今夜は月明かりもある。邸やしきに帰ることにはなんら問題はない。ただ、心のおさまりがつかなかった。

　肩かたで息いきをくり返すと、白い吐と息いきが漏もれた。いくら春とはいえ、羽織ひとつ持たずに夜よ越ごしは厳しい。武官となって行軍にしたがえばこんな日がいくらでもあるのだろうけれど……と思いいたって、自じ嘲ちようの笑みがこぼれた。

　──叶かなわぬ夢だった。そう思い至ったそのとき。




　桃之夭夭　灼灼其華──




　夜闇に溶とけるようなささやかな歌声。凜瑛はびくりとした。桃の木が歌っているのかと思ったが、声の主は凜瑛が見上げた先にいた。

「師兄にい、さま……？」

　桃の葉の合間から漏れる月明かり、木の枝に寝ねそべるように凭もたれかかって口ずさんでいたのは、凜瑛のよく見知った青年だった。

「凜？」

　まさかこのような夜に凜瑛が外に出ているなど思いもしなかったのだろう。よほど考えごとでもしていたのか、青年のほうも駆けてきた凜瑛に気づいていなかったらしい。

　なにがあった。青年はあわてて枝から飛び降りたが、凜瑛に怪け我がはないと見てとったのち、頭ひとつ低い位置にある凜瑛の顔を覗のぞき込むなり破顔した。

「すごい顔だな」

「見ないでくださいませ！」

　凜瑛はあわてて顔を背そむけた。きっと汗あせばんで赤らんだ顔に涙なみだが混じって、恥ずかしい顔になっている。しかしそれすらも可愛かわいい可愛いとばかりに青年は凜瑛の頭を撫なでた。──いつもこうだ。師兄さまは優やさしい。けれどどこか子ども扱あつかいなのがすこしくやしい。

「邸に来ていらしたなら、声を掛かけてくださればよかったのに……」

　凜瑛はうつむいたまま告げた。顔を上げられない理由は汗と涙だけではない。先ほどとはちがう理由で顔が赤らみ、鼓動が速くなっている。

　師兄あに──子し龍りようは凜瑛の母方の従兄で、ともに父世凱の手ほどきを受ける兄きよう弟だい弟で子しだ。三つ離はなれた子龍とは背丈も腕うで前まえも差が大きく、凜瑛が一方的に稽けい古こをつけてもらっている。実は凜瑛には子龍に兄弟子以上の感情もあるのだが、それもおそらく一方的なものだ。

「師兄さまも父さまの稽古を受けにいらしたのですか？」

　このようなところ、子龍にだけは見られたくなかった。そう思いながらも凜瑛がなんとか平静を装よそおって見上げると、今度は子龍が目を逸そらした。

「……まあ、な。宮城で将軍とお会いしたのでな」

「師兄さま？」

　おおらかで闊かつ達たつ、いつも関心をもって周囲を眺ながめている子龍にしてはめずらしく歯切れが悪かった。ほかに興味を持って目を移すことはあっても、目の前の物事を避さけるように逸らす姿など見たことがない。

　どうして──と思った凜瑛は、鼻び腔こうをかすめた桃花の香かおりにぴんときた。

「あ……」

　──だからあの歌だったのか。

　満開の桃花を讃たたえるあの歌は、春を謳おう歌かしたものではない──嫁ぐ娘むすめを寿ことほぐ歌だ。宮城から世凱とともに来たときに、後宮入りの打だ診しんがあったことを聞いたのだろう。

　──聞かれたくなかったと思った。

　子龍にとって後宮は、ただ娘が納められるだけの場所ではない。

「伯苑の後宮に入るのか」

　貶おとしめるでなく、憎にくしみゆえでもなく、子龍は現皇帝の字を敬けい称しようをつけることなく口にした。

　──彼だからこそ呼べる、双子の片割れの名を。

　子龍は亡なき先帝の第二公子。新帝となった伯苑は、子龍の双子の兄だ。

　双子とはいえ一方は世よ継つぎたる太子、一方はただの一公子、ふたりは明確に分かたれて育てられた。立場のちがいを理解させるために、子龍はあえて冷れい遇ぐうされていたともいえる。

　そんな子龍に居場所を与あたえたのが、子龍にとって叔父おじ叔母おばにあたる凜瑛の両親だ。

　生母叡正妃の妹、叔母の叡夫人から姫家に招かれ、叔父の世凱から剣けんを教わった子龍は、武人として生きることを選んだ。そしてふたりの娘である凜瑛とは、実の兄の伯苑以上に兄妹きようだいとしての時間を過ごしてきた。

　そのような凜瑛が、兄伯苑の後宮に上がる──その現実に、さまざまな想おもいが渦うず巻まいていないはずがない。飲みこみきれない状じよう況きようを前にして、いつになく感情を沈しずめた子龍に凜瑛は反射的に声をあげていた。

「入りません……！」

「──え？」

「たしかに父さまからお話はいただきましたが、わたしは伯苑さまの後宮に入ったりしません！」

　父に言えなかった言葉がするりと凜瑛の口を衝ついていた。それはきっと、いまの子龍の顔を見たからだ。

　それは双子の兄伯苑に対する複雑な思いゆえか、かつて自分が住んでいた後宮に妹分が連れ去られてしまう寂さびしさか──それが恋こい心ごころゆえでなくてもいい。寂しさだけでも感じてくれているなら。

「悪くない話だろう。なぜ受けない？」

　湧わき出る苛いら立だちを押し隠かくすように子龍は告げる。

　悪い話ではない、ということは、けっして手放しで祝福しているわけではない。──いまの凜瑛はそれだけで十分だ。

「わたしは！　後宮に入るために鍛たん錬れんをしてきたわけではありませんから……！」

　わたしが好きなのは師兄さまだから、とは口にできなかったものの、実際に言ったこともおおきな理由のひとつだ。

　いままでの凜瑛の努力をなかったものとして、ただの一名家の姫ひめとして──後宮に納める百花の一輪として扱われたくなかった。




　──花として咲さくなら、この人の側そばがいい。




　想いを口には出せず、凜瑛は唇くちびるを引き結んだままじっと見上げる。子龍は返す言葉がないまま見つめ返していたが、やがて、

「──そうか」

　そう言った子龍の表情。ほっと息をついてゆるんだその子龍の顔を見て、凜瑛はどきりとして、またうつむいてしまった。
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　──いまの顔を忘れない。きっと、いつまでも。

「行くわけ、ないじゃないですか……」

　凜瑛は先ほどよりも顔を赤く染めながら、そう小さくつぶやくことしかできなかった。







　それから三年。

　咲き誇ほこる桃花の下で、まさかおなじ言葉を聞くことになろうとは思いもしなかった。
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「後宮に入らぬか」

「──はい？」

　三年の間にぐんと背も伸のび、凜瑛はもはや少女の域を超こえる女によ人にんとなっていた。持ち込まれた縁えん談だんも数知れず、断りの科白せりふも慣れたものだが、父からの突とつ然ぜんの申し出には三年前とおなじ反応しか返せなかった。

　おかげで打ち込む体勢でかまえていた足が行く先を失い、凜瑛は柄つかにかけていた手も離して身体からだを直立にもどした。──今日も鍛錬かと思っていたのに。

「後宮というと……宗そう熙きさまの？」

「そうだ。皇こう帝ていとなられた彼かの君の、だ」

　父世凱もまた三年前とおなじ言葉を返した。

　父皇帝の急死により第二公子宗熙が皇弟となったのは四年前のこと。だがそれからの数年の間にふたたび御み世よは変わっていた。

　二年あまり前、宮城内で新皇帝天永が襲しゆう撃げきを受ける事件があった。天永は一命を取り止めたものの、今後皇帝としての職務はまっとうできないと、みずから譲じよう位いを宣言。禅ぜん譲じようはほとんど例がなく、宮城はおおきな混乱をきたしたものの、禅譲相手が第一帝てい位い継けい承しよう者である宗熙だったためになんとか受け入れられ、譲位がなったのが昨年のこと。洛みやこもようやく落ち着きを取りもどしはじめたところだ。

　姫き家けにとってもその事件は後あと継つぎを失う結果となり、すくなからず混乱があったが、次じ兄けいが後継ぎとなり、家中も落ち着いてきたばかりだというのに。

「宗熙様の後宮が開かれるにあたって、選せん秀しゆう女じよの試験がはじまっておる」

「伯苑兄さまの試験のつづきですか？」

「いや、天永様は後宮を開く前に譲位してしまわれたので、天永様のときの選秀女の娘たちは帰された。はじまっているのは宗熙様の後宮の新たな試験だ」

　三年前に天永の後宮入りをかたくなに拒こばんだ凜瑛だ。父だけではなく兄までも巻き込んで、あの手この手で説得を試みられた凜瑛は、自室に籠ろう城じようして断固として拒みつづけた。

　名門姫家には年とし頃ごろの娘がいるにもかかわらず、大将軍は後宮に入れようとしない──その事実はさまざまな憶おく測そくを呼び、やれ大将軍は反乱を企たくらんでいるだの、やれ娘は嫁とつぐには障さわりがあるだのと、世凱も凜瑛も根も葉もない噂うわさを立てられた。

　そのような最さ中なかの天永の一件、そして譲位宣言。あまりの事件の大きさに姫家の娘の噂など吹ふき飛んでしまったというのに、ふたたびあの噂が蒸むし返されるのか。

　──しかし。

（宗熙さま──子龍師兄にいさまの後宮……）

　今回の後宮は天永のものではない。かつての第二公子宗熙──つまり凜瑛の師兄こと子龍の後宮だ。三年前にはまったく考えも及およばなかった帝位に、いまの子龍はいる。

　その子龍の後宮入り。

　三年前には思いもよらなかった申し入れに、凜瑛の心音がとくとくと速まりはじめた。

「わたしにそこに入れ……と」

　三年前とは異なる意味で、凜瑛の声こわ音ねが硬かたさを帯びる。

　天永の突然の譲位宣言より子龍は宮城から出ることが適かなわなくなり、凜瑛も丸二年以上、子龍と会っていない。挨あい拶さつすら叶かなわぬ突然の別れだった。

　皇帝になれば私人として、妹弟で子しとして会うことはできない。子龍師兄さまにはもう二度と会えない──その覚かく悟ごをしていたところにこの申し入れだ。予期せぬ現実に知らずと声音が硬さを帯びた凜瑛だったが、世凱が突とつ如じよ声をあげた。

「いや！　そなたが後宮入りを望んでいないのはわかっておる！　よくわかっておるぞ！」

「……え？」

「これは武官になりたいと望むそなたの希望を踏ふまえたうえでの話だ」

　三年前、天永の後宮入りの話のあとに凜瑛が泣いて逃にげ去ったときのこと、そしてその後の完全拒きよ絶ぜつを思い出したのだろう。世凱は口早に弁明した。

　武官登用と後宮入り、このふたつがどうして結びついたものか。

「と、申されますと？」

　と問い返すと、よく訊きいてくれたとばかりに世凱は口こう端たんを上げた。

「そなたは武官としての宮城務めを望んでいただろう？　宮城ではいま、天永様の一件を省かえりみて宮城内の警護を増やすことになってな、定期登用以外にも登用試験をおこなっておる。後宮の警護も含ふくまれておるのだが、女の園そのである後宮をものものしくするのも限りがあるし、選秀女の試験中の娘むすめたちを萎い縮しゆくさせるのも本意ではない。そこで、だ。木を隠すなら森の中、選秀女の試験の内部に警護を送り込むことになった」

「試験の内部に？」

　そうだ、と世凱は神しん妙みような面おも持もちでうなずいた。

「すでにほかにも幾いく人にんか送り込まれているが、周囲には知らされていない。受験生のひとりとして選秀女試験に入りこみながら、宗熙様の警護に努める」

「そのお役目に選ばれたのがわたしだと？」

「腕うでが立ち、選秀女にまぎれ込んでも目立たぬ年とし頃ごろの娘となると、そう見つかるものではないからな。そなたには選秀女の娘たちに交じって試験に臨のぞんでもらうことになるが、ひととおりの芸事は修めたそなたならば問題あるまい」

　世凱はうなずきながらつづけた。

「試験をこなしつつ、陛下の警護を任せる。試験の期間は半年ほど、もうその大半は終わっているが、この任を無事務めあげたのちはその実績をもって宮きゆう廷ていに武官として推すい薦せんすることもできよう」

　その申し入れに凜瑛は息を吞のんだ。

　武官として宮城に仕えたい。凜瑛のその望みを完かん璧ぺきに吞んで、先の展望をも兼かねそなえた申し入れだ。

　──しかしなにか違ちがう……気がする。

（えっと……）

　あらためて思うところを語ろうと口を開きかけた凜瑛だったが、

「どうだ？」

「………」

　娘の期待に万ばん全ぜんに応こたえるかたちの申し出をして、期待に満ち満ちて返答を求める父世凱。そんな父を前に、凜瑛に否いなやを唱える余地などなかった。
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「すでに試験に臨んでいるほかの娘たちと遜そん色しよくなく、あなたが芸事を修めていることは認めました」

　宮城の一室で腰こしを落とした凜瑛の頭上から、親子ほども年の離はなれた女によ官かんが告げた。

　──父世凱の申し入れからわずか三日後、凜瑛はくわしい事情など聞かされないうちにあわただしく宮城に上がることになった。

　宮城の案内やしきたりなどなんの説明もないまま普ふ段だん使われていないらしき楼ろう閣かくに連れられた凜瑛は、数名の女官を前に楽や舞まいを披ひ露ろうさせられ、政まつりごとや国の質問を受け、言われるままに花を活いけ、茶を淹いれた。そのあと別室に通され、次はなにを命じられるかと待っていると、女官たちの中心にいたひとりの女性が入室してきたので、凜瑛は前日に仕込まれた宮廷式の礼を取ったところで、現在に至る。

「試験に遅おくれてくわわったことでよからぬ噂も立つやもしれませんが、それはあなたが負うべき枷かせです。試験を終えて妃きさきに任じられるようなことがあれば、今後あなたはその娘たちを従わせる立場となります。口さがない年頃の娘たちを黙だまらせるのも、妃としての資質のうちとお考えなさい」

　泣き言は聞かぬという牽けん制せいか。長年、口さがない娘たちを束ねてきたらしき女官は、威い厳げんをもって釘くぎをさし、

「たとえ陛下のお目に届かぬとも、陛下にお仕えする身には変わりありません。怠おこたりなく、お務つとめに励はげむように」

　その命に凜瑛はさらに一段頭を下げた。

　そのあと凜瑛は宮きゆう殿でんの奥の一室を与あたえられ、早めに荷ほどきと湯あみを済ませて明日に備えて休むように告げられた。運び込まれていた荷箱は持ってきたときのまま閉とざされていて、中も変わらず丁てい寧ねいに畳たたまれていたが、ところどころに挟はさんでおいた糸の位置がずれている。荷を検分されたらしい。宮城に不ふ審しんなものを持ち込ませないために当然必要な措そ置ちだ。

　凜瑛はいま一度、持ち込んだ荷物に過不足がないか、怪あやしい薬など沁しみ込まされていないかを調べる。そして問題なく、ただの荷の検あらためだったことを確かく認にんしてから、湯あみをして寝しん台だいに横たわった。

　湯あみの間も室に戻もどってからもずっと気配と視線を感じていたが、宮城とはそういうところだ。姫家息女としてのいまの自分は、監かん視しされ、評価を下されるためにここにいる。武官候補としての自分は、いずれ監視する側にまわることもあるだろう。その監視者に殺気がないことは察したので、凜瑛は持ち込みを許された鈍なまくらの剣けんを傍かたわらに置きながら、早々に休ませてもらうことにした。

　目覚めたのはまだ陽ひの出る前、薄うす闇やみのなかで小鳥たちがさえずりはじめたころだ。朝あさ稽げい古こをしている凜瑛にはいつもどおり目覚める時間だが、耳を澄すましても宮殿内は静まりかえっている。

（まさかわたしひとりに与えられた宮殿でもないだろうし……）

　感覚を研とぎ澄ましてみると、人の気配はたしかにある。朝も早いのでまだ寝ねているのだろう。今日の予定はまだ聞いていないが、いまのうちに身体からだを動かしておこうと凜瑛が着き替がえて歩廊ろうかに出ると、「そこ！」とすかさず声が飛んできた。

「はい？」

　ふり返ると不寝番らしい女官がすたすたと歩み寄ってくる。その足音から、足取りはしっかりしているが武芸を修めた者ではないらしい、などとあたりを付けながら凜瑛は拱きよう手しゆで女官を迎むかえた。

「何用にございましょうか」

「新入りの娘ですね。起き床しようの報しらせがあるまで室を出てはなりません」

　報せ？　と凜瑛が小首をかしげると、「ああ、間もなくです」と女官は歩廊の先に視線を移す。すると。

　ゴォン────

　おおきな音がひとつ、宮殿の外で鳴り響ひびいた。銅ど鑼らだ。

　その音を合図ににわかに宮殿内があわただしくなった。各室からばたばたと音がして、四半時もせぬうちにすこし離れた室からひとりの娘が飛び出してきた。娘は染めのない胡こ袴こを穿はき、長い髪かみは結ゆい上げているが飾かざりはない。ちょうど鍛たん錬れんをしようとしていた凜瑛と似た恰かつ好こうだ。そして宮殿の外に駆かけだしたと思うと、次々におなじ恰好の娘たちが室から出てきて、同じ方へと向かっていった。

　女官に「こちらです」と促うながされて凜瑛が付いていった先は宮殿の院庭なかにわ、広い石いし畳だたみに先ほどの娘たちがきっちり一列に整列していた。その数、三十名ばかり。

（……軍隊？）

　等とう間かん隔かくにきっちり並ぶさまはまるで軍隊の朝礼だが、直立する姿は肩かたや背中に無む駄だに力が入って様にならず、いかにも新入隊員といった風ふ情ぜいだ。

「みなさん、おはようございます」

　娘たちの前に先ほど凜瑛を呼び止めた女官が進み出ると、「おはようございます！」と娘たちの唱和がつづいた。

「健康な身体づくりは健全な朝の目覚めからはじまります。今日も一日健康に留意して試験に臨んでください」

「はい！」

「………」

　皇こう帝ていの妃を決める『選せん秀しゆう女じよ』。もっと嫋たおやかで華はなやかな女たちの世界を想像していたのだが、これでは新入隊員研修だ。

　あまりに想像とちがう光景に凜瑛が啞あ然ぜんとして見つめていると、

「姫凜瑛」

「──はい」

　女官はなにも言わなかったが、こちらに来いということだろう。凜瑛は向けられた多くの視線に鼓こ動どうが速まるのを感じながら女官の隣となりに立つ。

「この娘むすめが今日から試験にくわわります。姫凜瑛です」

　紹しよう介かいされた凜瑛がやや伏ふせていた視線をあげると、娘たちの目がいっせいに向けられていた。黒目がちなおおきな瞳ひとみを見開いて、新たに入ってくるのはどのような娘なのか、一挙一動から探さぐろうと目を皿のようにして見つめている。

　凜瑛の後宮入りはあまりに急な話だったので、父から選秀女の試験についてほとんど話を聞く時間はなかった。だがしょせんは宮城内のこと、戦争まっただ中の前線に送り込まれるわけではない。なにがあろうと動どう揺ようせず、任務をこなすことができると思っていた。しかし。

（……父さま、さすがにこれは聞いていなかったわ……）

　いま凜瑛は多くの視線を一身に浴びている。それくらいでは動揺しないが、いま凜瑛をたじろがせているのは、娘たちのその目線の位置だ。

　凜瑛が普ふ通つうの女人よりも背が高いという理由もある。だが、おなじ石畳の上に立っているはずの娘たちの目線は、あきらかに凜瑛より頭ひとつ低かった。

　──凜瑛の前に並んでいたのは嫋やかな女人などではなく、凜瑛よりいくつも若い、まだ年とし端はもいかない少女たちだった。
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　娘たちに交じって朝の鍛錬らしきものをこなして、つづいて宮殿の清せい掃そう、朝の食事を終え、ようやく妃候補らしい身み支じ度たくを終えた凜瑛はいま、朝よりも広い中庭の石畳にいた。

　今度は直立ではなく、石畳には錦にしきを張った木き椅い子すが並べられている。前列と姿が重ならぬよう、たがいちがいにずらして菱ひし状に並んだ木椅子、その前に置かれていたのは箏そうだ。みなで合奏ということだろう。

　席の数は百あまり、宮殿で見かけた娘よりずいぶん数が多いと思ったが、いつの間にか娘たちが増えていた。試験中の娘は凜瑛とはべつの宮殿にもいるらしい。席は決まっているらしく、娘たちは迷うことなく腰かけてゆき、その場でとまどっていた凜瑛が女官にうながされたのは中央の席だった。

　新参の自分など末席でいいものを、と思ったものの、演目が示されて演奏がはじまると、前後左右に人がいるおかげで拍はくが取りやすいことがわかった。たがいちがいとはいえ娘たちに埋うもれていれば、様子を観察している女によ官かんたちの目につきにくいという利点もある。習った曲なのであぶなげなく弾ひきこなせているが、もし不慣れな曲だったときに多少音を飛ばしても気づかれることもない。

（たしかこの曲を習ったのは──）

　弾き慣れていたことで心に余よ裕ゆうが生まれたのか、なつかしい調べが凜瑛に当時のことを思い起こさせた。ちょうど三年前、天永の後宮入りを打だ診しんされたころだ。

　あのときの凜瑛はたしかに、武官になりたいと言って後宮入りを断りつづけていた。しかしそれはあくまで天永の後宮入りを拒こばむため。天永の後宮に入るくらいなら一生嫁とつぐことなく武官として職を奉ほうじる覚かく悟ごだった。

　とはいえ凜瑛はけっして天永自身を嫌きらっていたわけではない。天永──伯苑とは従兄妹いとこの間あいだ柄がら、子龍ほど会う機会はなかったが、伯苑は穏おだやかで優やさしく、従兄いとこのひとりとして慕したっていた。

　伯苑自身にはなにも問題はない。もし、後宮が伯苑のものではなく、まったく会ったことのない相手のものだったなら、凜瑛があそこまで拒むことはなかっただろう。ただ、伯苑は子龍の双ふた子ごの兄で、子龍が複雑な想おもいを抱いだいている相手──その一点の現実が、凜瑛をかたくなにさせた。天永の後宮にだけは入るわけにはいかなかった。

　だが、それが子龍の後宮となれば、話はまったく別だ。

（はじめに持ち込まれたのが子龍師兄にいさまの後宮入りの話だったなら……）

　きっと自分は素す直なおに首を縦に振ふっただろう──あのとき淡あわく月光に照らされていた桃とう花かのように頰ほほを染めながら。

　だから子龍の後宮入りの話を持ち出されたとき、たしかに嬉うれしかったのだ。自分は。

　準備があわただしく、ばたばたしているうちに父に真意を伝えそびれてしまったが、立場はどうあれ、子龍にもう一度会えることがただただ嬉しかった。

　しかし、子龍との再会で頭の中がいっぱいだった凜瑛を現実に引きもどしたのが、今朝の一件だ。

　朝、新たにくわわった凜瑛に向けられた娘たちの目──その目が無言で訴うつたえていたのは、ただひとつの問いかけだった。

　──その年で？

　世の娘たちが嫁ぐのは十六、七歳。いま十七歳の凜瑛はその範はん疇ちゆうだが、こと後宮となれば開かれてからが勝負だ。石畳に整列していたのは、いまはまだ幼くとも、後宮が開かれてから数年後に適てき齢れい期きを迎えるような娘たちばかりだった。特に、武官志望の凜瑛は普通の女人よりも身の丈たけがある。成長期の年の差にくわえてその身長差は、あきらかにほかの娘たちとは異質だった。

（たしかにそういう年なのよね……）

　三年前、天永の後宮入りの話を切り出されたとき、凜瑛は十四歳になったばかりだった。あのとき話を受け入れていれば、三年早く宮城に上がっていた。つまり、いま凜瑛の周りにいる娘たちと同年代だったということだ。

　しかし時の流れは残ざん酷こくだ。子龍と会えなくなって二年あまり、凜瑛にとってはただ鍛たん錬れんをくり返す日々だったが、時は淡たん々たんと、そして刻々と過ぎていて、いつの間にか凜瑛は選秀女試験に臨のぞむには異質な年齢になっていた。ということはつまり、妃きさきとしての評価にも影えい響きようする年齢だということだ。

（彼女たちが子龍師兄さまのお妃候補……）

　自分がここに送り込まれたのはあくまで警護役として。妃としての評価などなんの関係もない、そう思っていたし、皇帝のお妃さまなど凜瑛とは無関係の遠い世界の出来事で、実際に妃になる娘がいるという実感もなかった。

　しかし選秀女の試験をおこなっているのだから、だれかが妃になる。先ほど凜瑛を見つめていた娘のだれかが。もしくはここに居並ぶ娘たちのだれかが。もしかしたらいま裳も裾すそがかさなるほど近くにいるすぐ隣のこの娘が子龍の妃になるかもしれない。

　妃でなくとも、嬪ひんや世婦でもおなじだ。ここにいる娘たちは後宮に入り、やがて子龍師兄さまから差し出された手を取る──

　思考が先々へと勝手に走りはじめて止まらない。凜瑛の胸の奥で息苦しさにも似たなにかがおおきくうねる。

　呼吸が重くなって、それでも面おもてには出さないように努めていた凜瑛だったが、たまらず整った眉まゆを顰ひそめそうになったそのときだ。




　びんっ──




　音をたてて、凜瑛の弦げんがはじけた。

「やめ！」

　すぐさま女官が声をあげ、演奏が止まる。みなが頭を下げて顔を伏せたので、凜瑛もそれに倣ならった。

　はじけた弦は、刷はいた爪つめの上から凜瑛をしたたかに打ち付けていた。手は剣けん術じゆつで鍛きたえているほうだがそれでも指にじんじんと響ひびく。しかし静まりかえるその場で女官のつづきの声がないことを察した凜瑛は、声をあげた。

「演奏を中断させてしまい、申しわけございません」

「姫凜瑛ですか。楽器の手入れも務めのうち、仮に主上の御ご前ぜんであったならば許されぬ不ふ手て際ぎわです。たとえ練習であっても恥はじと知りなさい」

「はい、心得ました」

　手入れと言われても、凜瑛は後宮に昨日入ったばかり、この箏もあらかじめ用意されていたものだ。触ふれたのもいまがはじめて、自分のあずかり知らぬところでおきた不具合だが、女官の言い分は正論だと思ったし、楽は心の表れだ。

　弦が切れたのは自分の心が揺ゆれたせい、そう感じた凜瑛はさらに頭こうべを低く垂れた。──そのときだ。

「なんだ。名花の箏が聴きけるというので来てみたが、中断か」

　その場にあるはずのない男性の声。凜瑛の鼓こ動どうが大きく跳はねる。ぴりっ、と空気が固まった気がしたのは思いちがいではなかったらしい。椅子の上で頭を垂れていた娘むすめたちが、いっせいに椅子を降りて石いし畳だたみに手をついた。

　女官たちもひれ伏ふす中、倣わなければと思いながらも凜瑛の動作が一拍遅おくれた。

（あ……）

　その姿を見たのはほんの一いつ瞬しゆん。まとう朱しゆに金糸の衣ころもも冠かんむりも初めて見るもので、すぐに跪ひざまずいたが凜瑛はわかった。

（子龍師兄さま……）

　そして現れたのは子龍──皇こう帝てい宗熙だ。

「見かけない顔だな。新入りか」

　問われたのは自分ではないが、自分のことを語っているのだと思うと、石畳に伏せた凜瑛の顔がにわかに熱ほてりはじめた。低く艶つややかな声こわ音ね。耳の奥に残っている、よく聞き知った声だ。

　宗熙の問いかけに、「本日からくわわった者にございます」とこの場を仕切っていた壮そう年ねんの女官が言上した。

「お越こしの最中にご無礼のほど、ご容よう赦しやくださいませ」

「なに、本日からか。ならば手入れはその者の責めではあるまい。持ち込みを許した名器というわけでもないのだろう？」

「仰おおせのとおりにございます」

　つづく子龍の声音には、まったく動どう揺ようした様子はなかった。──二年ぶりの再会だ。すこしくらい驚おどろきがあるかと思っていたのに。

（それとも、もしかしてわたしだって気づいていない……？）

　先ほど女官から名を呼ばれたが、子龍が来る前のことだ。聞こえていなかったかもしれない。一瞬目が合った気がするが、子龍からすればこちらは大勢の娘たちのなかのひとりで、娘たちの真ん中にいる凜瑛とは距きよ離りもある。それに凜瑛がいることを聞いていなければ、後宮にいるはずのない相手だ。気づかなかったとしても無理もない。

（子龍師兄さま……）

　いま子龍がどのような表情をしているのか見てみたい。しかしいまの子龍は皇帝、許しなく顔をあげて玉顔を拝することはできない。二年前までは直接剣けんを交かわしてさえいたというのに、これがいまのふたりの距離だ。

「貸たい与よ品がその者の腕うでにそぐわぬものであったのやもしれぬな。──ああ、ちょうどいい。それは名花の腕うで前まえを拝はい聴ちようしようと持ってこさせたものだ」

　子龍はそう言ってうなずくと、こちらに声を向けた。

「其そ処こな者もの」

　呼びかけられて、凜瑛の肩かたがびくりと震ふるえた。次いで女によ官かんからひかえめな声で「面を上げよ」と命じられ、凜瑛は強こわ張ばる肩に力を入れて面を上げる。

　平ひれ伏ふす錦にしきの背が百あまり。その向こうで子龍──宗熙は運び込まれた椅い子すに腰こしを下ろし、おおきな日ひ傘がさを受けながら、片かた肘ひじを付いて悠ゆう然ぜんとこちらを眺ながめやっていた。

　その居姿は凜瑛の知っている子龍とはちがう。傲ごう岸がんさのようなものがにじんでいた。

「挨あい拶さつ代わりだ。どれほどのものか聴いてやろう」

　傲岸な居姿そのままに、宗熙が命じる。やはり気づいていない──それとももう自分のことなど忘れてしまったのか。

　凜瑛の前には厳おごそかに厚い毛もう氈せんに包まれた箏そうが運ばれ、ゆっくりと台に載のせたのちに覆おおいを取りはらわれた。

　覆いの豪ごう奢しやさとは裏腹に、龍りゆう額がくにも龍りゆう舌ぜつにも螺ら鈿でんなどの飾かざりは一いつ切さいない。宝ほう飾しよく品ひんとしてではない、弾ひきこまれた名器だと察した。

[image: ]

　凜瑛はひととおりの手習いはしているが、宮城の宝ほう物もつ殿でんに保管されている名物を弾きこなせる腕などない。しかし、いまここで凜瑛が許されている返答はただひとつだけだ。

「──仰せのままに」

　凜瑛はひとつ頭を垂れると、用意された箏を爪つま弾びきはじめた。──切れた弦に弾はじかれた爪が、いつも以上に痛く感じられた。
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　日課と夕食と湯あみを終えた凜瑛は、室に入るなり寝しん台だいに倒たおれ込んだ。特にいつもより朝が早かったわけでもなければ、重労働や厳しい鍛錬をしたわけでもない。思い返してもさほど難しいことをしていなかったが、凜瑛の身体からだは鉛なまりのように重い。

　原因として思い当たることはただひとつ。宗熙に命じられたあの箏の独演だ。

　百人近くの娘たちが額ぬかずく中、凜瑛の前に置かれてしまった宝物殿の箏。弾きこなす腕前などなくても、なにか弾かなければ収まりがつかない。凜瑛は高鳴る鼓動を呼吸ひとつでなだめて、弦に指をかけた。

　選んだ演目は〈天龍〉。

　仙せんが住まうという険しい峻しゆん嶮けん山を、雲を突つき抜ぬけて龍が駆かけ昇のぼるさまを表したものと言われる。龍に喩たとえられる皇帝を寿ことほぐ曲としてもふさわしい曲だ。まさか試ためし弾きもままならない状じよう況きようで、ゆったりと弦の響きを聴かせる曲を弾く勇気がなかったというのも、この曲を選んだ理由のひとつだ。

〈天龍〉は運指が速く、技ぎ巧こう的な側面が強い。しかし指の速さには自信があったし、楽がく譜ふは完全に覚えている。──なによりこの曲は、かつて子龍にせがまれて幾いく度どとなく奏かなでた曲だった。昔、子龍がからかって、早く早くとどんどん急せくので、超ちよう絶ぜつ技巧のように速弾きをさせられたこともある。

　そんな過去を思い出しながら凜瑛が指をはしらせると、古木の龍りゆう甲こうはあますところなく弦を響かせ、音は春の蒼そう穹きゆうに放たれた。

　院庭なかにわを満たす余よ韻いん。それとともにわずかに汗あせばんだ凜瑛の肌はだを春しゆん風ぷうがかすめていったとき、興味深げに眺めていた宗熙が、「──ほう」と声を漏もらした。

「見事なものだな」

　賛辞を賜たまわったが、しかし凜瑛には直答を許されていない。凜瑛は椅子を降りて頭を下げて受け取った。

「褒ほう美びを取らす。なにがいい？」

　直々の下問には答えてもよいはずだが、先に「主上」と女官が低く呼びかけた。

「賜った御お言こと葉ばこそが最上の褒美にございます」

「ああ、試験中の身で受け取るわけにもいかないのか。ならばそうだな。その箏もひさびさに奏でられて喜んでいよう。しばらく貸してやろう」

「──！」

　宗熙の一言に、誰だれかが息を吞のんだ。──おそらくその場にいた大半の者だったと思われる。

　国宝級の箏を宮女にも満たない娘に貸与するとはなにごとか。宮城のしきたりに疎うとい凜瑛でも、雅が楽がく府の者が聞けば卒そつ倒とうしかねないことだと気づいたが、宗熙は凍こおりついたその場の空気を知ってか知らずか、

「これの弦げんは切るなよ」

　そう冗じよう談だん交じりに言い置いて席を立った。




　──大変だったのがそのあとだ。

　宗熙が去り、顔を上げた娘たちの目は貸与された名器に釘くぎ付づけだった。そんな娘たちを女官たちが追い払はらい、凜瑛は取り囲まれてこのたびの事の大きさ、名器の由来から取り扱あつかい方法まで懇こん々こんと諭さとされた。しかし玉命を覆くつがえすことができる者などいるはずもなく、一選せん秀しゆう女じよにすぎない凜瑛の一存でお断りするなど言語道断、名箏はひとまず凜瑛の室に運ばれ、凜瑛以上に手厚く警護されることとなった。

　そしてようやく解放された凜瑛が昼食に向かったところ、その室には娘が三十人ばかり、それまであわただしかった話し声がぴたりとやんだ。噂うわさをしていた当人が現れたのだからたしかに話しにくいだろう。しかし沈ちん黙もくも気まずかったのか、話題を変えてまた室内はにぎわいはじめたが、凜瑛の耳はひそひそと話す声をしっかりと拾っていた。

『姫大将軍のひとり娘』『縁えん故こで試験の途と中ちゆうから』『天永陛下のときは拒こばんでいたものを』『どうしていまさら』『もう十七ですって』『なら上手うまくて当然』『わざと弦を切って目立ったのかも』『点数稼かせぎ』

　そうして落ち着くところはたいていおなじだ。

『年とし増ま』

　──わかっている。背が伸のびきったこの年になれば多少の年の差も気にならないが、伸び盛りの十三、四の年とし頃ごろの娘にとって三つの年の差は大きい。それにこの年頃の娘は、近い者同士で寄り集まって異質なものを排はい除じよする傾けい向こうにある。箏の一件で凜瑛は期せずして恰かつ好こうの標的になってしまったようだ。

　その年頃は凜瑛自身も通ってきた道、目くじらを立ててもしかたがないし、自分というわかりやすい標的がいることで、ほかのだれかが犠ぎ牲せいにならずに済むのならそれも悪くはない。

　凜瑛は話題の渦か中ちゆうにさらされながらも食事を終えると、午後に臨のぞんだ。

　午後の課題は縫ぬい物で、娘たちは無む駄だ話ばなしもせず、一心に針を動かしていた。刺し繡しゆうならまだしも縫い物は女官の中でも下級職の仕事、名家のお嬢じようさまが圧あつ倒とう的に多いためか、縫い物には苦戦しているらしい。

　家いえ柄がらでいえば凜瑛もかなりの〈お嬢さま〉ではあるのだが、武芸の稽けい古こで破れた服の繕つくろいは全部自分でやっていた。戦場では針仕事も武官の仕事だ、という父の教えにしたがったかたちだ。おかげで手て際ぎわよくできてしまい、仕上がった者から室に下がっていいというので、凜瑛は一足先に終えて夕食を摂とり、湯を使わせてもらった。

　そして室にもどるなり寝台に倒れ込んで、現在に至る。

　重い身体を横たえてようやく、凜瑛はほうと一息つく。それもつかの間、横になった視界に飛び込んできたのは緋ひ色いろの毛氈だった。凜瑛が室にもどってくるまで、住人不在の室で警護をされていたという国宝の名箏、宮城内での序列が凜瑛より格上であることはまちがいない逸いつ品ぴんだ。

（あああ……）

　その箏に朝の一件を思い出した凜瑛は、思わず掛かけ布ふを頭からかぶった。湧わき上がる気き恥はずかしさにそのまま消え入ってしまいたかった。

　思い出したのは、娘たちの前で箏を奏でたことではない。皇こう帝ていの御ご前ぜんで〈天龍〉を奏でたこと、だ。

　自分は〈天龍〉を弾きこなす技巧があるとの驕おごり、そして箏の調べが──〈天龍〉が宗熙の琴きん線せんに触ふれて、子龍としての記き憶おくを引き出すことができるのではないか、そう思ってしまった。そんな己おのれの甘さが恥はずかしい。

　凜瑛の演奏は、ひとまず宗熙を満足させることはできた。しかし、皇帝宗熙の皮を剝はがすこと、そして子龍としての記憶や面おも影かげを引き出すことまではできなかった。

　あのときの、称しよう賛さんしつつも他人を見るような宗熙の目。そして傲岸な態度。二年経たっているとはいえ顔かたちはたしかに自分の知っているものだったのに、人が変わってしまったかのようだ。

　どうして。そう思う一方、しかたない、とささやく声がある。

（皇帝陛下、なのだものね……）

　冷れい遇ぐうされていた一公子から皇帝へ。突とつ如じよ訪おとずれた劇的な変化が、子龍を変えてしまったのだとしても無理もない。

　宗熙はもう自分の知る子龍とはちがうのだろうか。それとも見つづけていれば昔の子龍の片へん[image: 鱗]りんを見られるのだろうか。

（子龍師兄にいさま……）

　その名をつぶやくだけであたたかい気持ちが満ちるのに、春の夜の室内はしんと冷えている。外はもっと寒いことだろう。あいかわらず室の外には気配を感じる。ほかの娘にもこうして監かん視しがついているのだろうか。務めとはいえ大変なことだ。しかし気力を使い果たしたいまの凜瑛には監視の目を気にしている余よ裕ゆうもなく、このまま泥どろのように眠ねむってしまいたかった。

　現実に見ることは適かなわなかったなつかしい面影。夢の中なら会うことができるだろうか。

　掛け布をかぶったまま一呼吸、二呼吸──いつしか凜瑛はなつかしい思い出に落ちていった。







　今朝は早朝からすっきりと晴れて、早春の空だというのに霞かすみもなく、抜けるように青い。こんな日は思いきり剣けんの稽古をしたいのに、うまくはいかないものだ。いまの凜瑛の恰好は鍛たん錬れん用の胡こ袴こではなく、名家の娘としての裳も裾すその長い衣装だった。

　午後には箏そうの指南役が訪ねてくる。それまでにこの曲をさらっておかなければいけないのに、まだ上がっていない。というのもこの数日、剣稽古に明け暮れていたせいだ。

　まさに自じ業ごう自得。けれどもどうして自分だけ箏だの茶だのと習いごとが多いのだろう？　兄たちも鍛錬の合間に書を読んでいるが、それは凜瑛もしていること。絶対に兄たちよりも剣稽古のほかにするべきことが多い。

『小しやお凜りんの将来に役立つことよ』

　そう母は言うけれども、箏が弾ひけたところでなんの役に立つというのだろう。自分も兄さまとおなじがいいのに──そう思いながら、譜ふを一音一音追っていたときだ。

「凜」

　その呼びかけに、凜瑛ははっと顔を上げた。

「子龍師兄さま！」

　欄らん干かんの合間から顔を覗のぞかせたのは、従兄いとこであり師し兄けいでもある子龍だった。

「今日は訓練に来ないのか？」

　子龍の長い黒くろ髪かみはしっとりと濡ぬれていた。一ひと汗あせかいて水で流してきたあとらしい。

　まさか今日、子龍師兄さまが来るなんて。完全に時間配分をまちがえた。自分の要領の悪さに凜瑛はさらに落ち込んだ。──くやしい。

「──行きたかったのですけれど、練習が終わらなくて」

　凜瑛はすこし苦い口ぶりで譜に視線を落とした。それもこれもすべて、望みもしない箏の手習いのせい。思わず箏に当たりそうになった凜瑛だが、しかし子龍は気にした様子もなく、ひょい、と譜を取り上げた。

「あっ」

「へえ、〈天てん龍りゆう〉か。ずいぶん難しいものを習っているんだな」

「おわかりになるのですか？」

　譜には題は書かれていないし、〈天龍〉は音数が多い。譜を一目見ただけでわかるのは、それなりに楽器を弾けるということだ。

　子龍の武人の一面しか知らない凜瑛は驚おどろいたが、「まあ、耳にする機会も多いからな」と当の子龍は流した。

（あ……）

　──いつも避さけていた箇か所しよに、触れてしまったかもしれない。

〈天龍〉は龍に喩たとえられる皇帝を寿ことほぐ曲でもある。子龍は今上帝の第二公子、たしかに耳にする機会が多い曲だろう。子龍がこうしてたびたび姫き家けの邸やしきに訪ねてくるのも、宮城での立場の複雑さゆえだ。宮城を思い出させるようなことには触れたくなかったのに。

　思わず唇くちびるを嚙かんだ凜瑛だったが、しかし当の子龍は「へえ」と興味深そうな目で譜を追っていた。

「これが弾けるのか。すごいな」

「すごい……ですか？」

「ああ、凜は聴きいたことはないのか？　すごくかっこいい曲なんだ」

　そう言うと、子龍は曲を口ずさみはじめた。

（あ……）

　それは、凜瑛が思っているよりずっと速い曲だった。譜で追えるのは音の並びだけ、曲調も速さもわからない。箏の師は先入観を持たせないようにと曲をさらうまでは試ためしの演奏をしてくれないので、凜瑛はそれこそ算術のように音を順々に追うだけだった。

　けれども子龍の歌に乗って、曲の実態が伝わってくる。かっこいい、と子龍が評したのもわかる。それまで重く感じていた一音一音が怒ど濤とうのように連なって、雲を貫つらぬいて天に駆かけあがってゆく。

（これが〈天龍〉……）

　蒼そう天てんの下、ぼうと聴き惚ほれていた凜瑛に気づくと、子龍が視線を向けた。

「弾ひかないのか？」

　そう言われても、宮中の本物の演奏を知っている子龍の前で弾くなど、恥ずかしくてできない。しかし子龍は尻しり込ごみしている凜瑛に苦く笑しようすると、

「凜は真ま面じ目めだな。べつに宮中の雅が楽がく師しを目指しているわけじゃないんだろう？」

　その指し摘てきに凜瑛ははっとした。たしかに凜瑛は箏の演奏家を目指しているわけではない。上手うまい下手へたなど気にせず思うように弾けばいいと、子龍の目は言っている。そして、

「凜の演奏が聴きたいんだ」

　その子龍の一言が凜瑛の心を貫き、その後の凜瑛の箏に向き合う気持ちを変えた。







（──！）

　そのとき、凜瑛の感覚が突とつ如じよ警けい鐘しようを鳴らし、意識が夢から現実へと引きもどされた。

　外から気配を感じ、体中に稲いな妻ずまがはしる。ここはなつかしい過去でも自じ邸ていでもない。昨日来たばかりの後宮だ。そしてその気配は先ほどまでの監視役とはちがった。あきらかになんらかの武芸の達人だ。

　凜瑛は目覚めたことを悟さとられぬよう、呼吸を乱さぬことを意識しながら、そっと指先を敷しき布ふに這はわせて剣の柄つかを探さぐる。柄の中身は鈍なまくら、斬きれないただの鉄だが、素す手でに比べれば立派な武器だ。

　気配がするのは廊ろう下か側ではなく、外に面した窓の方だった。たしかにそちらにも窓はついているが、その窓は木き彫ぼりの花窓で人が通る隙すき間まなどない。どうやって──と考えているうちに、花窓に触ふれた気配がしたかと思うと、花窓の枠わくを押して、人ひと影かげが滑すべりこんできた。

　どうやら押して開くように細工がされてあったらしい。室内は昨日のうちにくまなく調べたはずなのに、細工を見み抜ぬけなかった己が悔くやまれる。

　窓から降り立つ気配。──たしかに室内に、人が、いる。

　しかしその人物は、凜瑛を震しん撼かんさせた達人の気配とは別だ。その足の運び、入ってきた者も相当な鍛錬を積んでいる。

　足音はなく、息もひそめてたしかに近づく気配。凜瑛は昂たかぶる鼓こ動どうを抑おさえて、気配から動きを読む。

　窓から寝しん台だいまでの距きよ離りを何度も思い出し、この状じよう況きようとの整合性を取る。そして。




　──間合い！




　凜瑛はするりと掛かけ布から抜ぬけ出すと、侵しん入にゆう者に向けて剣を薙なぎはらった。

　ギンッ、と響ひびく重い鉄同士がぶつかる音。重い衝しよう撃げきが凜瑛の手首に伝わった。どうやら相手は凜瑛の一撃を柄で受けたらしい。

　そして剣を力押しで弾はじき飛ばされたかと思うと、凜瑛はとんぼを切って寝台を離はなれ、間合いを取った。

「何者！」

　壁かべ際ぎわに仕込んでおいた暗器を手にしながらの、凜瑛の鋭するどい誰すい何か。いざとなれば、背後の扉とびらから逃にげることもできる。

　それに対して、ふっと漏もれた吐と息いき。──その吐息だけで、察した凜瑛の身体からだの一部がふるえた。

「あいかわらず勘かんは良いようだな」

（この声……）

　記き憶おくの奥に大切にしまっていた声。そしてたった今、夢の中で聞いていた声。それを現実に耳にして、ふるえる心と身体でその相手を凝ぎよう視しする。

　灯ともしびを小さくしていた燭しよく台だいにぼんやりと照らし出されていたのは男性、黒地の長ちよう袍ほう姿だ。とはいえ同色で刺さされた龍の刺し繡しゆうとその[image: 鱗]うろこの精せい緻ちさに、すぐさま一いつ般ぱん人が身にまとう代しろ物ものとはちがうものだとわかった。

　問題は、なぜ、いま、凜瑛に与あたえられた室内に、そのやんごとなき衣ころもをまとう人がいるのか、ということだ。

「陛、下──」

　驚きのあまり、凜瑛は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。そんな凜瑛の前で、侵入者──皇こう帝てい宗熙は、窓の外に向かってひらっと手を振ふり、

「問題ない。控ひかえていろ」

　そう命じると、闇やみの向こうでいくつかの気配が消えた。凜瑛を震撼させた手て練だれの気配は皇帝宗熙の護衛のものだったらしい。

　そして宗熙は凜瑛と向き合うと、ふっと口くち許もとをゆるめた。

「ひさしいな」

　すこしやわらかくなった宗熙の表情、それが過去の面おも影かげとかさなった。

　髪かみは昔よりきっちりと結ゆい上げて豪ごう奢しやな錦にしきの帛はくで覆おおわれていたが、濃こい睫まつ毛げに意志の強い目、精せい悍かんな首筋は二年前と変わらない──いや、さらに鍛きたえたのか筋の深さが増している。

　そしていまの宗熙の目は朝会ったときの、他人を見るような目とはちがっていた。宗熙は自分のことをたしかに覚えている。

「かれこれ二年ぶりか」

（師兄にい、さま……）

　凜、と昔のように呼んでもらえる気がして、凜瑛の胸がとくとくと高鳴った。

　まずは皇帝即そく位いの祝辞を述べるべきか、それとも会えなかった二年の間にあったことを伝えるか。自分の剣けんの稽けい古この進しん捗ちよくや、最後の春に巣を作っていた燕つばめの雛ひなが無事巣立ったこと、庭に植えていた桃ももの種から芽が出はじめたこと──話したいことはたくさんあるのに、あまりに突とつ然ぜんの出来事に、はじめの一言が出てこない。

　凜瑛が頭の中をぐるぐるさせていると、宗熙のほうから切り出してきた。

「こんなかたちで再会することになろうとは思わなかった」

　しかしその声こわ音ねは再会の喜びを感じさせるものではなかった。どちらかといえば非難に近い。なぜこんなところにいるのかという響きだ。宗熙はつづけた。

「後宮入りは嫌いやだったんじゃなかったのか。後宮に入るために鍛たん錬れんしていたのではないと、泣いていただろう」

「……！」

　それは三年前の春──伯苑の後宮入りを打だ診しんされたときのことだ。泣いて逃げた姿を子龍に見つかった。

「そんなおまえがいまここにいる。どういう心境の変化だ？」

「それは──」

　伯苑の後宮と子龍の後宮。あのときといまとでは凜瑛にとってはおおきく事情が異なるが、後宮入りそのものが嫌だと言って断っていたのだから宗熙にしてみれば状況はおなじ、当然抱いだいている疑問だ。

（子龍師兄さまの後宮だったならわたしは──）

　しかし当人を前にしてそのようなことは言い出せず、凜瑛は言いよどむ。

「武の道はあきらめたのか」

「いえ！　あきらめてなどおりません」

「ではなぜここにいる」

「それは────陛下をお守りするためです」

「なに？」

　思わぬ返答を受け、宗熙は眉まゆを寄せる。凜瑛は父世凱から聞いた事情を明かした。

「いま宮城では警護の数を増やしているとお聞きしました。そこで後宮にも警護は必要だというので、秘ひ密みつ裡りに選せん秀しゆう女じよ試験に送り込まれたのがわたくしです。この任を無事終えたあかつきには、宮きゆう廷てい武官の推すい薦せんを受けられるやもしれないと父から聞いております。けっして武の道をあきらめたわけではございません」

　宗熙は意外な返答に目を丸くしていたが、なるほどな、とごちた。

「武官になる前に、まずは後宮に腕うで試だめしに来たというわけか」

（腕試しだなんて……）

　そんなたいそうなことは思っていない、そう返そうとした凜瑛だが、

「──変わらないな」

　そうつぶやいたその表情。きびしい中にもかすかに宗熙の目許がやわらいだ気がして、凜瑛は思わず見入ってしまい、反論しそびれた。

　三年前、武官になると言い張っていたのは伯苑の後宮入りを拒こばむためだった。今回もまた、父がぶらさげた釣つり餌えに喰くいついたにすぎない。しかし理由はなんでもよかった。──もう一度、この人と会えるのならば。

　ずっと会いたいと願っていた。けれどもとても遠い相手で、もはや叶かなわぬ夢かとも思った。しかしいま、その相手が目の前にいる。

（子龍師兄さま……）

　まさか夢ではなかろうか。自分はもう寝ねてしまっていてこれは夢の中の出来事、先ほど見ていた夢のつづきで都合のいい夢を創つくりだしているだけ。思わぬ幸運にそのようなことを疑ってみる。

　そんな凜瑛の前でなにやら考え込んでいた宗熙は、「なるほどな」といま一度うなずいて、あらためて視線を向けた。

「あれからも鍛錬を続けていたのか」

「はい。一日も欠かさず」

「そうか。女によ人にんかぎりという制約があるとはいえ、いきなり前線に放ほうりこむとは師父殿どのも容よう赦しやがないことだ」

　その言に「前線？」と凜瑛が小首をかしげると、宗熙が不ふ審しんそうに眉をひそめた。

「伯苑の件を知ってここに来たのだろう？」

「ええ。宮城内で災難に見み舞まわれたとか」

　宮城の警護を増やしはじめたのは、伯苑が襲おそわれたことがきっかけだと聞いている。

「その災難に見舞われた場所というのがここ、後宮だ」

「え!?」

　凜瑛は息を吞のんだ。──さすがにそれは聞いていなかった。

　伯苑の側そばには大将軍姫世凱の長子、凜瑛の兄がついていた。凜瑛よりよほど腕うでの立つ兄がついていながらなぜ守りきれなかったのか、そう思っていたが、場所が後宮ならば無理もない。成人男性である兄はここには入れない。伯苑は兄の目が届かぬところで襲われたのだ。

　側にいられない場所だったとはいえ、皇帝が怪け我がを負えば側近の罪だ。自責の念から自死を選ぼうとしていた兄を伯苑が勅ちよく命めいで止めた。こたびの責めは他ほかに問わぬこと。皇帝の命にしたがい兄が国から咎とがめを受けることはなかったが、もはや姫家を継つぐことはできぬと兄は後こう継けい者しやの立場を退き、いまは退位した伯苑の側に一武官として仕えている。

　長ちよう兄けいに代わって次兄が宗熙の側近として仕えているが、選秀女試験の行われている後宮に立ち入ることができないのは伯苑のときとおなじだ。

（だからわたしを……？）

　凜瑛は、後あと継つぎとしての長兄を失ったときの父の悔くいを知っている。だから次兄におなじことが繰くり返されぬよう、後宮の中にいるときはおまえが守れと、父世凱は自分をここに送り込んできたのだ。

　事の重大さをあらためて知って、凜瑛は手のひらを握にぎりしめた。

「なんだ、知らずに来たのか。まあ、伯苑の件はそうそう気安く話せることではないから知らなくても無理はないな。──だがそういう理由で来たというなら得心がいった」

（え？）

　きびしい声音が変わったわけではない。ただそのときなぜか、突つき放された気がした。

　そしてその予感どおり、宗熙は用は済んだとばかりに凜瑛に背中を向けた。

「巻き込まれる前にいますぐ帰れ」

　凜瑛は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「俺が刺し客かくでなくてよかったな。後宮は推薦状をもらいに来るような場所じゃない」

「──！　わたくしは！　ここに物見遊ゆ山さんに来たつもりはありません！」

　凜瑛は思わず声を上げた。花窓の細工に気づけなかったこと、そして父の持ちかけてきた話に便乗したことはたしかだ。けれども自分は、推薦状や腕だめしのために後宮に来たわけではない。──ただ、もう一度会いたかった。その会いたかった本人から否定されて、帰れと言われても、到とう底てい受け入れることなどできない。

「実戦は鍛錬とはちがう。命が懸かかっているんだぞ」

「わかっております。その覚かく悟ごはしてまいりました」

「前線と知らずにか？」

　そこを突かれると厳しい。凜瑛が言葉を詰つまらせると、

「──また箏そうが聴きけてうれしかった」

「──！」

　やや振ふり向きざまに落とされた一言。別れの言葉だと察した凜瑛は言葉を継いだ。

「現場であれどこであれ、わたくしの願いは陛下をお守りしたい、ただそれだけです」

　このようなかたちで終わりにしたくなかった。

　宗熙は危険だから巻き込まれる前に帰れと言う。だが言った宗熙自身は、命を危険に晒さらしながらこの場所に居つづけるのだ。この人を失いたくないと思った──現世から、そして自分の視界から。

　皇こう帝ていである宗熙が宮城に居つづけるなら、宮城で守りつづければいい。自分が守りつづけるかぎり宗熙を失うことも見失うこともない。

「命の危険に晒されてもか」

「鍛錬の日々はここに在るためにあったのだと思っています。任務のために自身の身に危険がおよんだとしても本ほん望もうです」

　その言葉に一点の噓うそもない。凜瑛はさらにつづけた。

「長兄は先の陛下にお仕えし、次兄もまた陛下にお仕えしております」

　振り向きざまのまま聞く宗熙に、凜瑛は跪ひざまずいて言上する。

「わたくしも姫世凱の娘むすめ、陛下の御おん身みは姫き家けの名に懸けてお守りします、かならずや……！」

　聞き終えた宗熙はしばし思案するように天てん井じようを仰あおいだ。いま宗熙が考えているのは自分を退けるための言だろうか。心が恐きよう怖ふにふるえる。しかし身体からだに表れないように凜瑛は岩に徹てつして裁可を待っていると、やがて宗熙は、凜瑛の手を取って立ち上がらせた。

「その言葉、受け取っておく」

　身にあまるお言葉です。そう答えつつ、つづく宗熙の言葉が怖こわくて逃にげ出したくなる思いを必死にこらえる。宗熙はそんな凜瑛の手首をつかんで告げた。

「だが約束しろ。絶対に無む茶ちやはするな。手に負えないと感じたら、逃げろ」

「──！」

　許された。──けれども、新たに付けくわえられた条件。それは許されたうちに入るのだろうか？

「警護の身で、陛下に先んじてそのようなこと……」

　できるはずがない。まだ未熟だと、腕が足りないと言われたのも同然だ。しかし任にある以上、腕が足りずとも、この身を盾たてとしてでも守るのが務めだ。その命は到底受け入れることなどできない。

「心配せずとも俺には警護がついている。おまえより数段手て練だれの者がな。おまえに見てもらいたいのはここにいる娘たちだ」

「娘たち？」

「そうだ。伯苑の事件は選せん秀しゆう女じよの娘が引き起こした」

　それも初めて聞く事実だった。選秀女のなかに手練れがまぎれ込んでいたということか。伯苑も女の園ということで気を許していた面もあったのだろうが、皇帝が女相手に不覚を取ったということ、そのような手練れの潜せん入にゆうを許していたことは国の面子メンツに関かかわる問題だ。事件の詳しよう細さいを表に出せなかったのも無理もない。

「後宮は、当人だけでなくその一族、そして一族に関わる者すべての欲望が渦うず巻まく場所だ。選秀女の娘たちは入れ替かわったが、ここでまた新たな事件が起きうることは容易に想像がつく。おまえには事件がふたたび繰り返されることのないよう、娘たちに目を配っていてもらいたい」

　自分には宗熙の護衛につく腕は足りない。しかし直接宗熙を守ることはできなくとも、選秀女の娘たちの動向を見張ることはできる。それは間接的に宗熙に害が及およぶことを防ぐことになる。宗熙を守るということに変わりはない。

　宗熙から下された新たな命に、凜瑛は「承うけたまわりましてございます」と拱きよう手しゆした。

「それとこれの警護もだな」

　宗熙が向けた視線の先にあったのは、緋ひ色いろの毛もう氈せん──国宝の名箏だ。

「ずいぶんと腕を上げた」

「……わたしだと気づいていらっしゃったのですか？」

　自分と知って即そつ興きようをふっかけたのか、それとも〈天てん龍りゆう〉を聞いて自分だと気づいたのか、気になっていたのだが、

「幸い、目はいいほうなのでな」

　その返答で察した。目が合ったのは顔を伏ふせるまでのほんの一いつ瞬しゆん、それだけで宗熙は凜瑛だとわかっていたということだ。

「わかっていらっしゃったなら、なぜあのような真似まねを……」

　箏を聴きたいならこうして忍しのんでくればいい話だ。ただでさえ『縁えん故こで途と中ちゆうから入ってきた年とし増ま』と悪目立ちしているというのに、宗熙があのような真似をしてくれたおかげでさらに娘たちから目の敵かたきにされてしまった。だが、

「弦げんを切られていたろう」

「え？」

「楽器は雅が楽がく府の者が毎日点検を欠かしていない。俺が赴おもむくような日は特に、すべてをばらして組み立てる徹てつ底ていぶりだ。もちろん弦も張りなおす。張られたばかりの弦が、生ぬるい合奏程度で切れるはずがない。何者かがおまえの箏に細工したんだ」

　宗熙の言に凜瑛は啞あ然ぜんとした。

　たしかにみな座るべき席は決まっていた。席の決まっていなかった凜瑛がつくべき席も、当然わかっていたことになる。凜瑛が触ふれる箏があらかじめわかっていたなら、細工自体は難しいことではない。──あれは、何者かがわざと仕組んだのだ。

「なんのために……」

「さあな。おまえに恥はじでもかかせようとしたのかもな」

　凜瑛は感じなかったが、みなの前で非礼を詫わびさせること、そのことで萎い縮しゆくしてしまう娘もいるかもしれない。

「ここではよくある嫌いやがらせだ」

　宗熙はそうつづけた。娘たちが持てるすべてで競きそう選秀女試験、その洗礼のようなものだったらしい。

「どんな思おも惑わくがあったにせよ、実際におまえの指が傷つけられた。だからまあ、あれはその当てつけだな」

　自分が新入りに仕し掛かけた罠わなで、逆に皇帝の目に留まるきっかけを与あたえてしまったとなれば、犯人はいまごろ歯は嚙がみしていることだろう。つまりこの箏の一件は犯人に対する宗熙の意い趣しゆ返がえし。あのとき、宗熙が言葉をかけていたのは凜瑛に対してだが、凜瑛の思いの寄らないところで見えないやりとりがあったのだ。

「指は大だい丈じよう夫ぶか」

「はい、鍛きたえていますから」

　そう答えると、「鍛たん錬れんが思わぬところで役に立ったな」と宗熙の目め許もとがかすかにゆるんだ。

　しかしそれも一瞬のこと。宗熙はより目を険しくして告げた。

「宮中にいる者はみな敵だと思え」

「え？」

「悪意は常に潜ひそんでいる。なにげないところにも命の危険につながる罠が仕組まれている。警けい戒かいを怠おこたるな」

　厳しい言いようだと思ったが、この後宮で兄天永を失いかけた宗熙には、そう思えてしまってもしかたがない。

「至らず申しわけございません」

　自身の不注意が宗熙に二年前の事件を思い出させて、厳しい言葉を言わせてしまったのだろう。不快な思いをさせたことに凜瑛が頭を下げると、宗熙は苛いら立だたしさを隠かくさず視線を逸そらした。

　その視線の先にあったのは、偶ぐう然ぜんにも先ほど自身が跳はね飛ばした凜瑛の得物だ。

「──ああ、あれでは武器になるまい」

　そう告げると、宗熙はためらいなく腰こしに佩はいていた刀を鞘さやごと抜ぬいて、凜瑛に突つき出した。

「これも貸してやる」

　装そう飾しよくのない鞘に飾かざりが一ひと房ふさ。傍はた目めにはなんの特とく徴ちようもない品だが、その刀は皇帝である宗熙が佩いていたもの。──つまり中身は本物の刀だ。

　皇帝である宗熙を除いて、本物の刃は物ものをこの後宮に持ち込むことが許されるのは武官だけ。それを与えられたということは、すくなくとも武官見習いとしての自分への信しん頼らいの証あかしと思ってよいだろうか？

「──謹つつしんでお預かりいたします」

　緊きん張ちようのあまり、指先に先ほどとはちがう痛みを感じながら、片かた膝ひざを突いてその刀を拝受する。

　そんな凜瑛に、宗熙はかさねて告げた。

「くれぐれも警戒を怠るなよ」と。
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　翌日は朝から座学で国府の仕組みを学び、午後からの課題は舞ぶ踊ようだった。みなでおなじ振ふりつけを舞まう群ぐん舞ぶだ。途中から試験にくわわった凜瑛はひととおり動きを見せられたのちに、羽う扇せんを手に群舞に交じった。

　舞踊に関して基本は習っているし、武芸は型を見せるものも多いため、動きをおぼえること自体は慣れている。群舞という形式ははじめてながら、凜瑛は無難に集団に溶とけ込むことができた。

（これでどうやって優ゆう劣れつを決めるのかしら？）

　笑え顔がおを張りつかせて優ゆう雅がに舞う娘むすめたちの周りでは、あいかわらず女によ官かんたちが鋭するどく目を光らせている。凜瑛のいる宮きゆう殿でんには娘たちがまばらに入っていたが、室数と残っている娘の数から察するに、すでに半分以上の娘がふるい落とされている。この群舞でも何人かふるい落とされるのだろうが、採点しているそぶりがないだけに、なにを見て判断しているのかわからないのが不安だ。

　警護のために入りこんでいる自分は採点外かもしれないが、あまりに見み劣おとりするようならば落とされるかもしれない。なんとか試験に残らないと、と女官たちに気を取られていた凜瑛だったが、ふっと目のそばを風がかすめた。

（あ、また……）

　娘たちが手にしているのは羽扇、翻ひるがえすたびに風がそよぐのは当然だが、先ほどから凜瑛の顔を羽扇の柄えがかすめている気がする。

（これも洗礼の一いつ環かんかしら？）

　それがわざとだとしても相手も舞まいの最中、不自然な動きをするわけにはいかない。相手が偶然を装よそおっているかぎり凜瑛が羽扇を避よけるのは造作もない。だが、この行こう為いに女官たちは気づいていないのだろうか？

『口さがない年とし頃ごろの娘たちを黙だまらせるのも資質のうちとお考えなさい』

　初日に凜瑛の試験結果を伝えた女官がそう言っていた。このような嫌がらせくらいは受け流すのも資質のうちということか。

『宮中にいる者はみな敵だと思え』

　そう言ったのは昨日の宗熙だ。

（──昔の子龍師兄にいさまなら、このような言い方はしなかった）

　たしかに伯苑は宮中で襲おそわれたのだ。弟の子龍──宗熙が過か敏びんになるのも無理はない。しかし太子伯苑と常に待たい遇ぐうで差をつけられ、当時から宮中に良い印象は持っていなかっただろうが、昔はこのような突き放す物言いをする人ではなかった。仕方がない、とすこし寂さびしそうに、それでも笑顔を絶やさずに言っただろうに。

（陛下はもう昔の子龍師兄さまではないということ？）

　宗熙にかつての記き憶おくがないわけではない。しかしこの二年の空白の間にあった出来事、そして皇帝としての日々が子龍を変えてしまったのだろうか。

　考えが尽つきないその間も凜瑛は羽扇に狙ねらわれつづけたが、凜瑛が宗熙の言葉を思い返しながら、するり、するり、と風にそよぐ領巾ひれのように羽扇を躱かわしていると、娘たちの苛立ちが募つのってゆくのを感じた。

（でも、だからってみすみすぶつかってあげるのもなにかちがう気がするし……）

　どうしたものかと思案しているうちに曲が進み、おおきく列が動いて見せる場になった。とはいえ難しい動きはなく、ただ横の者が動いたあとをおなじように羽扇で舞いながらついてゆくだけだ。しかし、

「──あ」

　演奏のなかに声が混じる。視線を移すと、すぐ前で体勢をくずしかけている娘がいた。凜瑛は反射的に手を伸のばして娘の腕うでを取り、強く抱だき寄せてそのまま床ゆかに転がる。幸い着地が綺き麗れいにおさまったため、凜瑛が背中や腰を打ち付けることはなかった。

「大丈夫ですか？」

　凜瑛が訊たずねると、目を閉じて衝しよう撃げきに耐たえていたその娘が瞼まぶたをひらいた。

「ありがとうございます」

（あ、綺麗……）

　その娘はほかの娘同様に小こ柄がらながら、凜瑛に向けられた顔はほかよりもすこし大人びていた。

　なにより驚おどろいたのはその顔の造作だ。

　化け粧しようは落ちついたものながら、その目のおおきさと睫まつ毛げの長さ、純じゆん朴ぼくのようでいながらどこか艶なまめいた雰ふん囲い気きはまるで白しろ芙ふ蓉ようのよう。整った顔立ちが多い娘たちの中でも特に目を惹ひく、群を抜く美少女だ。

「おかげで助かりました」

　品の良い、ひかえめな笑顔。凜瑛がその笑顔に見入りつつ、思わず釣つられて「ならよかったです」と微笑ほほえみ返したそのときだ。

「あっ……」

　娘が叫さけぶが早いか、凜瑛の勘かんが危険を悟さとった。

　凜瑛は娘を抱きすくめたまま身を返し、娘を下にして身体からだでかばう。直後、後背に衝撃が伝わった。──幾いく人にんもの娘が連れん鎖さ的に倒たおれてきたのだ。

「きゃあっ」

　口々に叫ぶ娘たち。凜瑛は床に両手をついて、つづく衝撃に耐える。

　幸いみな小柄で細身の娘たちだ。反射神経も悪くはない。順々に凜瑛の背を転がって避けてくれたので、全員の重みがかかることはなかったが、

「……！」

　ただひとり、だれかの膝ひざが凜瑛の足首に食い込み、たまらず凜瑛は眉まゆ根ねを寄せた。

「大事ありませんか!?」

　あわてて女官たちが駆かけ寄ってきて娘たちを起こす。凜瑛もすぐさま娘たちの中から助け出されて、手を差しだされたが、

「──っ」

　足首の筋が痛みを訴うつたえて、立ち上がることができなかった。







　このあとこの一件に巻き込まれた娘たちがひとりひとり別室に呼ばれ、女官から事情を訊きかれた。もちろん先に手当てを受けていた凜瑛もだ。

「前方から声がして、見ると倒れかかっている方がいらっしゃったので、抱き留めました」

「あなたがあの娘を引っ張った、と言っている者もおりましたが？」

「──あの方が、声をあげられたのが先です」

　だれが言ったのか気になったが、凜瑛はただ、自分の見たこと、したことを話すことしかできない。

「抱き留めた者との面識は？」

「初対面です。もしかしたら昨日、弦げんの合奏の場にいらっしゃったかもしれませんが、おなじ年頃の方々が大勢いらしたので憶おぼえておりません。名も存じ上げない方です」

「そのあと娘たちが雪崩なだれた原因は？」

「わたくしはすでにその方と床に倒れていたので、わかりかねます」

「あなたの怪け我がの具合はどうですか？」

「筋を痛めたようなので、数日は歩行に支障があるかもしれませんが、大事ございません」

「あなたが怪我を負った原因は？」

「倒れて来たどなたかの膝が、わたくしの足首と接せつ触しよくしたからだと思います」

「接触した者との関係は？」

「わかりません。わたくしがここに来たのは一いつ昨さく日じつのことです。どなたかも存じませんし、お話ししたこともございません。まったく知らない方です」

　そこまで答えると、調べを取っていた女官は「状じよう況きようはわかりました」とうなずいて、最後に告げた。

「あの娘に怪我はありませんでした」
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　手当てと事情聴ちよう取しゆを受けていた凜瑛はほかの者より帰りが遅おそくなり、ひとりで夕食を摂とり、気き兼がねなくゆっくりと湯も使うことができた。

　ひとりで広い浴よく槽そうに浸つかりながら耳みみ許もとでよみがえるのは、先ほどの女によ官かんの一言だ。

　あの娘に怪我はありませんでした──抑よく揚ようもなく、事務連れん絡らくの域を超こえないただの一言。しかしその報告は凜瑛にとってなによりも嬉うれしいものだった。

　あの娘を守ることができた、その結果が凜瑛の心を満たす。受けた怪我の痛みはあるが、それ以上の充じゆう実じつ感かんに癒いやされながら衝撃を受けた身体を念入りにほぐし、回復に努めて風ふ呂ろを出ると、すっかり陽ひも落ちていた。

　邸やしきにいたころは書を読んでいるような時間だが、ここでの暮らしにまだ慣れないこともあるのか疲つかれがおおきい。今日もはやく休もうと室にもどると、扉とびらを開けるなり気配を感じ取った。

　──中に人がいる。

　しかし驚いたのは一いつ瞬しゆん、この気配は知っているものだ。凜瑛はすぐさま中に入って扉を閉め、燭しよく台だいの灯あかりを点つける。ほんのりと照らし出された横顔。奥の椅い子すにどしりと腰こしを下ろしていたのは、やはり見知った人物だった。

「──陛下、お越こしにございましたか」

　跪ひざまずこうとした瞬間、右の足首が痛みを訴える。面おもてに出したつもりはなかったが、動きで悟った宗熙が眉まゆをひそめた。

「事情は聞いた。二日めにしてそのざまか」

「申しわけございません」

「娘むすめたちの嫌いやがらせはするすると躱していたそうじゃないか」

　それも宗熙の耳に届いているということは、女官たちも嫌がらせに気づいていたということか。

「あまりに身のこなしが過ぎると護衛役と知れるぞ」

「はい。ですがもう父のことは知れておりますから」

「ああ、大将軍の娘ならさもありなんということか。だが娘をかばって怪我を負ったそうだな？」

「はい。わたくしの不注意です」

「俺は娘の警護までは命じていないぞ」

　放っておけばよかったものを、と宗熙は苛いら立だたしげに吐はき捨てたが、凜瑛は言葉を返した。

「お言葉ながら、それはできかねます」

「なに？」

「はじめにお倒れになった方は不注意で倒れたのではございません。だれかに突つき飛ばされたのです」

　自身でつまずいた倒れかたと、突き飛ばされた倒れかた。突き飛ばされたその瞬間は目もく撃げきしていなくとも、その後のよろめきかたで両者の見分けはつく。

「悪意がまかり通ると思われれば、さらにおおきな事件につながりかねません。倒れた方もさることながら、わたくしが守りたかったのはこの後宮の秩ちつ序じよです」

　凜瑛は突き飛ばされた娘を庇かばいつつ、その娘に手の届く場所にいた娘の顔を把は握あくした。その娘たちのだれかが突き飛ばした犯人だ。今後、その者たちに注意をはらって、またおなじようなことが起きぬように見張ることができる。

「なるほど、秩序な」

　守ろうとしたその心意気おおいに結構、と宗熙はつづけた。

「だがその娘を守った結果、どうなった？」

「え？」

「突き飛ばされた娘とおまえが転がった結果、なにが起きた」

「それは……」

「これ幸いにと、ふたりを試験から追い落とそうと画策する者が現れたのではないのか？」

　その指し摘てきに凜瑛は目を見開いた。──それは凜瑛自身も考えていた可能性だ。

　突き飛ばされた娘を凜瑛が助けた。この一件はそれだけで終わるはずだった。しかしあのあと、ふたりの上に何人もの娘が倒れてきた。そのふたつはけっして一連の出来事ではない。あとの娘たちが倒れ込むきっかけはべつにあった。

　それは偶ぐう然ぜんの結果か、故意になされたものか。ふたつめの事の起こりを目撃していない凜瑛は判別しかねたため、ふたつの件の犯人は別にいるかもしれない──そう感じつつも女官に報告していなかった。だというのに、なぜその場にいなかった宗熙が知っているのか。

「娘たちの見聞きしたものを女官から聞いた。おまえが娘を突き飛ばしたという虚きよ言げんもふくめて総合的に考えると、事態はそうだったと判断するのが妥だ当とうだ」

「わたくしは突き飛ばしてなどおりません」

「わかっている。おまえを疑ったりしない。試験を受けていないおまえが、娘を助けて点数稼かせぎをしてもしかたがないからな。だが、試験のまっただ中にいる者のなかにはそうは思わない者もいる。目め障ざわりな者が目の前で転んでいれば、助けるよりも排はい除じよしたい、そう思ってしまうのがあたりまえの世界だ」

（目障りな者……）

　その一言に衝しよう撃げきを受けた。

　たしかにはじめに突き飛ばされたのはいかにも品のよさそうな美少女だった。人より秀ひいでたものを持っている分、やっかみを買うことも多いだろう。そんな彼女と、途と中ちゆうから試験にくわわりながらいきなり皇こう帝ていの前で独演などという幸運に恵めぐまれた凜瑛。ふたり同時に追い出すことができたなら──だれかにそう思わせてしまったのかもしれない。

　あの状況がだれかの耳許で悪あしきなにかにささやかせてしまったのだ。いまならやれる、と。もしそうだとすれば、二件めの出来事は完全に凜瑛の落ち度だ。

「すべてはわたくしの至らなさです。申しわけございません」

　凜瑛が膝ひざを折って謝罪すると、宗熙は「至らなさ、な」とくり返した。そこには隠かくしきれない批難の響ひびきがあった。

　宗熙──子龍は謝っている相手に追い打ちをかけるような人ではない。

「陛下？」

　凜瑛が訝いぶかしく思って見上げると、宗熙は視線を逸そらしながら告げた。

「やはりおまえは邸に帰れ」

「………！」

　娘を守ったことに対して褒ほめられると思っていたわけではない。しかしまさか帰れと言われるとは予想していなかった凜瑛は、思わず目を見開いた。

「なぜ……」

「なぜ？　俺は昨日言ったはずだな。くれぐれも警けい戒かいを怠おこたるな、と。転びかけていた娘ひとりくらい守れると思ったのだろう。だが仮にその者がおまえに害意を向けていたなら、おまえはどうなっていた？」

　娘たちが雪崩なだれてきたとき、はじめに助けた娘はおとなしく庇われていた。しかしその娘もまた、自分を目障りだと思っていたなら。両手両足のふさがったあの状況でなにかをされたなら、凜瑛に自分を守るすべはなかった。──あのときの無防備さを思い返すと背筋が凍こおる。

「足を引きずるくらいの怪け我がでは済まなかったな。現実としてあの娘はおまえに害意はなかったし、したいことをしたおまえは傷を負ったとはいえ守りきれたものがあって、それで満足したのだろう。あの者を守れてよかった、とな」

　先ほどまでの心理を突かれて息を吞のんだ凜瑛に、宗熙は「だがな」とつづけた。

「守る側の者が傷ついたとき、守られる側の者が傷つかないとでも思っているのか？」

「────！」

　思いもよらない指摘だった。

　武芸の鍛たん錬れんに臨のぞむ際、この力はだれかを守るためのものだと教えられてきたし、凜瑛自身もそう信じてきた。現に、自分は怪我を負ってしまったが、あの娘を守れたことに充じゆう足そく感をおぼえている自分がいた。あの娘に怪我はありませんでした。そう聞いたとき、たしかに嬉うれしかったのだ。自分の腕うでが役に立ったと。

　──しかし守られる側の者の気持ちは。

「伯苑のときもそうだ。守られるのは俺たち王族の仕事のうちとはいえ、命を張って守ってもらえるのはありがたい。だがな、おまえの兄の子し恩おんは伯苑を守れなかったことに責任を感じて自決しようとしたろう。伯苑は子恩に後宮で守れなんて命じていない。命じてもいないことで命を落とされるこちらの身にもなってみろ」

　天永は凜瑛の長ちよう兄けいの自決をけっして許さなかった。それは恩おん赦しやだと思っていた──守られる側の気持ちまで考えたことがなかった。

「俺は娘たちを見ろとは言ったが、守れとは命じていない。そして言ったはずだな。宮中にいる者はみな敵だと思えと。なぜそのような者を庇おうとしておまえが傷を負っているんだ」

　その警告は宗熙の口から直々に受けていたこと。なのに自分は理解していなかった──理解しようとしなかった。

　いままでの子龍師兄にいさまならそのようなことは言わなかったのに。そうやって過去の面おも影かげを追うばかりで、いまの目の前にいる宗熙を理解しようとしていなかった。

「ここで正義の味方面づらをしたいだけなら、俺はおまえをここに置いておけない」

（だから帰れ……と）

　言われてもしかたのないことだったのだ、とようやく凜瑛は理解した。

「御お言こと葉ばをいただきながら理解がおよばず申しわけございません……」

　心に刺ささるものはある。自分の至らなさに胸が苦しくもある。しかし一度の叱しつ責せきで帰る覚かく悟ごでここには来ていない。

「陛下のご膝しつ下かで悪しき風潮とならぬようにと願ってなしたことながら、出すぎた真似まねをいたしました。陛下のご胸中を承うけたまわり、深く心に留めて任務にあたりますゆえいま一度、機会をお与あたえいただけないでしょうか」

「殊しゆ勝しようなことを言ったところで、おまえはこれからも目の前で倒たおれそうになる者がいれば手を伸のばすんじゃないのか」

「………」

　凜瑛は返答がわりにさらに深く頭を下げた。宗熙もおなじく父世凱の教えを受けていただけあって凜瑛の胸中を読んでいる。

　倒れそうな者を救った先に罠わなが仕し掛かけられていたとしても、見て見ぬふりはできない。仮に罠にはまったなら、その者をおぶってともに這はい上がってこい、というのが姫世凱という人物だ。おかげで姫将軍の副官には、罠を見み抜ぬいて回かい避ひさせる知ち恵え者しやがついている。

　凜瑛はそんな姫世凱の娘むすめ。厳しい目で睥へい睨げいしていた宗熙だったが、凜瑛が微び動どうだにしないのを見てとると、やがて「おまえたち兄妹きようだいはまったく……」と息をついた。

「姫将軍ならびにそなたの兄たちの忠心に免めんじて今回ばかりは赦ゆるす」

「お赦しくださり感謝いたします」

「だがな、重ねて言っておく。おまえに与えた任はあくまで娘たちを見るだけだ。娘たちの安否は問わん。そしていまのおまえの主あるじは俺で、守るべき対象はあの娘たちではない。それを忘れるな」

　かしこまりましてございます。さらに頭こうべを垂れた凜瑛に、「受け取れ」と宗熙はなにかを放ほうり投げた。一いつ瞬しゆん、礼を解いて受け止めて良いものか悩なやんだが、皇帝から授じゆ与よされたものを床ゆかに落とすわけにはいかない。

　凜瑛が両手で受け止めると、それは小さな錦にしきの袋ふくろだった。

「これは……」

「薬草だ。薬園からもらってきた」

（それって）

「痛めた筋に塗ぬっておけ。打ったところにもな」

　よく効くぞ、と宗熙はつづけたが当然だ。皇帝をはじめとした皇族のためにある薬園──禁園の薬だ。臣下が手にして良いような代しろ物ものではない。

「かようなものを使うわけにはまいりません。陛下の御おん為ための御薬です」

「その〈陛下〉とやらがみずから渡わたすのだ。問題なかろう」

「なれど」

「言ったろう。おまえの主は俺だと」

「しかし……」

　禁園の御薬を受け取るわけにはいかない。なおも言い募つのろうとした凜瑛だったが、宗熙は、

「くどい」

　と一言で一刀両断にする。次いで手を凜瑛の背にまわし、凜瑛は宗熙にのしかかられるかたちでその場に押し倒された。

「陛、下……!?」

　凜瑛は緊きん張ちように身を強こわ張ばらせたが、添そえられた手のおかげで背中を打つことはなかった。

　一方宗熙は凜瑛の背から手を抜ぬくと、倒した凜瑛の肩かたを押さえ、そしてもう一方の手をほかに伸ばした。伸ばした先にあったのは凜瑛の足首だ。

「──！」

　凜瑛は息を吞む。押し倒された緊張もさることながら、羞しゆう恥ちで顔が真っ赤に染まった。

（足に触ふれられるなんて……）

　しかし宗熙は医官のような神しん妙みような面おも持もちで触れると、感かん触しよくをたしかめたのち、ゆっくりと足首を動かした。

「──痛むか」

「すこし……」

　そう答えたものの、恥はずかしさが勝まさって痛みどころではない。

「熱を持っているな」

　それはおそらく心臓がばくばくして、血の循じゆん環かんが速いせいだ。

　宗熙は凜瑛の手のひらに収まった錦の小袋を奪うばって器用に歯で紐ひもを解くと、中から練り薬を取り出し、凜瑛の足首に塗りつけた。熱ほてった足首に清せい涼りよう感かんが広がる。そして包帯を巻きつけると残りの薬を凜瑛に渡した。

「あとは熱冷ましの丸薬が入っている。怪我を負った晩は出がちだからな」

　それも飲ませてやらないと受け付けないか？　その問いかけに凜瑛はあわてて首を横に振ふる。

　その反応を見た宗熙は凜瑛から身を離はなし、

「使ったのは俺だ」

　だからこれ以上の苦言は聞く気はないとばかりに言い放つ。

「ありがとうございます……」

　皇こう帝ていみずから傷の手当て。身にあまる栄えい誉よというのもなにか違ちがう気がするし、ほかの言葉が出てこない。まずありえないことだ。

　それ以上の言葉が思い浮うかばず頭を下げたものの、「おまえのためじゃない」と切り捨てられた。

「己おのれの武器の手入れをして、いつでも万ばん全ぜんに使えるようにしておくのは己のためだ。護衛に怪我されたままではこちらの身の安全も脅おびやかされかねないからな」

　だからおとなしく薬を使って早く治せ。そう言い残して、宗熙は室をあとにした。







　宗熙が去ったあと、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた凜瑛だったが、夜だったことをぼんやりと思い出して、寝しん台だいに這い上がった。そして、ぽす、と糸の切れた人形のように横たわると、椅い子すに目を引き寄せられた。──先ほど宗熙が腰こしかけていたものだ。

　先ほどまで、そこにいたのはいったい誰だれなのだろう？　華陽国皇帝宗熙か、それとも師し兄けいの子龍か。おなじ記き憶おくと過去を持つふたり。しかし宗熙はかつての子龍ではない。

　かつての子龍は鍛錬に勤いそしむ時間を楽しんで、心からの笑え顔がおで妹弟で子しの凜瑛を『凜』と呼んで本当に可愛かわいがってくれた。けれどもいまの彼はちがう。宗熙にとって自分はあくまで警護のひとり。自分を守る得物のひとつにすぎない、そう明言している。あくまで使う者と使われる者の間あいだ柄がら、昔のように『凜』とは呼んでもらえない。

　昔もまったく焦しよう燥そうがなかったわけではない。それでも子龍は宮中での立場から抱かかえていた複雑な思いを意識的に心の奥深くに沈しずめて、なるべく見せないようにふるまっていた。一方宗熙は、複雑な立場や気持ちを隠かくそうとしない。不快なものは不快だと苛いら立だちをまっすぐに面おもてに出す。投げやりになった──いや、開き直った、というのが近いか。だれに気き兼がねすることもない皇帝という立場がそうさせているのか。

（それでも）

　宮城に来たことに微み塵じんも後こう悔かいはなかった。再会した人はかつての思い出の相手とはちがっていた。けれども、現在のあの人に会えたことが嬉うれしい。そう感じる。

　椅子を眺ながめていると、先ほど翻ひるがえされた衣ころもの残像が凜瑛の脳のう裏りでよみがえった。昨日の黒一色の長ちよう袍ほう姿とはちがい、薄うす物ものの羽織を翻した宗熙。あのときふわりと感じた残り香がは、皇帝の衣い装しよう室しつに薫たかれたものだろうか。それとも宗熙の私室の。あの香かおりのなかで、いまの彼は暮らしているのだろうか。

　そして与えられた錦の小袋。いまも手のひらの中にあるそれを、凜瑛はそっと握にぎりしめた。

　宗熙は凜瑛の怪我を聞きつけて、禁園の薬を届けてくれた。──そして先ほどの手当て。思い出すだけで、頰ほほが熱る。

　態度は傲ごう慢まんだし、行動は強ごう引いんだし、物言いも厳しいが、優やさしいことは変わらない。おたがい思いがけないかたちでの再会となったが、会えてよかった。どのようなかたちでもいま、接することができるのが嬉しい。

　宗熙が手ずから塗った薬がひんやりと沁しみわたる。しかし沁みる冷たさとは逆に、心の中があたたかくなるのを感じながら、凜瑛は眠ねむりに落ちていった。
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　翌日の課題は雅が楽がくだった。めいめいに得意な楽器を披ひ露ろうするという課題を示され、四重奏なり五重奏なりさまざまな楽器で集つどうもよし、おなじ楽器で集うもよし、練習は一刻。披露のときには陛下のお越こしがあるかもしれないと伝えられたとき、いっせいに娘たちの意識が凜瑛じぶんに向けられるのを感じた。

　なんといっても凜瑛には国宝の名めい箏そうが与あたえられている。しかも皇帝直々に請こわれて独奏したばかりだ。そのときの宗熙の関心の高さからして、また演奏を命じられることも想像に難かたくない。そんな凜瑛と競きそうか、それとも仲間に巻き込んでしまうのが得策か──娘たちの脳裏でそんな算段がめぐっていることは容易にわかった。はたして説明が終わって散開すると、娘たちがいっせいに凜瑛に近づいてきた。

「凜瑛さんは陛下の従妹いとこ様に当たられるとか？」

「陛下とは昔からお知り合いでいらっしゃるのですか？」

「姫大将軍の元では鍛たん錬れんを？」

　これを機にと、疑問を投げかけてくる。かしましい二つ三つ年下の娘たちに群がられて、女官たちの苦労を垣かい間ま見みた気がした凜瑛だが、

「凜瑛さんはやはり箏を？」

　核かく心しんに触れる問いが出て、みなの視線が集まる中、凜瑛はゆるりと首を横に振った。

「今日は怪我の具合が思わしくないので、見学させていただこうかと」

「えっ」

　驚おどろきに固まる娘たちをよそに凜瑛が女官にその旨むねを伝えにゆくと、興を削そがれた娘たちは潮が引くように去り、ほかの演奏仲間を探しにゆく。そんなさまを見て、女官がつぶやいた。

「これで落ち着くと良いのですが」

　そうですね、と凜瑛はうなずく。すべては女官とあらかじめ示し合わせていたことだった。

　今朝、凜瑛の室に女官が訪ねてきて、本日の課題を示し、凜瑛に試験に参加しないように打だ診しんしてきた。

『昨日の一件といい、娘たちはかなり気が立っています。今日の課題でもあなたが話題の中心となるでしょう。あなたの箏の腕うでは先日見せていただきました。あらためて試験を受ける必要はありません』

　攻こう撃げきの的になる凜瑛を試験から離して、沈ちん静せい化を試みる。昨日の怪我のために見学すると言えば理由は立つとのことなので、凜瑛はその話に乗ることにしたという次し第だいだ。

　凜瑛の室を訪ね、いまもまた凜瑛が見学する旨を報告に上がった女官の名は香こう寧ねい、この試験を束ねる女官のひとりだ。おそらく四十代、凜瑛の母親世代だが、女官として勤めているということは、結けつ婚こんしていないし子もいない。凜瑛の母が三人の子を産み育てる間、後宮に尽つくしてきた女官だ。事務的な態度に徹てつする女官が多い中で、香寧は比ひ較かく的てき温和そうな人柄を感じられる女によ人にんだった。

　視線の先では娘たちがそれぞれ演奏仲間を見つけ、数名ずつ集って音合わせをはじめている。そんなさまを眺めやりながら、香寧はつづけた。

「試験のはじめはそうでもなかったのですが、すでに半分以上の者が帰され、娘たちも試験の終わりが近いことを悟さとっているのでしょう」

　ともに試験を受けている者がひとり去り、ふたり去り、見知った顔が減っていくなかで残っている娘たちの重圧はいかばかりか。そこにあらわれたのが、大将軍姫世凱のひとり娘の凜瑛だ。

　宗熙と凜瑛は母が姉妹の従兄妹いとこ同士、この国では同どう族ぞくとなる父方の血けつ縁えん者は結婚対象から除外されるが、母方の近きん縁えんは好まれる傾けい向こうにある。その意味では、母方の従妹の凜瑛は恰かつ好こうの相手だ。おなじ従兄妹同士にあたる天永のときに、凜瑛の後宮入りがおおきく取り沙ざ汰たされたのもそのためで、先帝天永のときにはかたくなに拒こばんでいた姫将軍がついに閨けい閥ばつ作りに乗りこんできたか、と注目されるのも無理もない。

「はじめから試験を受けていればこれほどではなかったのでしょうが、縁えん故こや贔屓ひいきなどに特に敏びん感かんな年とし頃ごろです。もちろんあなたの立場が周囲に明かせぬものであることは理解しています。しかし明かせぬ以上、納なつ得とくできない娘たちの不満は募つのるばかり。怪我人が出てしまったからにはこちらとしてもなんらかの対応を取らざるを得ません」

「お騒さわがせして申しわけございませんでした」

　頭を下げると、香寧は「昨日の件は防げなかったこちらの不ふ手て際ぎわです」ときっぱりと告げた。

「娘たちから事情を確認した結果、あなたに落ち度はないというのが女官たちの共通の認にん識しきです」

　その言に、「ありがとうございます」と凜瑛はあいまいにうなずくことしかできなかった。女官の間ではそういう判断でも、すでに主あるじである宗熙から叱しつ責せきを受けている。落ち度はなくても落第点だったということだ。しかし。

　──おまえの主は俺だ。

　叱責の中でもらったその一言は、自分を認めてもらえた気がして嬉しかった。未熟でも、得物としてでも、自分はここで必要とされている、そう感じることができたから。

　そして昨日の手当て──思い返すだけで頰が熱ほてる。

　ひんやりとする足に疼うずくなにかを感じていた凜瑛だが、

「しかし、お覚かく悟ごに変わりはございませんか？」

「え？」

　思わぬ問いかけに香寧を見やった。

「ここは女の園その、特に深い嫉しつ妬とが渦うず巻まく場所です。昨日の一件はあなたが歩んできた道では思いもよらないことだったでしょう。その争いはこれからさらに激しくなります。それでもなお、ここで生きてゆくお気持ちに変わりはありませんか？」

　ここで生きてゆくというのは、武官としてという意味だろうか？

　香寧は自分が警護のために入りこんでいることを知っているようだし、今後宮城の武官として登用されれば、女性である凜瑛の配属先は後宮ということも十分ありうる。天てん寵ちようをめぐる争いや嫉妬の矛ほこ先さきからは外れるだろうが、女たちが足を引っ張り合うこの場所で生きていくことには変わりはない。

　このような場所でも来たいと願うか。そう問われた凜瑛が香寧を見つめ返していると、不意にその場の空気が変わった。

　張りつめた空気。それに気づいた者が、ひとり、またひとりとその場に膝ひざを折ってゆく。気配だけで鼓こ動どうが速くなるのを感じながら、凜瑛もそれにしたがった。

（宗熙陛下……）

「ああ、気にするな。続けろ」

　宗熙は用意された席に着くと鷹おう揚ように告げたが、宗熙の御ご前ぜんではじめの一音を切り出す勇気のある者はなく、女官が告げた。

「音合わせは終わりにして、披露にうつります」

　予定より早くはじまった御前披露は、緊きん張ちようのためか練習時間があまり取れなかったためか、硬かたい演奏が多かった。手しゆ腕わんを発揮できたのは、おなじ楽器で手て堅がたく選曲した組ぐらいだろうか。しかしそれすらも興味があるのかないのか、宗熙はほかの組とおなじように椅い子すに深く凭もたれかかりながら頰ほお杖づえをついて聴きいていたが、何組かの演奏を聴き終えると女官に訊たずねた。

「先日の箏はどうした」

　場の空気が凍こおりつく。

「怪け我がにより本日は控ひかえております」

「演奏に障さわるほどの怪我なのか？」

「いえ、大事を取っているだけにございます」

　宗熙の下問に答える女官の声こわ音ねには、この話は早々に切り上げたいとの胸中がにじみ出ている。しかし宗熙の一言はその願いを一刀両断にした。

「そうか。──娘」

「……は。御前に」

　皇こう帝てい直々に呼びかけられては、応こたえないわけにはいかない。室の壁かべ際ぎわ、一番後ろに控えていた凜瑛は、期せずして娘たちの背を越こえるかたちで返答することになってしまった。

　しかし零れい下かに凍りつく場の空気を察しているのかいないのか、宗熙はその場に張った薄はく氷ひようをたたき割るような一言を告げた。

「演奏はできずとも給きゆう仕じはできよう。茶を所しよ望もうする」







　広大な庭に案内された凜瑛は、池のほとりの亭子あずまやで茶を淹いれるようにと言われた。

「ここでいい」

　案内のために共にやってきた女官を宗熙は人ばらいしようとしたが、

「お下がりするわけにはまいりませぬ」

　さすがに皇帝が口に入れるものの給仕を選せん秀しゆう女じよの娘ひとりに任せるわけにはいかない。言外にそう告げて譲ゆずらなかった女官だが、「護衛はつけておく」と宗熙に言葉をかさねられては下がるしかない。

　その場に残された凜瑛はといえば、もちろん茶の作法は知っているが準備された茶器は国宝級、扱あつかう指先が緊張で強こわ張ばる。しかも不ふ審しんな動きがわずかでもあれば、一いち撃げき必殺の手て練だれの護衛に監かん視しされている中での給仕だ。

「──どうぞ」

　手順にしたがうのがせいいっぱいのなか、なんとか茶を淹れて差し出す。当然、護衛が間に入って毒見をするものと思いきや、宗熙は直接手を伸のばして茶器を口に運んだ。

「──！」

　凜瑛の驚きよう愕がくを見てとって、宗熙は手を止める。

「どうした？」

「お毒見は。怪あやしきものなど入っていれば、いかがいたします」

「入れたのか？」

「入れておりませぬ！」

　滅めつ相そうもない問いかけに反射的に大声で返してしまい、凜瑛はあわてて声を落とした。

「──万が一ということもございますれば」

　しかし護衛は宗熙の背後に控えたまま動こうとしない。ならば自分がその役を引き受けるべきかと茶ちや杯はいをあずかろうとしたが、宗熙は茶器を手放すことなくまわして絵え柄がらを眺ながめやっていた。

「毒な。そんなものどうやってここに持ち込む。しかも前まえ触ぶれのない指名では、おまえも準備する時間がなかろう」

「普ふ段だんから持ち歩いている可能性もございます」

　危険なのは毒にかぎらない。茶を淹れるには熱湯が必ひつ須す、茶を淹れている間も、ここで自分が湯をぶちまけでもすればどうする気かと、淹れているこちらがはらはらしていたほどだ。しかし「まあ、たしかにそうだな」と、宗熙は生返事をした。

「だが、あらかじめ用意された茶葉に毒が含ふくまれていれば？　茶器に塗ぬられていればどうなる？」

「そのための毒見でございましょう」

　先ほど、女によ官かんがこの場に残ろうとしたのはその役も兼かねてのことだ。

「毒でなくとも、控えの護衛が俺に刃やいばを向けるかもしれんな。そのとき防ぎきれるか？」

「それは……」

　武器を佩はいている手練れの護衛相手に、丸まる腰ごしの自分が宗熙を守りきれるか。そう問われると正直厳しい。身を挺ていして盾たてになっても、一撃受け止めるのがせいいっぱいだ。

　凜瑛が返答に詰つまると宗熙は言った。「人に囲まれて暮らすというのはそういうことだ」と。

「いまの俺は、食事一回、水一杯ですら自分ひとりではままならん身の上だ。すべては人を介かいして与あたえられる。信じきって微み塵じんも疑わないのは命を捨てるようなものだが、すべてを疑ってかかっていては心がもたん。

　信じるものとそれ以外は割り切っている。おまえが淹れた茶で斃たおれた日には本望だと思って口にしているのだ。茶くらいゆっくり味わわせろ」

　そう告げて宗熙はふたたび茶を口に運び、凜瑛は頭こうべを垂れた。

「──さし出たことを申しました」

　宮中で生きることの厳しさは、この宮城で生まれ育った宗熙のほうがよく知っている。公子時代の子龍は気安くふるまっていたが、その当時から毒殺暗殺が横行する渦か中ちゆうで暮らしていたのだ。いまさら自分が言うまでもないことだった。

「怪我は痛むのか」

「……いえ、今日は女官の言にしたがって、娘むすめたちを刺し激げきしないよう休んでいただけです。怪我はたいしたことはございません」

　怪我の具合は昨晩会った宗熙自身がよく知っているはずだ。昨夜ゆうべの一件を思い出すと手のひらに汗あせがにじんで、面おもてに出ないようにするのがせいいっぱいだ。

　すると、「またか」と宗熙は息をついた。

「女官の言を易やす々やすと信じたな」

「え？」

「それがおまえを落とすための罠わなだったならどうする？　試験放ほう棄きとみなされて追い出されかねないところだぞ」

「！　それは……」

　たしかに香寧が凜瑛を追い落とすために動いていたというなら、罠にはめられていた。まさか香寧さまが、と思うが、その認にん識しき自体が甘いと言われればそのとおりだ。

「まあ、女官の香寧の言には従っていい。そもそもあれは俺が指示したことだしな」

「陛下が？　ではなにゆえあのようなことを……」

　娘たちの気持ちを落ち着かせるために凜瑛を試験から離はなしたのはいい。しかしながら問題はその後、皇帝みずからみなの前で凜瑛を指名して呼び出したりすれば、火に油を注ぐようなものだ。あの宗熙の一言で、香寧の配はい慮りよが無む駄だになってしまった。せっかく鎮しずまりそうだったものが台無しだ。

「香寧を利用させてもらうことになったが、いくら鎮めたところで妬ねたむ者は妬むものだ。ならいっそのこと煽あおってやったほうが話が早いと思ってな」

　つまり、火に油を注いだ現状は宗熙の計画どおりだったということだ。香寧は宗熙に計画の全ぜん貌ぼうを知らされずに利用されただけ、凜瑛を偽いつわっていたわけではないと知ってすこし安あん堵どする。

「こたびの指名で、娘たちはほかの者にちょっかいを出す気も失うせただろう。今後しばらく嫉しつ妬との矛ほこ先さきはおまえひとりに向けられる」

　そこでだ、と宗熙はつづけた。

「おまえに新たな任を言い渡わたす。──おまえは自身の身を全力で守れ」

　思いがけない下命に、一呼吸、凜瑛の理解が遅おくれた。

　他人を守る余よ裕ゆうがあるのだから、自分ひとりを守るくらい容易たやすいことだろう？

　与えられた新たな任には、そんな言葉の裏の意図が見え隠かくれしていた。凜瑛が他人を守ることをやめないなら、いっそ矛先のすべてが凜瑛に向くようにすればいい──宗熙の魂こん胆たんはそこにあったらしい。

　いまの『姫凜瑛』は、皇帝宗熙の絶対的なお気に入りだ。そして正せい妃ひの座はひとつ。『縁えん故こ』だろうが『年とし増ま』だろうが、そこに登りつめようとする娘がいるなら、ほかの娘に嫌いやがらせをしている場合ではない。

「難しいか？」

　宗熙は半ば面おも白しろがるように、そして半ば挑いどむように席上から見上げてきた。

　たしかに、凜瑛にしてもだれが狙ねらわれるかわからない中で娘たちを守りきるのは難しい。しかし狙われる対象が自分ひとりなら──

（でも、まさに周り全員が敵ってことよね）

　手ずから傷の手当てをしたかと思えば、みずから凜瑛を敵地のど真ん中に叩たたき落とす。優やさしいようで容よう赦しやがない。昔の子龍からは考えられないことだが、それがいまの宗熙だ。

　自分自身を全力で守る。与えられた任務は思いがけないものだったが、それは自分ならこなせるという信しん頼らいの証あかし、昨晩のように邸やしきに帰れと言われるよりはるかにましだ。

　凜瑛は目を伏ふせ、膝ひざを落として礼を取った。

「──その任、承うけたまわりましてございます」







　御ご前ぜんを下がった凜瑛が娘たちの元にもどると、みなは昼食に入っていた。室に入ったときに凜瑛に向けられた視線。あきらかな敵意がぐさぐさと突つき刺ささる。しかし、

「陛下がお食事に楽をご所望です。順々に呼び出しますので、ご用意なさい」

　降って湧わいた好機に、娘たちの目の色が変わった。名を呼びあげられた者は歓かん声せいをあげて席を立ち、呼ばれなかった娘たちもこうしてはいられないと昼食を中座して楽器へと駆かけてゆく。

　女官のたった一言で昼食の室ががらんとなり、残っていたのはほんの数名のある一群だけだった。先ほど共に演奏していた仲間同士だろうか、と視線を向けると、

（──あ）

　その中に見知った顔があった。昨日、凜瑛の目の前で倒たおれかけていた美少女だ。娘は目が合うとにこりと微笑ほほえみ、一いつ緒しよにいたほかの娘たちに断りを入れて凜瑛に近づいてきた。

　ほんのりと色づく白い肌はだ、おおきな目をくっきりと縁ふち取どる睫まつ毛げ。鼻も口も小ぶりながら、ちいさな顔にしっかり収まっている。あらためて近くで見てみると、西洋の精せい緻ちな人形のようで、ますますもって美少女だ。

「先日は助けてくださりありがとうございました。わたくしのためにお怪け我がを負わせてしまい申しわけございません。お怪我の具合はいかがですか？」

　思わず見入っていた凜瑛だったが、問われてはっと我に返る。

「いえ、お気になさらず。今日は大事を取ったまでのこと、支障はございません」

「然さ様ようにございましたか」

　よかった、と微笑む姿はほろりと花弁がほころぶよう、育ちのよさがにじみ出ている。

　どこのご令れい嬢じようだろうと思っていると、

「わたくしは龐ほう鶯おう華かと申します」

「龐──もしや龐宰さい相しようの？」

「ええ、祖父です」

　姫大将軍にはお世話になっております、と鶯華は頭を下げた。

（この方が宰相閣下の孫娘……）

　選せん秀しゆう女じよは出自は問わないとされているが、求められる素養を身につけて試験に臨のぞむにはそれなりの家いえ柄がらは必要だし、歴代の妃きさきを見ても家柄がまったく無関係とは思えない。出自や一族の影えい響きよう力も実力のうちということだろう。つまり宰相の孫娘である彼女、龐鶯華は最有力候補、嫉妬で危害をくわえられるのも無理からぬことだ。

　正妃にもなりうる出自の鶯華を前に、なぜか緊きん張ちようで身が強こわ張ばる。

　しかし鶯華は笑え顔がおをくずさぬまま凜瑛に一歩近づいた──まるで周囲の目をはばかるように。そして凜瑛の陰かげに入ると、鶯華は凜瑛の手のひらになにかを載のせた。

　ちらと視線を落とすと、手のひらにあったのは腕うで輪わだった。磨みがき上げられた細かな銀ぎん片ぺんが連なったものだ。

「これは……？」

「昨日の御お礼れいです」

　そう言って見せた笑み。それは穏おだやかでいながら先ほどまでの笑みとはちがう、どこか含ふくみを感じるものだった。

　ただの金品的な礼ではない。賄賂わいろも意味がないことは、凜瑛の出自を知っていることからあきらかだ。ならこれはなんなのか。

　この腕うで飾かざりには裏の意味がある──凜瑛がそう気づいたことを察した鶯華は、今度は本当の笑みを浮うかべて告げた。

「くれぐれもお気をつけくださいませ」

　呆ぼう然ぜんと見つめる凜瑛に会え釈しやくして、鶯華が娘たちの元にもどると、

「ご無事でしたか、鶯華様」

「昨日のことがあるとはいえ、知らぬ者に無む暗やみに近づかれるのはおやめくださいましな」

　などと会話が漏もれ聞こえてきた。

（鶯華様？）

　おなじ試験で競きそっている仲にしては気き遣づかいが過ぎる。いくら宰相の孫娘とはいえ、もうすでに妃の地位が決しているような雰ふん囲い気きだ。

　一族の娘を一緒に試験に送り込んできて、彼女を守らせているのかもしれない。宰相ならそれくらい容易いし、それほどの気を遣ってでも試験に残ってもらわなければいけない人物だ。
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「次、龐鶯華」

　次いで幾いく人にんかの名が呼ばれた。彼女らに演奏の順がまわってきたらしい。その一群がそろって室をあとにすると、凜瑛はひとり室に取り残されるかたちになった。

　ひとりなら問題ないだろうと、先ほど手て渡わたされた腕輪をしげしげと眺ながめていると、二に胡こを中心とした雅が楽がくが風に乗って室に入りこんできた。

　昨日の凜瑛の演奏とは対照的に、伸のびやかな響ひびきを聴きかせる曲だ。二胡の奏者は鶯華だろうか。あの一群の演奏なら鶯華が主しゆ旋せん律りつの二胡以外ないだろうと思いつつ、彼女から感じた印象そのままの心地ここちよい調べだった。昼食の背景音楽にという話だったが、この演奏なら宗熙も納なつ得とくだろう。

　毒の可能性などに気を取られることなく、この演奏を聴きながら心地よい食事になればいい──と思ったそのとき。

（毒？）

　ふと、その言葉が凜瑛の意識にひっかかった。

　毒。そして銀の腕飾り。この腕飾りの装そう飾しよくは細かな銀片が連なったものだ。そして銀片を端はしからひとつずつ外せるようになっている。

（これってもしかして……）

　凜瑛は留め具を外して銀片を一枚取り外し、円えん卓たくにあった汁しる物ものを小皿に取るとその銀片を沈しずめてみる。すると銀片が黒く染まるまでにそう時間はかからなかった。

（え………）

　宗熙が煽あおったことで凜瑛が一身に受けることになった嫉しつ妬との矛ほこ先さき、さっそくあの一言の効果が出たようだ。──その汁物には毒が入れられていた。
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　銀片が変色したことを女官に報告すると、すぐさま料理は下げられた。そして次の料理の準備が間に合わないまま、演奏を終えた娘たちが順々にもどってきた。

『きっと、注目されたいがためにあの方をわざとらしく助けたのよ』

『陛下も姑こ息そくな手段に気づいておいでよ』

　宗熙の元からもどった娘たちは口々に噂うわさし合った。演奏後に宗熙から言葉を賜たまわる機会があったらしく、気が大きくなっていたようだ。鶯華の一群は噂にくわわることはなかったが、彼女の取り巻き衆には鶯華に近づくなと目で威い嚇かくされてしまった。

　結局昼食を摂とりそびれたまま午前よりも刺とげ々とげしい空気の中で午後の課題を終えると、凜瑛は夕食の前にべつの宮きゆう殿でんにある女によ官かんの詰つめ所に赴おもむいた。昼の一件の結果を聞くためだ。

「たしかにあの汁物には毒物が混入されておりました」

　赴いた凜瑛に、女官はきっぱりと告げた。下げた料理を逐ちく一いち調べたのだろう。

「入っていたのは一品のみ、致ち死し量ではありませんでしたが、そのようなものが持ち込まれているのはゆゆしき事態です。確かく認にんですが、あなたが持ち込んだものではないのですね？」

「はい、わたくしではありません。仮にわたくしが持ち込んだとして女官さまに訴うつたえて、そのことになんの理由がありましょう」

　そうですね、と女官はうなずくが、自演の線もある。もちろん午後の課題の間に凜瑛の私物はあらためられているだろう。凜瑛の室には国宝の箏そうだけでなく、持ち込み不可の真しん剣けんまでもが置かれているが、咎とがめはなかった。宗熙のほうから事情は伝わっているらしい。

「食器庫の器うつわをあらためましたが、毒物を塗ぬられたものはありませんでした。調理方の鍋なべをあらためましても、調理中に混入された形けい跡せきはなく、毒見役も体調の変化はありません」

　選秀女の試験を受けている娘たちの料理にも毒見役は付いている。つまり、あの毒は毒見のあと、あの室内で混入されたものだということだ。

「おなじ卓にいた娘たちにも体調の異常は見られませんでした。あなたが食事の室にもどるまで娘たちはみなそろっていましたから、そのうちのだれかのしわざでしょう。仕込まれた量は味に変わりが出るほどではありませんでした。よく気づきましたね」

「昨日の礼にと、この銀の腕飾りをいただいたのです。それで、これはなにかの警告ではないかと」

　凜瑛は腕飾りを女官に手渡した。あのときの鶯華の意味深長な視線。もしかしたら彼女は毒の混入に気づいていたのではないだろうか？

「龐鶯華ですね。受験者の間の金品の授受は堅かたく禁じられておりますが、龐鶯華については、自分の代わりに怪我を負ったあなたに渡わたしたいと、あらかじめ申し出を受けております」

　検品済みですので問題はありません、と銀の腕輪はすぐに凜瑛に返された。

「装飾品の持ち込み自体も制限されているとお聞きしましたが？」

「装飾品としてではなく、まさしく毒見用として許可しております」

　あの者も用心しなければいけない立場ですからね、と女官は息をついた。

「このようなことは頻ひん繁ぱんにあるのですか？」

「なかった、とは言いません。そのたびに調べてはおりますが、ごく少量であれば布に沁しみ込ませるなどして室内に持ち込めますから、こちらで調べるにも限界があります」

　そして女官は告げた。

「あなたも龐鶯華同様、標的にされるだけの立場にあると思い、自衛に努めなさい」と。







　女官の室を辞して宮殿を出ると、あたりは夜よ闇やみに覆おおわれて静まりかえっていた。

　女官の詰める宮殿は、娘たちが住まう宮殿とはまたべつのすこし離はなれた場所にある。妃きさきになれば妃ごとに宮殿を賜るので、たがいの暮らしぶりが伝わらない距きよ離りが保たれており、特に女官の宮殿との間にはおおきな池がある。ゆっくり散歩すれば半時は楽しめそうな広さで、昼に宗熙が茶を飲んでいた亭子あずまやもそこだ。

（自衛……）

『いまの俺は、食事一回、水一いつ杯ぱいですら自分ひとりではままならん身の上だ』

　期せずして、昼の宗熙の言葉と重なった。

『すべては人を介かいして与あたえられる。信じきって微み塵じんも疑わないのは命を捨てるようなものだが、すべてを疑ってかかっていては心がもたん』

　いまの自分もおなじ立場だ。武の力で身を守ることはできる。しかしそれ以外の与えられるもの──食事で害しようとする悪意と戦うことはできない。

『人に囲まれて暮らすというのはそういうことだ』

　その一言。彼の環かん境きように配はい慮りよせず、宗熙にそう言わせてしまった己おのれに凜瑛はくちびるを嚙かんだ。

　昼には穏おだやかな音色につつまれていたその場所も、いまは草木と共に眠ねむりにつく静けさだ。いますこし暖かくなれば虫も鳴きはじめるだろうが、まだ夜風の冷たさがじんわりと沁みる。

　なにを信じればいいのかと不安を感じるのは、昼を食べそびれて空腹のせいだろうか。

　信じられる人がほしい、そう思った。共にいるだけで心が温かくなる人と一いつ緒しよにいたい。自じ邸ていではあたりまえにあった温かな空気がここにはない。しかしそういう場所に居つづけているのは自分の意思だ。

　人のぬくもりがないならば、せめて早く室にもどろう。そう思い凜瑛が足を速めたとき、遠くから音が聞こえた。──空気を裂さく音だ。

　びくりとひとつ鼓こ動どうが跳はね、得物を佩はいてこなかったことを悔くいたが、その音に殺気はなく、その主が呼吸を隠かくす様子もない。鍛たん錬れん中だと察した。

　しかしこのような刻限に鍛錬などだれが──凜瑛は足音を忍しのばせて近づいて様子を探さぐる。月明かりのほかにも点々と灯とう籠ろうが立っているため視界に不自由はない。

　そして亭子の近くで剣けんをふるっていたのは。

「……陛下？」

　思いもよらない人物に凜瑛は思わず口にしてしまい、剣稽げい古こに勤いそしんでいた宗熙は動きを止めてふり返った。

「──なぜおまえがこんなところに？」

　思いもよらないのは宗熙もおなじだったらしい。眉まゆを寄せて怪け訝げんそうに訊たずねてきた。

「お邪じや魔まいたしまして申しわけございません。わたくしは女官さまの許もとにお伺うかがいした帰りにございます」

　すると宗熙は「ああ、あれか」と思い当たったらしく、剣を鞘さやに納めた。

「昼に毒を盛られたらしいな」

　その声こわ音ねは、今日の昼は海老えびの炒いため物だったらしいな、というのと同等だった。後宮では驚おどろくにも値あたいしないことなのか、と逆にすとんと納得してしまった凜瑛だ。同時に、先ほどまで胸に渦うず巻まいていた寒さが不思議と消えていた。

「さほどの量ではなかったと聞いているが、体調は大だい丈じよう夫ぶなのか」

「はい、口にしておりませんのでなにも変わりございません」

「なにも？　口にせずによくわかったものだな」

　その一言には、たいしたものだという称しよう賛さんがにじんでいたが、凜瑛は素す直なおに事情を明かした。

「昨日お助けした方が、食事の前に注意を促うながしてくださいまして」

「龐鶯華か。普ふ通つうなら注意した者が真っ先に犯人と疑われそうなものだが、あの者なら問題あるまい」

「鶯華さまをご存じなのですか？」

「俺の立場で龐宰さい相しようの孫まご娘むすめを知らぬわけにもいかぬだろう」

　まあ理由はそれだけではないがな、とつづき、やはりあの際きわ立だった美び貌ぼうのせいかと思ったが、風向きがちがった。

「鶯華の母は元公女、俺の父の妹だ」

　つまり宗熙にとって鶯華は、凜瑛とおなじように従妹いとこにあたるということだ。

「縁えんも近いし、なにより伯苑のときにもここにいたからな」

（二度めの選せん秀しゆう女じよ試験ということ？）

　伯苑こと天永のときの選秀女の娘たちは、天永の禅ぜん譲じよう宣言により試験半ばで帰されることになった。すでに後宮入りした女性が次代皇こう帝ていの後宮に残るというのはあまり外聞がよくないが、天永のときは選定前に帰されたので、鶯華がふたたび試験に挑いどむことになんら障さわりはない。

　あれから三年、年ねん齢れいが合わなくなって受ける娘たちが様変わりしてしまう中、彼女はふたたびここにもどってきた。

　皇帝の従妹、そして宰相の孫娘という出自を考えれば無理からぬとはいえ、大変なこと──と思うとともに、そのような同情や憐れん憫びんは失礼なのではないかとも思った。鶯華はただ一族の意思に流されるままにここにいるわけではない。みずから覚かく悟ごをもってここに来た。彼女からはそんな芯しんの強さを感じる。

「さすがに二度めともなると自衛手段も心得たものだ。したたかに猫ねこをかぶっているが根も悪い奴やつじゃない。いろいろ相談して勉強させてもらえ」

　宗熙にそこまで言わせるとは、相当信しん頼らいされているのだろう。叱しつ責せきされてばかりのわが身をふり返るとうなだれたくなった凜瑛だが、不意になにかが飛んできた。

「──！」

　闇の中から放物線を描えがいて飛んできたものを受け止める。するとそれは。

（剣……？）

「鍛錬用だ」

　投げたのは宗熙だったらしい。

「せっかくここにいるんだから付きあえ」

　言うが早いか宗熙は踏ふみ込んで斬きりつけてきた。

　凜瑛は受け取ったばかりの剣の半身を抜ぬいて一いち撃げきを受ける。そのまま鞘から抜きざまに力を逃にがして宗熙の剣を払はらうと、跳ね上げた隙すき間まに構えを取った。

　凜瑛の構えを見た宗熙の目。言葉にせずとも、伝わってくる。──面おも白しろい。




　────ガッ




　鋭するどい刃やいばのない、重い鉄がぶつかる音。次の一撃は、腰こしを入れていてなおよろめきそうになったのを、力で押し返してなんとかこらえる。

「なんだ、まだ足が痛むのか？」

「──！」

　あからさまな挑ちよう発はつだ。凜瑛は剣をすべらせ、その回転の反動ですばやく打ち込む。しかしその動きは読まれて、一息早く逃げられた。

　凜瑛は二撃、三撃とつづけて打ち込むが、受ける剣は固い。全力で打ち込んでも宗熙が意図して左右に振ふる以外は小こ動ゆるぎもせず、絶対的な腕わん力りよくの差を感じる。

　──くやしい。

　凜瑛は身軽さを活いかして下から斬り上げ、宗熙の重心が動いたのを見計らって逆斜ななめから斬り下ろす。しかしそれすらも両手で握にぎった刃に受け止められて、いったん飛びすさって距離を置いた。次はこちらの番とばかりに宗熙に打ち込まれた。

　それからどれほど剣けん戟げきがつづいたか、おそらくは半時ちかく。たがいの息が切れて、肌はだを伝う汗あせの熱が夜闇に溶とける。乾かわいた空気を出し入れして喉のどを酷こく使ししながら、ふたりの距離が空いたところで休止となった。

　凜瑛は思わずその場に片かた膝ひざをついておおきな息をくり返す。冷たい空気が肺を満たして、身体からだに溜たまった熱を奪うばい去ってゆく。

　しかし熱ほてっていたはずの身体から急速に熱が飛んで、冷たい汗に変わるのを感じた。

「ほれ」と宗熙に放ほうり投げられたのは、畳たたまれた厚地の布だ。宗熙もおなじ布を肩かたからかけて冷えを防いでいた。準備のいいことだ。いつも訓練のあとに使っているのだろう。

「腕うでは鈍にぶっていないようだな」

「父の元で鍛錬してきましたから」

　返す声が嗄かれている。凜瑛が石いし畳だたみに尻しりをついたまま息をくり返していると宗熙から手を差し伸のべられ、凜瑛はその手を取って立ち上がった──が。

「もっ、申しわけございませぬ……！」

　立ち上がった瞬しゆん間かんに宗熙と目が合って、凜瑛はあわてて手を離はなして頭を下げた。昔、子龍とあたりまえのようにやっていたことだが、いまの相手は子龍ではない。

　しかし宗熙には「いまさらなにを」と呆あきれられた。

「いままで剣で打ち合っていたんだぞ。剣を向けた時点で不敬罪か？　傷害未み遂すいか？」

　馬ば鹿からしい、と宗熙は吐はき捨てる。

　啞あ然ぜんとする凜瑛を放ほったらかしで宗熙は背を向けると亭子あずまやに赴おもむき、卓たくの上にあった茶を凜瑛に突つき出した。

「飲んでいけ。すっかり冷めているが、ないよりましだ」

「はい……頂ちよう戴だいいたします」

　奇くしくも、昼に宗熙に給きゆう仕じをした亭子でお茶をいただくかたちになってしまった凜瑛だ。宗熙は昼とおなじようにどっかと腰かけると、「おまえも座れ」と命じた。

　それにも従うよりほか選せん択たく肢しはない。しかし、どこに、と訊ねるのもおこがましく、選択の余地のないなかで凜瑛は宗熙の横に腰を下ろした。その距きよ離り、指の幅はば数本分。布を掛かけていなかったなら体熱が伝わりそうな距離だ。

（近い近い近い……！）

　凜瑛は興奮のあまり目眩めまいを起こしかけて、くら、と頭が傾かしぐ。

「おい、大丈夫か？」

　宗熙のおおきな手が凜瑛の頭を支えて、そのまま自分の肩へと凭もたれかけさせた。
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　凜瑛は池の魚のように口をぱくぱくさせたが、なにも言葉が出てこない。皇帝に寄りかかっているこの状じよう況きようを深く考えるとそのまま卒そつ倒とうしかねなかったので、凜瑛はそれ以上考えるのをやめた。

　──一昨日にも感じていたが、二年前よりも肩が大きく、胸むな板いたも厚くなっている。二年前の宗熙──子龍は十八、当時も少年というより青年の風ふ情ぜいだったが、確実に成長している。

　子龍にはこうして寄りかかることもめずらしくはなかった。鍛たん錬れんに疲つかれて、もしくはともに食事したあとに眠ねむくなってしまって。厚手の布越ごしに感じる熱はあのときと変わらない。周りが闇やみに覆おおわれているせいもあるだろう。ただそのぬくもりに、二年前にもどったかのような気がした。

（子龍師兄にいさま……）

　その心の声が表に出たわけではないだろうが、宗熙は凜瑛を寄りかからせたままぽつりと問うた。

「おまえは、本当に武官になるつもりか？」

「……え？」

　その声こわ音ねには気負いや威い圧あつのようなものを感じない。──宗熙ではない。子龍だ、と思った。

「女でこれだけ剣けんが使える者はそう多くはない。それほどの腕を邸やしきの奥でくすぶらせておくのももったいない話だと思う。だが本当にそれがおまえの望みなのか」

（わたしの望み……？）

「おまえの箏そうを聴きいて、茶を淹いれてもらって、ときにはこうして手合わせして──そんな日々も悪くないと思った」

　凜瑛ははっと宗熙を見上げた。

　箏も茶も、皇帝宗熙の命令でしていたことだ。しかしそれが子龍個人のためだったなら──そんな日々が送れるなら。

（わたし、は……）

　宗熙の真しん摯しな瞳ひとみに吸い寄せられるまま、凜瑛は唇くちびるを開きかける。しかし、先んじて宗熙がため息をひとつ、みずからの頭かぶりを振ると視線を外した。

「せんのないことだな」

「え？」

「繰くり言だ。……もうあの頃ころとはちがうのにな」

「……！」

　凜瑛は目を見開いた。──そう、宗熙はこの試験が終われば妃きさきを得て、後宮の主あるじとなる。後宮の中のしきたりについてはまだくわしく教わっていないが、ことは世子に関かかわる問題だ。おそらくいまのように自由に宮きゆう殿でん内を動きまわることは許されない。

「そう……ですね」

　しかし凜瑛もほんの一いつ瞬しゆん、夢を見てしまった。二年前のあの日々がつづいていたなら、もしかしたら宗熙が口にしたような暮らしが送れていたのではないか、と。

　その日々は二年前に終わったことだ。なんの前まえ触ぶれもなくある日突とつ然ぜん奪うばわれた日常。天永の退位──ただひとつのその報しらせが、そこからつづいていたはずの未来もともに奪い去った。

「おまえが武官に志願したなら、さぞかし人事院も喜ぶことだろう」

　それは凜瑛の腕うで前まえを武官として認めるということだろうか。宗熙からもらったおそらく初めての褒ほめ言葉。しかしあれほど認めてほしかったのに、いま、心躍おどらないのはなぜだろう。

（わたしの本当の望みは……）

　まだ夢に囚とらわれて目覚めきれない凜瑛に、宗熙は「悪かった」とぽんとひとつ、凜瑛の頭をたたいて立ち上がった。

　悪かった──それはいったいなにに対する謝罪だったのか。ただ、それまで寄り添そっていたふたりの間にふっと吹ふき抜ぬけた夜風が、凜瑛を現実へと引きもどした。







　その後、宗熙とどうやって別れたのか、凜瑛の記き憶おくは曖あい昧まいだ。帰りが遅おそくなったのでまた広い浴場をひとりで使うことになった凜瑛だが、今日ほどひとりでよかったと思った日はない。

　選せん秀しゆう女じよの一受験生としては考えられないほど汗をかいていたせいもある。しかしひとり浸つかる湯が冷えた身体に沁しみわたって、心まで満たそうと浸しん蝕しよくしてきて、胸の奥が疼うずいた。

　脳のう裏りで渦うず巻まくもやもやも、心の隙すき間まに吹いた寒風も、このまま湯の中に溶けだしてしまえばいい──凜瑛は湯船に深く身を沈しずめ、強ごう引いんに熱で満たされていく感覚に身をゆだねた。
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　翌日、朝の点呼にあらわれた凜瑛を見て、視線を厳しくする者が多かったが、驚おどろいた様子の者はいなかった。

　昨日毒が混入されたのは、娘むすめたちが昼食を終えたあとのこと。みな宗熙の御ご前ぜん演奏に向かってしまい、凜瑛も騒さわぎ立てずに女によ官かんに報告したので、犯人以外は混入があったことすら知らない。この中に犯人はいるはずだが、凜瑛が無事だったことに驚いていないということは、はじめから毒殺までは考えていなかったか、失敗してもしかたがないと思っていたか、それとも毒ごときでは感情を揺ゆらすことのない手て練だれか──

　点呼にひきつづいて軽い鍛錬を終えて、めいめいが着き替がえにもどろうとする最中、凜瑛は知った人物と目が合って近づいた。

「昨日はありがとうございました。おかげで助かりました」

　偶ぐう然ぜんにも昨日と礼を述べる立場が逆になってしまったが、凜瑛が告げるとその人物、鶯華はにこりと微笑ほほえんだ。

「わたくしはただ御お礼れいをさしあげたまでですわ」

　鶯華様になにをする気かと取り巻き衆に険しい目を向けられたが、鶯華が「すこしお話をしてからゆきますから」とやんわりと告げると、取り巻き衆は渋しぶ々しぶの体ていで先に宮殿へもどっていった。そして鶯華はふり返ると、凜瑛を見上げて先に口をひらいた。

「わたくしになにか御ご用ようでしょうか？」

　鶯華は凜瑛が話したがっていたことを察していたらしい。

『したたかに猫ねこをかぶっているが根も悪い奴やつじゃない』

　宗熙の告げた前置きの猫とやらが気になったが、彼女への宗熙の信しん頼らいを信じて凜瑛は素す直なおに明かした。

「陛下から、あなたに相談して勉強させてもらうように、と言われました」

　すると、凜瑛が皇こう帝てい宗熙と私的な会話を交かわしていたことを知っても鶯華が驚く様子はなく、表情も変わることなく穏おだやかに「そうですの」と微笑んだ。

「わたくしもたいしたことを知っているわけではございませんが、二度めの試験ですから、なにかしらお役に立てることもあるかもしれませんわ」

　鶯華も天永の選秀女にいたことを隠かくさなかった。

　凜瑛と鶯華、目を付けられやすいふたりが話していれば、衆目を集めないわけがない。こちらの会話を探さぐろうと遠巻きに見ている者がいたので、凜瑛は鶯華に促うながされるまま歩きながら話すことにした。

「さすがに二度めはわたくしひとりですから、『出で戻もどり』などと揶や揄ゆされております」

　と鶯華はひかえめに微笑した。凜瑛が『年とし増ま』で鶯華が『出戻り』。娘たちの若さを武器にした過激な陰かげ口ぐちだ。

　しかし鶯華は落ちついているものの、容姿自体から想像する年ねん齢れいはほかの娘とさほど変わらない。

「失礼ですが御年は……」

「幼く見られがちですけれど、十六になります」

　凜瑛より下だが、娘たちよりは二つ三つばかり上だった。

「鶯華さんも陛下とお話しすることがあるのですか？」

「ええ、幾いく度どかは。試験以前から機会はございましたが、気ままな御方ですからいまも勝手に忍しのんで来られたり」

「え……」

　つまり、宗熙が出入りしていたのは、自分の室だけではなかったということだ。自分は特別な立場にあると思っていただけに、凜瑛はその事実にすくなからず衝しよう撃げきを受けた。

　凜瑛の驚きように別の懸け念ねんをしたのか、「なにも艶つやめいたことはございませんわ」と鶯華は断りを入れた。

「俗ぞくにいう茶飲み仲間で、ただお話をしているだけです」

「陛下とはどのようなお話を？」

　かつての凜瑛との間にあった会話といえば、鍛たん錬れんの話ばかりだった。しかし鶯華の細腕を見るに、彼女が鍛錬をしているとは思えない。そんな彼女が宗熙とどのような接点があったというのだろうと訊たずねると、鶯華は思いがけない一言を口にした。

「ほとんどは兄きよう弟だいのことですわね。わたくしも双ふた子ごだったものですから」

「────！」

　凜瑛は驚きに目を見開いた。

　双子──太子伯苑の双子の弟。その現実は、子龍自身を形づくった心の核かくであり、心の棘とげにもなっていたものだ。凜瑛も子龍が複雑な想おもいを抱かかえていることを知りながら、そこには踏ふみ込めなかった。皇こう宮ぐうを離はなれて姫き家けに来ているときは、話に出すどころかそのことを思い出させないように努めていたといってもいい。

　宗熙にとってはただの兄弟話ではない。しかしその禁じられた場所に、鶯華は立ち入ることを許されていた──その事実に呆ぼう然ぜんとしながらも凜瑛はなんとか話を継つごうと、

「いまおひとりのご兄弟は……」

　と切り出したものの、鶯華にあいまいに笑って流されてしまった。







　その衝撃のおおきさに、午前の国史の講義はほとんど頭に入ってこなかった。否いな、凜瑛の頭が受け入れることを積極的に拒こばんでいたといってもいい。国史のはじまりはまさに双子にまつわる話だったからだ。

　華陽国における双子は、ただ同時に生まれた兄弟以上の意味がある。高祖──現王朝を建てた初代皇帝が双子だったためだ。

　数百年もの昔、初代皇帝は片腕となる将しようを得ると、双子の妹姫を将に嫁とつがせて国の礎いしずえを確固たるものとした。その妹姫が嫁いだ先が姫家、つまり凜瑛の祖先だ。元は別べつ姓せいだったが、妹姫をもらったことを機に、姓を『姫』に改めたとも伝えられている。以来、高祖の血を分けた妹姫の血を継ぐ姫家は、武の名門として将軍を輩はい出しゆつしつづけた。

　──王家と姫家は比ひ翼よくの鳥。ともに羽ばたき国を導く。

　建国のそのような経緯いきさつから、この国では高祖にあやかって双子は縁えん起ぎがいいとされている。男女の双子であれば万ばん々ばん歳ざい、同性でもありがたがられ、双子の出た家からはまた双子が生まれやすいという験げんを担かついで、双子の娘が妃きさきに立つ例も多い。現に正妃だった宗熙の母と凜瑛の母も双子同士、凜瑛の兄ふたりも双子だ。

　子龍も、伯苑とともに寿ことほがれて生まれたはずだった。ただ太子と一公子という立場に分かたれなければ、高祖の末まつ裔えいに誕生した双子として慶よろこばれ、肩かた身みの狭せまい思いなどすることはなかった。

　姫家はそんな子龍が見つけた居場所。それは子龍にとってかけがえのないもの、ただひとつの居場所だと思っていた。

　しかし事実はそうではない。凜瑛とおなじような立場に鶯華がいた。鶯華は凜瑛とおなじような、いや、それ以上の存在だったかもしれない。

　双子ならではの悩なやみを共有し、胸の内を吐と露ろできるかけがえのない相手──

　鶯華の双子のいまひとりは男だろうか、女だろうか。知ったところで凜瑛の立場が変わるわけではない些さ細さいなことだ。けれども宗熙が鶯華を知っていた理由がわかってしまったいま、そんなちいさなことが凜瑛の頭から離れなかった。







　国史の講義ののちは昼食だ。その日の昼食はほかの娘むすめたちと一いつ緒しよだったこともあり、個人的に毒見をすることなく口に入れた。しかし毒が入っている可能性を頭の片かた隅すみに置きながらの食事は味があまり伝わらず、満腹感も得られない。凜瑛は昨日にひきつづき空腹を抱えたまま午後の課題に臨のぞむことになった。

　午後は武術の鍛錬だった。いまは棍こん術じゆつ、手にしているのは身の丈たけほどの長さの棒だ。しかし昨晩のぼせるまで風ふ呂ろに浸つかっていたせいか空腹のせいか、それとも朝の衝撃を引きずっているのか、武術の鍛錬だというのに凜瑛は集中できなかった。

　こんなことじゃいけない──そう思って頭かぶりを振ふって切り替かえようとするが、脳内がすっきりせずに朦もう朧ろうとする。風邪かぜでもひいたのだろうか。

　しかし午後が武術の鍛錬で助かった。体調が万ばん全ぜんでないとはいえ、棒さばき、型を決める凜瑛の動きの切れはほかの娘の比ではない。周囲で見学している娘たちの凜瑛を見る目も、それまで敵意丸出しだったはずが、あきらかに興味に変わっていた。

　──武門の名家、姫家のひとり娘。

　娘たちはみな凜瑛の出自を知っていたし、午前の国史の講義で姫家の由来も教えられた。だがその名はただの伝承からくる飾かざりものと思っていたのだろうが、しかしいま、凜瑛の動きを目にしてその認にん識しきを覆くつがえされている。

　棒の先には安全のために布が厚く巻かれているが、凜瑛と一対一で対たい峙じしていた娘は、胸むな元もとに棒先をきっちり寸止めされると思わず息を吞のみ、驚おどろきに目を見開いたまま腰こしが抜ぬけたようにその場にくずれ落ちた。

「それまで」

　審しん判ぱんをしていた女によ官かんが旗を上げると、凜瑛は棒を収めて一礼する。礼までがきっちりとさまになっている姿を見て、女官はおおきく肯うなずいた。

「心身を鍛きたえること、みずからの身を守ることは、後宮に入ったのちも大切なことです。けっして疎おろそかにせぬように。──姫凜瑛、いますこし相手をしてもらえますか」

　女官の問いかけに凜瑛が応じると、女官はふたたび娘たちに向きなおった。

「勝ち負けは問いません。姫凜瑛に稽けい古こを望む者はいますか」

　負けても落第点がつくわけではない。その前提なら、負けは覚かく悟ごのうえで積極性を見せたほうが有利だ。しかし相手は圧あつ倒とう的な実力差のある姫凜瑛。娘たちは拙つたない武芸を人前で披ひ露ろうすることをためらっているのか、声を上げる者はいなかった。

　ここに鶯華がいたならどうしただろう、とちらと思ったが、残念ながら鶯華とは集団がちがう。三組に分けて交こう替たいで得物を替かえており、鶯華たちはいま剣けんの鍛錬中だ。

「なんだ。誰だれも出ないのか」

　突とつ如じよ、割って入った男性の声に、その場の空気がざわめいた。

「いくら相手が強かろうが、実際に刺し客かくに襲おそわれたときには恥はじも外聞もないぞ」

　視察に訪おとずれた宗熙に娘たちがいっせいに膝ひざをつく。

「せっかく講師役がいるんだ。後宮で無事長らえるためにも、いまのうちに鍛えておいた方がいいと思うがな？」

　そうは言うが、皇こう帝ていの御ご前ぜんというさらに声を上げづらい状じよう況きようを作り上げたのは宗熙本人だ。

　しかし悪びれた様子もなく宗熙は用意された席につくと、頭こうべを垂れた娘たちを見み渡わたし、声が上がらないのを見てとるとわずかに思案して、「ああ、ならこうするか」と娘たちに一案を投げかけた。

「ここに立ちふさがる姫家の娘に挑いどんで、俺の元までたどりつけた者には褒ほう美びを取らす。これでどうだ」

　その提案にその場の空気がおおきく変わった。

　褒美の品はなんでもいい。宗熙の言葉ひとつ、いやそれさえなくても、宗熙の申し出に挑ちよう戦せんして応こたえた、その事実がおおきな加点対象となる。

　そして宗熙から与あたえられた課題に、江こう竹ちく──と誰ともなくその名を口にした。

「そう、江竹の戦いでこの娘の先祖がやったことだ」

　国を建てた高祖が常に勝ち戦いくさをしていたわけではない。負け戦での撤てつ退たい中、殿しんがりを務めていた凜瑛の祖先姫き雲うん興きようが、ある橋で仁に王おう立だちになり、追つい撃げきを防いだという逸いつ話わがある。それが『江竹の戦い』と呼ばれるもので、ちょうど今日の国史の講義で聞いたところだ。

「無理にとは言わんがどうだ？」

　と宗熙は訊たずねたものの、皇帝の口から出てしまった以上、それはもはや決定事じ項こうだ。姫雲興役を申しつけられた凜瑛は「かしこまりましてございます」と頭を下げた。

「おまえの祖先は尖せん兵ぺい百人を打ち負かしたというが、おまえはどれほど防げるものかな」

「背後にいらっしゃるのが陛下とあらば、我が祖先同様、命を賭としてもお守りするまでにございます」

「ほう、言ったな？」

　凜瑛の返答に宗熙は面おも白しろいとばかりに口こう端たんを上げると、女官に指示した。

「ほかの組も呼び寄せろ。ちょうど百名ばかりになるはずだ」

　命令どおりほかの組の娘たちもみな呼ばれ、組ごとに凜瑛の前に放射状にならんだ。

　目標は、凜瑛を抜き、宗熙の前の卓たく子しに置かれた『飾り房ふさ』を手に入れること。凜瑛と武器を交かわしてもいいのは各組一名まで。武器を落とす、もしくは寸止めでも致ち命めい傷しようとなる傷を負わされたと判断したならばそこまでで次の者が出る、という規則だ。つまり凜瑛は常に三名の娘を相手に宗熙を守ることになる。

「得物は好きなものを使っていいぞ」

　宗熙の言にしたがって、凜瑛は木刀を腰に佩はき、長なが槍やりに見立てられた棒と先ほどの棍術で用いていた棒を数本手にした。そして使い勝手がよさそうな一本を見定めて、残りを背後に置く。そして宗熙に片かた膝ひざをついて、「後背をお見せすることをお許しください」と礼を取ると、

「無理はするなよ」

　宗熙の面白がるような響ひびきに背を押され、凜瑛は得物をかまえた。

「はじめ！」

　女官の合図とともに、先頭にいた娘たちが「やあっ」と武器をかまえて凜瑛に突とつ進しんしてきた。しかし場の緊きん張ちよう感かんに押されて飛び出してきただけで、連れん携けいもなにもあったものではない。凜瑛は真っ先に飛び込んできた娘に数歩踏ふみ出して得物をはじき飛ばすと、ふり返りざまに棒をまわしていまひとりの武器を飛ばす。その早はや業わざに怯おびえたか、足がすくんだ三人めの娘は、手首に棒が当たったかどうかというだけで木剣を取り落とした。

　ふたたび元の位置にもどった凜瑛が前を見み据すえると、各列のふたりめの足は止まったままだ。自分たちがなにに立ち向かわされているのか、ひとりめの様子を見ていて察したらしい。いまの彼女たちの心境は、野生の肉にく食しよく獣じゆうの前に引き出される生き餌えの気分だろう。その場の空気に押されてなんとか飛び出した彼女たちだったが、ひとりめ以上にあっさりと返り討うちにあって退場することになった。

　百名といっても歴戦の猛も者さではない。それどころかろくに得物を握にぎったこともない良家の娘たちだ。凜瑛が技量で劣おとることはまずない。人数も百名ばかりであることはわかっているし、残りの人数も列を見ればわかる。

　──これならなんとかなる。

　心を強くした凜瑛は気負いが抜けて、次々に娘たちの得物を打ち落としていった。

　正直なところ、武器を飛ばすよりも、致命傷に相当する攻こう撃げきを寸止めで仕し掛かけたほうが楽だ。狙ねらえる部位が広がる分、攻せめやすい。しかし相手は素人しろうと、自分が致命傷を与えられたことにも気づかずに、がむしゃらに打ち込んでくるかもしれない。それでいたずらに怪け我がを負われるよりは手て許もとの武器を奪うばってしまったほうが話が早い。

　半数ばかりを退けたころ、娘むすめたちに怪我をさせてはいけない、そんな気き遣づかいをする余よ裕ゆうすらあった凜瑛だったが、不意に背後から声が飛んできた。

「ああ、そうだ。守りきったあかつきの褒美も考えておけよ」

「──！」

　驚きよう愕がくしたのは凜瑛ばかりではない。その場にいた者、みなだ。

　考えておけ──それはつまり、娘たちが百人がかりの束になっても敵かなわなかった凜瑛には、思いのままの褒美を取らせるということ。あまり図に乗った褒美を所しよ望もうしては宗熙の機き嫌げんを損そこねるかもしれないが、みなに聞こえるかたちで言ったということはかなりのものを所望しても応じるということだろう。

　そしてすくなくとも、皇帝が褒美を取らせた凜瑛を試験から落とすとは考えられない。ここで褒美を賜たまわることは、実質、姫凜瑛の後宮入りは決まったも同然。そう悟さとった娘たちの目の色が変わった。

　いままで競きそってここまで残ったのは、妃ひ嬪ひんの椅い子すを得んがため。

　──姫凜瑛に攫さらわれてなるものか。




　ガッ──




　得物の長棒と木剣がぶつかる。いままでで一番重い音だった。じん、と重い感かん触しよくが手首に伝わる。つづけて横から遠心力をつけた長棒が向かってきて、凜瑛は棒を立てて受け止めるのがせいいっぱいだった。

　おなじ長棒同士がぶつかったことで、娘の得物は折れ、凜瑛の得物にも亀き裂れつが入った。凜瑛はしびれる手を石いし畳だたみに突つきつつ横飛びに次の一いち撃げきを避よけると、新たな得物に木剣を選んだ。

　長棒よりも守しゆ備び範はん囲いは狭せまくなるが、短く振ふることができる分、体力の消しよう耗もうを抑おさえられる。それになによりも、凜瑛がもっとも得意とする武器だ。

　愛用の剣とは重さはもちろん、握った感触もちがうが、剣をかまえるだけで身体からだの芯しんが安定する。物心つくまえから握っていたもの、そして子龍ともっとも交わしたもの。柄つかを手にしていると、先ほど子龍──宗熙本人に乱された心が収まっていくのを感じた。

（なぜ陛下はあのようなことを──）

　しかし、その理由は娘たちの動きを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。いままで一撃ではじき飛ばされていた得物が、二合、三合と耐たえている。あきらかに得物を握る手の力と気合いがちがう。

　打ち合う数が増えてから、目に見えて凜瑛の動きが落ちてきた。一撃で終わっていたはずが、二倍、三倍になったのだから無理もない。そして打ち合えば打ち合うほど、凜瑛の体力が削けずられる。

　すでに打ち負けた者などは、いまの凜瑛の様子を見ながら臍ほぞを嚙かんでいるかもしれない。なぜもう一撃なりとも打ち込んでおかなかったのか。自分はたとえ負けたとしても、あとの者に望みを託たくすことができたのに、と。

　戦場ではあたりまえの認にん識しきでも、たがいに競ってきた彼女たちには集団戦という意識がない。それが凜瑛の勝機のひとつだったのだが、見事に宗熙の一言で崩くずされた。

（本当に容よう赦しやがない……）

　しかし鍛たん錬れんにしろ試験にしろ見み世せ物ものにしろ、宗熙にとって得しかない一言だった。娘たちは本気で鍛錬に臨のぞみ、女によ官かんたちは娘たちの本気を判定する。いずれ宗熙の後宮に入る娘たちだ。鍛錬に本気で打ち込んでもらうのはありがたいことだし、宗熙は本気の見世物を楽しむことができる。──ただし、かつての子龍からは考えられない一言だ。

（もし子龍師兄にいさまなら──）

　自分を窮きゆう地ちに追いやるようなことは言わなかっただろう。

　そんな考えが脳のう裏りをよぎって、凜瑛は剣けんを薙なぎはらうとともに考えを他所よそへやろうとした。いまはそのようなことを考えているときではない。

　邪じや念ねんを振り払はらおうとした凜瑛だったが、しかしその人物を見るなり目が釘くぎ付づけになってしまった。

（鶯華、さん……）

　後ろに数名残したところで現れたのは、木剣を手にした鶯華だった。

　いつか現れるのは当然だったが、驚おどろきを隠かくせない凜瑛に対して鶯華はいつもの微び笑しようを収めてかまえをさだめると、すすっと距きよ離りを縮めてきた。重心にぶれがない。まさにいつの間にか、という感覚だ。気づけば剣先が間近に迫せまっていて我に返った凜瑛は、鶯華の初撃に対して守りに徹てつした。

　守るべくして受けた一撃は、さほど重くはなかった。剣を握る鶯華の細い手首を見れば、さもありなんという力だ。

　そして彼女には、なんとしても凜瑛を打ち負かそうという欲がなかった。宗熙に発破をかけられる前の娘たちと同様に、鍛錬の域を出ないもの、そして凜瑛を打ち負かすことに意義を感じていない一撃だった。

　白く細い腕うで──とても宗熙の、否いな、子龍師兄さまの相手になりそうにない手首。

　しかし彼女には、いまも宗熙が訪ねつづけ、信しん頼らいされるだけのなにかがある。自分のように『妹弟で子し』というわかりやすい対象ではなく、宗熙を惹ひきつけるなにかが。

　交わされた刃やいば。力をこめれば、鶯華の剣をはじき飛ばすことなど容易たやすいことだ──けれどもできなかった。

　もしその細腕を傷つけたりしたら？　直接得物が触ふれることはなくとも、宗熙をもてなす所作に不都合が出るようなことがあったら？

　宗熙が彼女の元を訪おとずれるのは、その美び貌ぼうのためだけではないだろう。たしかに鶯華の美貌は群を抜ぬいているとはいえ、凜瑛の知る子龍は外見的特とく徴ちようを理由に動くような人ではない。どちらかといえば無む頓とん着ちやくなほうだ。

　だとすれば宗熙を惹きつけているものはなにか。外見だけでなく立ち居振る舞まいや所作、なにより話し相手として望ましいから──彼女と過ごす時間が大切だから。

　そんな彼女に手傷を負わせて、大切な時間に水をさすような真似まねはできない。

（わたし、は……）

　いま、なんのために武器を交かわしているのか。不意にそんな疑問が凜瑛の脳裏に広がった。

　いまは選せん秀しゆう女じよの試験の最中で、今日は武芸の鍛錬で、途と中ちゆうで宗熙が訪れて──ああ、宗熙に命じられたから。凜瑛の祖先が高祖を守ったという江竹の戦いのように、ここで防いでみせろと。

　自分は武官になりたかった。なれるものなら将軍に。姫き家けの娘として生まれた矜きよう持じもあるが、自分が武官となったとき、おなじように武官をめざしていた子龍がおなじ道の先にいると信じていたから。

　しかし子龍はその道からいなくなってしまった。並び立って歩む未来はなくなってしまったけれども、ただひとり取り残された凜瑛は、ひとりになってもその道を進むしかなかった。武官として『共に歩く』という未来はなくなっても、皇こう帝てい陛下を『守る』ことならできる。それが凜瑛の次の目標となった。──そしてたどり着いた先がここだ。

　自分が子龍師兄さまの側そばにいなければ、などとどうして思ったのだろう。かつて姫家が子龍の居場所で拠より所どころだったから、そこにいる自分は特別な存在なのではないかと思っていた。けれども子龍は皇帝宗熙となって、姫家とは別の新たな居場所を見つけていた。自分と離はなれていた二年間、子龍には宗熙としての時間が流れていたのだ。

（なら、わたしは……）

　凜瑛は目を伏ふせる。凜瑛の剣を握にぎる手が弱まり、その変調に気づいた鶯華がかすかに眉まゆを寄せた。

　気遣われている、とわかった。それは同情だろうか？　──いまは敵同士だというのに！

　そのとき湧わき上がった感情は、怒いかりか、それともほかのなにかか。凜瑛は同情を撥はねのけるように鶯華の剣を払った。

「──！」

　力の弱い鶯華の剣はやすやすと宙を舞まった。驚きに見開かれた目。ただでさえ存在感のある目がいつもよりおおきく見える。そして腕を痛めた様子がないのを見て取ると、凜瑛は鶯華から視線を逸そらした。

　もう勝負はついた。終わった相手を見る必要はない。凜瑛は残りのふたりを捕ほ捉そくするなり、得物を瞬しゆん殺さつで叩たたき落とした。

　残り各組数名ずつ、斬きりこんだところで知れている。凜瑛は正面にいた木剣の組に飛び込むと、順番待ちしていた娘数名の得物をはじき飛ばして終しゆう了りようさせた。凜瑛が御ご前ぜんを離れた隙すきにと、残りの二組の娘が駆かけ出す。しかし娘が手にしているのは普ふ段だん触さわり慣れていない長なが物ものだ。

　腰こしを落として駆けた凜瑛にすぐさま追いつかれ、それでも得物だけは落とすまいと両手を寄せて持ち、凜瑛の剣けん戟げきに耐える。いままでの戦いを見て、凜瑛が得物以外攻こう撃げきしないのを悟ったのだろう。娘は目を閉じて長棒にしがみついたまま、いっさい攻撃してこない。

　──そちらがその気なら。

　ふっ、と一いち陣じんの風が吹ふき抜け、娘の前まえ髪がみが揺ゆれた。なにごとかと娘は目を開けた瞬間、「ひっ」と喉のどを鳴らした。

　木剣の切っ先がごく目の前、睫まつ毛げに触れそうな距離にある。娘は腰を抜かして、その手から得物がこぼれ落ちた。

　──寸止めならどの部位を狙ねらってもかまわない。そして致ち命めい傷しように相当すれば脱だつ落らくというのが今回の規則だ。

（あと十人）

　残る武器は棍こんと槍やり。だが息が上がってきている。無む駄だな体力の消しよう耗もうは避さけなければ。いや、いまはただ、とにかく早く終えてしまいたかった。

　しかし呼吸が荒あらくなるとともに、思い出されるのは子龍との鍛錬の日々。年上の子龍とおなじ鍛錬にはついていくだけでせいいっぱいで、いつもこうして息を切らしていた。

『小凜は無理しなくていいんだぞ』

　兄ふたりには相手にしてもらえなかったが、子龍はついていてくれた。

『もうすこしだ、凜』

　自分を信じてくれていた笑え顔がお。けれどもうその人はいない──もうどこにもいない。時が流れて、もはや凜瑛の思い出の中だけに住まう幻まぼろしの相手だ。そのことに気づいていなかった。そして気づかされた。宮城に来ても、その人に会えるわけではなかったのだと。

（子龍師兄さま……）

　流れる汗あせが目に入る。視界がぼやけて、距離がつかみづらい。息が上がって意識が混こん濁だくして、いま目の前の世界こそが幻のような気がした。

　自分がなぜ戦っているのかも曖あい昧まいになってゆく中、おぼろげな棒の輪りん郭かくを頼たよりにがむしゃらに叩き落とす。向かいくる木槍を腰を落として避よけて、それから凜瑛は立ち上がることができないまま石いし畳だたみで応戦した。

　いくつ落とした。あと何本落とせば。

　眩まぶしい陽ひ射ざし。遮さえぎる人ひと影かげ。陽光の明めい滅めつが激しい。いま腕に感じたのは痛みだろうか。意識が朦もう朧ろうとする。視界が遠くなる。そして──

「そこまでだ」

　その声にはっと我に返る。気づけば凜瑛の身体からだを支える腕があった。背で陽光を遮っているのか、視界は暗いが安定している。

「陛、下……？」

　渇かわいた喉からそれだけなんとか紡つむぎ出すと、固く握ったままの指を開かれて、

　──無む茶ちやしやがって。

　からん、と木剣が石畳に落ちる音とともに、小さく落とされた声こわ音ね。それは記き憶おくにあるものとはちがっていたが皇帝のものでもない。

　では誰だれの──

　しかしその問いの答えは得られぬまま、ただ包みこまれる安心感に満たされて、凜瑛はそのまま意識を失った。
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　気がつけば、凜瑛は寝しん台だいの上にいた。

　寝台の感かん触しよく、燭しよく台だいの位置、室の香かおり。ぼんやりと薄うす暗ぐらいが、首を回さずともわかる。ここは与あたえられた自室だ。どうして自室で寝ねているのだろう？　昼の鍛たん錬れんから記憶が飛んでいる。衣服は昼のままのようだが──

「大だい丈じよう夫ぶか」

　思わぬ声にびくりとした。室内に人がいるとは思わなかった。いま入ってきたわけではない。ということはずっといたということだ。

「……陛下がわたくしを？」

　その問いは「そんなわけあるか」と一いつ蹴しゆうされた。

「運んだのは女によ官かんで、俺はすこし前に来たところだ」

　凜瑛は身体を起こそうとしたが、「寝ていろ」と制される。

「昼間の鍛錬は……」

「憶おぼえていないのか。全員打ち負かしたぞ」

　記憶にないが、目的は達したらしい。凜瑛が安あん堵どの息をつくと、

「馬ば鹿かが。倒たおれるまでやる奴やつがあるか」

　呆あきれ以上に、怒りや苛いら立だちのようなものを含ふくんだ声音だった。最後のほうはろくに意識がない。よほど見苦しい戦いだったかと、

「御お見み苦ぐるしいものをお見せして──」

　と謝罪しかけた言葉も、「そういうことじゃない」と途と中ちゆうでさえぎられた。

「おまえの実力からすれば、どうということのない鍛錬だったはずだ」

　あの鍛錬はその場で思い付いただけの無茶振ぶりかと思いきや、娘むすめたちと凜瑛の腕うで前まえを知った上で振ったものだったらしい。

「それを苦戦するとは何事だ」

「わたくしの実力不足にございます」

　しかし宗熙はきっぱりと告げた。

「鶯華を境に変わったな」

「───！」

　凜瑛は面おもてに出さないように、敷しき布ふの上で拳こぶしを握にぎりしめる。

「……ただ疲つかれが出ただけにございましょう」

　しかしそのような逃にげも「ごまかすな」の一言で封ふうじられた。

「あの距きよ離りで見ていて気づかないと思ったか？」

　背中越ごしとはいえ、相手は宗熙──子龍だ。自分の癖くせもすべて見み抜ぬかれている。不ふ審しんな動きもすぐにわかったことだろう。これ以上否定するのも無駄かと、凜瑛は素す直なおに認めた。

「申しわけございません。御傷を負わせるようなことになれば一大事と思いまして」

「みなを傷つけないように配はい慮りよしていたようだが、あの者以外には遠えん慮りよがなかったぞ」

「あの方があまりに華きや奢しやなお手でいらしたものですから」

　なおも本心を隠かくす凜瑛に、宗熙は苛立たしげに吐はき捨てた。

「細腕の娘などほかにもたくさんいただろう」

　たしかに細い腕の娘ならいくらでもいた。しかし凜瑛は首を横に振った。

「──あの方はちがいます」

「なに？」

「これから妃きさきになる方がいま多少腕を痛めたところで、陛下にお仕えすることになんら支障はございません。ですが、あの方だけはちがいます」

　鶯華は以前から宗熙と親しくしており、それは現在もつづいている。──いまももしかしたら鶯華の室を訪ねた帰りかもしれない。自分の変調のことだって、彼女から様子が変わったと聞いた可能性も考えられる。

　凜瑛は宗熙を直視できず、目を逸らして告げた。

「……あの方は、今日明日も傷ついてはいけない御お方かたですから」

　自身の口が紡ぎ出した言葉ながら、胸が痛かった。けれどもそれが現実だ。

　彼女は双ふた子ごの出自と人となりで宗熙をもてなし、宗熙を癒いやす。鍛錬ごときで傷つけてはいけない人だ。だからあのとき凜瑛は一いつ瞬しゆんためらった。そのまま降参したほうがいいのではないかとすら思った。彼女から寄せられた同情に反発さえしなければ、きっとそうしていた。──彼女は、稽けい古こ相手や見世物でしかない自分とは、立場も重要性もちがうのだ。

　凜瑛は寝台に置きあがり、頭を下げた。

「もしあの方を傷つけてしまったなら申しわけございません。わたくしの鍛錬不足です」

　しかしその一言は宗熙の神経を逆なでしてしまったらしい。

「馬鹿かおまえはッ！」

　いままで聞いたことのない怒ど号ごうが凜瑛の鼓こ膜まくを揺ゆらす。次の瞬間には宗熙は寝台に乗りかかってきて、凜瑛の手首を摑つかんだ。

「！」

　凜瑛は驚おどろきのあまり顔を上げる。すると宗熙に手首ごと押し倒されて、凜瑛はふたたび寝台に倒れこむかたちとなった。

「な、にを……」

　問いに答えぬまま宗熙は断りなく凜瑛の袖そでをめくりあげる。ひやりとした夜の冷気が凜瑛の右腕をなぶった。──ひやりとしたのは身体だけではない。心もだ。

　宗熙はなにをするつもりなのか。鼓こ動どうがばくばくと胸を打つ。その振しん動どうが伝わったりしないだろうかと、そのこともまた不安を呼び寄せた。

　しかし、

「──最後にここを打たれただろう」

　え？　と凜瑛が宗熙の視線に釣つられ、腕に視線を移す。

「痣あざになっているぞ」

　そう指し摘てきするが早いか、宗熙は示したその箇か所しよに唇くちびるを押し当てた。

「────！」

　突とつ然ぜんの出来事に、凜瑛の身体を稲いな妻ずまが駆かけぬけた。いま、自分の身にいったいなにが起きているのか。目を閉じることすら忘れて、凜瑛は呆ぼう然ぜんとする。

　痣になっている、と宗熙は言った。たしかに打たれた記き憶おくがおぼろげにある。ということはいまも打だ撲ぼくの痛みがあるはずなのに、凜瑛はなにも感じなかった。宗熙の吐と息いきや唇の感触もわかっているはずなのに、いまの凜瑛の頭は受けつける余地がない。衝しよう撃げきのおおきさのあまり唇がわななくばかりで、呼吸すらままならない。

　どれほどの間、宗熙に触ふれられていたものか、

「……おまえも選せん秀しゆう女じよの試験を受けているうちのひとりだろう」

　宗熙は唇を離はなすと、次は痣に頰ほほを寄せて告げた。ゆっくりと告げるその声に、先ほどのような激しい怒いかりはなかった。だが声音は低く、見つめる瞳ひとみにはいつも以上に奥に深いなにかを感じさせる。

　その奥にあるのはいったいなんなのか、凜瑛は返答はおろか瞬まばたきすら忘れて見つめ返す──

　すると先に視線をはずしたのは宗熙で、凜瑛の腕を解放すると寝台を降りた。
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「──仮にも妃候補なら、傷などつくるな」

　そう言って宗熙は背を向けた。するとなぜかいままで熱を感じていたはずの腕が不意に冷えて、置き去りにされたような気がした。

（どう、して……）

　どうして先ほどは怒ど鳴なったりしたのか、どうして痣に触れたりしたのか。どうして言い残して去ろうとするのか、どうしてこのまま置いてゆくのか。どうしてどうしてどうして──

　凜瑛のなかで、整理しきれないなにかが激しく渦うずを巻く。先ほどの宗熙の怒りといい行動といい、いまの自分の感情といい、わからないことばかりだ。

　頭の中が混乱でぐちゃぐちゃで、理解しきれないもろもろがこぼれそうになって、凜瑛が両腕で目を押さえると、それらが涙なみだとなって目じりを伝って落ちた。

「おい？」

　声の響ひびきで宗熙が振り返ったのだとわかる。

「どうした」

　尋たずねられても凜瑛自身がいまの自分の感情がよくわからない。ただ、幼子のようにひとり置いていかれるのが嫌いやだった、それだけはたしかだ。

　──子龍師兄にいさまはいつだって自分の側そばにいてくれたのに。

　そう、子龍は自分の側にいた。子龍の側は自分だけの場所、自分だけの子龍師兄さまだと思っていた。けれども現在はもう、そうではない。昔なじみとしてこうして訪ねて来てもらえたり、先ほどのように触れてももらえる分、この宮きゆう殿でんに住まうほかの娘よりは恵めぐまれている。しかし今晩が──今が特別だっただけだ。背を向けた宗熙はこれから完全に手の届かない人になる、そんな予感がした。

　子龍にはもう会えない。そのようなことはわかっていたはずだった。子龍が皇こう帝ていになると聞いたとき、納なつ得とくはできずとも受け入れていた。──いや、ちがう。受け入れたつもりで、全然理解していなかっただけだ。武官になって側にいられれば、またあの時間がつづくのではないか、そんな甘い期待を抱いだいていた。

　宗熙は子龍ではなくなった。その現実を理解しなければいけない。受け入れなければならない。そうわかっているのに心が嫌だと叫さけんでいる。──子龍師兄さま、置いてゆかないで、と。

　ただ声も上げず涙を流しつづける凜瑛に、宗熙は手を伸のばした。

「……悪い。やりすぎた」

　なにがだろう。本気で怒鳴ったことか、それともほかのなにかか。

「嫌、だったか」

　──ちがう。嫌なんかではない。もっと触れてほしかった。いまだって、昔のように『凜』と呼びながら頭を撫なでてほしい。

　けれど、『其そ処こな者もの』『娘』『おまえ』。愛あい称しようどころかもう名前ですら呼んでももらえない。そういえばここにきて一度も名を呼んでもらったことがないことに気がついた。宗熙のほうから、距きよ離りを置かれていたのだ。

　いまも頭に触れる手は優やさしい。けれどもその手が離れるのが苦しい。悲しい。この先の未来を見るのがつらい。この先、その手はだれに伸ばされ、だれに触れるのか。宗熙がだれかを妃に迎むかえる日は確実に近づいている。

　その恐きよう怖ふからだれかにすがりたくて、凜瑛はその名を舌の上に乗せた。




　師兄にいさま──




　すると宗熙の指先がぴくりと反応して、撫でる手が止まった。声になっていないはずのものが聞こえたのだろうか。

　次になにを言ってくれるのだろう。期待した凜瑛だったが、

「──嫌でもあと数日だ」

　宗熙は絞しぼり出すようにそう告げる。そして凜瑛からそっと指を離すと、室をあとにした。

　──子龍師兄さまが行ってしまった。

　最後の一言はどういう意味だったのだろう。しかしいまの凜瑛に深く考える余よ裕ゆうなどなく、腕を瞼まぶたの上に載のせたまま、なおも流れる涙をやりすごすしかできなかった。
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　その晩、いつの間にか眠ねむりに落ちて、浅い眠りのまま早朝に目覚めた凜瑛は、まだ空が白む前から水みず桶おけと格かく闘とうすることになった。

　やってしまった、と思ったが、後こう悔かいしている時間はない。いまは目の腫はれを引かせることが先決だ。目を腫らしたまま現れたりすれば、あの口さがないお嬢じようさまたちにいったいなにを噂うわさされることか。

　凜瑛は湯ゆ浴あみで昨日の汗あせを流ながしつつ、きんと冷えた水を桶に張って顔をざぶざぶ洗い、顔が冷え切って強こわ張ばってくるとお湯で熱をもどし、冷水をひたした布で目め許もとだけを覆おおう。そのくり返しで、なんとか朝の点呼までに腫れをおさめた。

　まだ多少残っているが、そこまで詳しよう細さいに見ている者はいないはず。ばれなければそれでいい──そう思っていた凜瑛だが、

（あら……？）

　娘むすめたちの自分を見る目が、昨日までとすこしちがった。まだなにか顔についているのだろうか、と鏡を見てもいつもどおりだ。化け粧しようを忘れているわけでもない。凜瑛は視線を感じるたびに振ふり返るが、凜瑛を観察していた娘たちはさっと目を逸そらすばかりだ。

　なんなのかしら、と疑問を抱いたまま凜瑛は朝食を終えて、午前の課題に臨のぞんだ。

「今日は陛下がお昼頃ごろにお見えになります。みなさんには陛下をもてなしていただきます」

　その課題に娘たちが色めきたった。

　宗熙は毎日のようにこちらに顔を見せているものの、全員の様子を眺ながめているだけで娘ひとりひとりと接する時間はない。宗熙に請こわれて独奏したり、江竹の戦いの再現を所しよ望もうされた凜瑛は特例といってもいい。凜瑛がここに来て以来、個々人が宗熙に見てもらえるはじめての機会だ。

「二人一組でもてなしていただきます。お茶をお淹いれするもよし、楽奏するもよし、特技を披ひ露ろうするもよし。ただしけっして粗そ相そうのないように」

　試験をおこなう側としても、皇帝宗熙の御ご前ぜんにめったな者を出すわけにはいかない。ということは、いまここに残っている者は、もう宗熙の目に触れても問題ないと判断されたということだ。

　昨日が百名ばかりだったから、二人一組なら五十組──と計算した凜瑛だったが、次々に組み合わせができあがっていく娘たちを見ると、あきらかに百名に足りていなかった。

（あら？）

　もしや昨日怪け我がを負わせてしまって休んでいるのだろうか？　そんな疑問を抱きつつ観察していると、

「凜瑛さん」

　振り返ると、鶯華がいつものように穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「なにか御ご用ようでしょうか？」

「ええ。この課題、一いつ緒しよに取り組みませんか？」

　相手が決まらずひとり売れ残りを覚かく悟ごしていた凜瑛には、とてもありがたい申し出だった。しかしその一方で不安がよぎる。

「わたしでいいのですか？」

　鶯華ならば取り巻き衆のだれとでも組むことができる。二人一組で武芸の勝ち抜ぬき戦でもおこなうならまだしも、今日の課題はもてなしだ。宰さい相しよう家に生まれ育った鶯華は作法もばっちりだろうし、凜瑛にとってはこの上ない相手だが、はたして鶯華にとっては自分と組むことが良いことなのだろうか。

　しかし鶯華はそのような不安を微み塵じんも感じさせず、にこりと微笑んだ。

「はい。よろしくお願いいたします」







　相手が決まれば好きな場所で打ち合わせをしてもいいというので、凜瑛と鶯華は人目のつきにくい中庭に出ると、鶯華が切り出した。

「昨日は大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　え？　と凜瑛は鶯華を見やる。なぜ昨晩の宗熙の訪おとないを鶯華が知っているのかと思ったが、

「昨日、気を失ってしまわれたでしょう」

　とつづいて、昨日の武術鍛たん錬れんのことだと理解してほっとした。もし訪いのことだったなら、鶯華が知っていることが哀かなしすぎる。

「お恥はずかしいかぎりです。意識がもどったときには私室でした」

「なにをおっしゃいます。みな、その腕うで前まえに驚おどろいておりましたのよ。今朝みながあなたをご覧になる目が変わっていたでしょう」

　そう感じたのはやはり気のせいではなかったらしい。だが、

「変わったというのはどのように……」

　と訊たずねると、「鬼き神じんのようにお強かったですものね」と鶯華は直接的な表現は避さけた。──やはり、あまり親しみやすい方向ではないらしい。

「あの、昨日の立ち合いでお怪我をされた方はいらっしゃいませんでしたか？　今日はお休みの方が多いようですけれど……」

　凜瑛は直接身体からだを狙ねらっていないが、それでも一ひと太刀たち受けて筋を痛めた可能性はある。

　すると鶯華は静かに頭かぶりを振った。

「お休みではありません。──その方たちは、もう戻もどっていらっしゃいませんから」

　凜瑛は息を吞のんだ。鶯華は婉えん曲きよく的に告げたが、つまりは、その者たちは試験から落とされたということだ。

（わたしのせい……？）

　昨日の江竹の百人斬ぎりが試験と無関係とは思えない。

「昨日は、勝ち負けは問わないとおっしゃって……」

「たしかに勝ち負けは問われておりません。問われたなら、凜瑛さん以外は全員いなくなっていますから」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく凜瑛に鶯華は淡たん々たんと返す。たしかに鶯華も負けたうちのひとりだが、今こうしてここにいる。おなじ負けでも、戦いの内容が問われていたということだろう。

「人が減るのは毎日というわけではありません。こういう日は数日ごと、それまでの成績が積み重なった結果です。凜瑛さんがお気になさることではありません」

　鶯華はそう慰なぐさめてくれたが、凜瑛は昨日まで残っていた全員と刃やいばを交かわしている。昨日剣けんを交わしたはずの相手が昨晩のうちに落第を告げられ、荷物をまとめて宮きゆう殿でんを去った──その事実が心に深く突つき刺ささった。

　今回自分は残った。しかし次に去るのは自分かもしれない。そのとき皇こう帝ていである宗熙に挨あい拶さつが許されるはずもない。宗熙との今こん生じようの別れはあまりに突とつ然ぜんやってくる。

「凜瑛さんこそお怪我なさっているじゃありませんか」

「え？」

　うなだれた凜瑛が、鶯華の指し摘てきのままに視線を落とす。すると、凜瑛の右手首が一部、青あお紫むらさき色に染まっていた。

「昨日の鍛錬のときの打だ撲ぼくですか？　手当てはなさいました？」

「あっ……！」

　気き遣づかう鶯華をよそに、凜瑛は思わず声をあげてしまった。

　そこは昨晩、宗熙に触ふれられた箇か所しよだ。──しかも唇くちびるで。

　いまさらながら昨晩のことが思い出されて、凜瑛の顔にかあっと熱がのぼった。

「凜瑛さん？」

「い、いえ、いや、あの、手傷を負うなどお恥ずかしいかぎりです」

　凜瑛はあわてて右手首を押さえた。恥ずかしいのは打撲自体ではなく別のことだが、太陽の下でおおっぴらに話せることではない。なら夜なら話せるかと言われればそうでもなく、だれにも相談できない内容だ。

『──傷などつくるな』

（陛下は、な、なぜあんなことを……っ）

　憶おぼえていないはずの感かん触しよく。脳が勝手に再現しようとして、凜瑛は手首を強く握にぎりしめて抑おさえ込む。しかし動どう揺ようはどうやっても隠かくしようがなく、せめて話を変えようと凜瑛はべつの話題を振った。

「あ、あのっ、も、もてなすというのはどうすればいいのでしょう!?」

　いまは課題の打ち合わせをしていたはずだ。凜瑛は本題にもどしたつもりだったが、もてなす相手は当の宗熙だったことを思い出して撃げき沈ちんした。

　もし試験の場で宗熙にこの痕あとを見られたなら、気恥ずかしさでとても正気でいられない。試験の際には包帯をぐるぐる巻きにしていかなければ。

　あきらかに胡う散さんくさい話題転てん換かんだったが、鶯華は追つい及きゆうしなかった。

「そうですね。おいでになるのはお昼時というお話でしたが、呼ばれる順番によってお食事の最中か昼食後に分かれます。お食事の最中ならばお食事に集中していただくために楽奏のみ、昼食後は余興に歌や舞まい、さらにその後であればお茶などさしあげるのがよいのではと思いますが、前の組がなにをさしあげたかによっても内容は変わりますね」

　たしかに三十組ほどの娘むすめたちが、とっかえひっかえもてなしに現れるのだ。おなじことがつづいても宗熙も興ざめだろう。

「要はそのときの陛下のお心次し第だいです。なにをお望みになっても対応できるように準備しておきましょう」

　さすが二度目の試験だけあって、鶯華は試験の内容を心得ている。試験の途と中ちゆうでくわわった凜瑛には非常にありがたい相手だ。しかもたがいに宗熙の人となりを多少なりとも知っているので、お決まり以外に振ってきそうな内容についても事前に打ち合わせすることができた。

　鶯華との打ち合わせはとても気安く、『わたくしたちが組んでいるとお知りになったときの陛下のお顔が楽しみですわね』などと微笑みあうこともあった。

　──もし妃きさきの座を競きそう立場でなかったなら。そして宗熙の想おもいが絡からまない相手だったなら、自分たちは仲良くなれたのではないだろうか。しかしそれは無意味な仮定だ。そもそも宗熙がいなければ出会うこともなかった女によ人にんだ。

　鶯華と話しているのは楽しい。しかしどうしても宗熙の影かげがちらついて、複雑な感情が付いてまわる。昨晩自分にしたようなことを、鶯華にもしているのだろうか──などと、そのようなこと、考えてもどうしようもないことなのに。

　しかし凜瑛の懊おう悩のうに気づいた様子もなく、打ち合わせを終えた鶯華はほっと息をついて、遠くを眺ながめやった。

「もうここまで来てしまったのですね……」

「なにか思い出でも？」

「ええ、わたくしは二度めですから、試験のおおよその流れはわかっています。試験内容からしても、残っている人数を見ても、これがおそらく最終試験でしょう」

　──最終試験。その響ひびきの重さに凜瑛は息を吞んだ。

　後宮の座は、正妃が一人、妃が三人、嬪ひんが九人──以下順々に決まっている。今回の選せん秀しゆう女じよ試験ですべての位が埋うまるわけではないが、一人は確実に妃ひ嬪ひん以上になって後宮が開かれ、それから数年ごとにおこなわれる試験で位が埋まってゆく。

「そんな大事な試験の相手にわたしを？」

　試験は凜瑛が来る以前から、半年近くつづいている。最終試験の出来が運命を変える、とまではいわないが大切な局面には違ちがいない。もっと信しん頼らいのおける相手がいただろうに、と思って訊ねると、鶯華ははかなげな笑えみを浮うかべた。

「二年前、先の陛下の選秀女で事件が起きました。それが、この試験のときです」

　凜瑛は驚きに目を見開いた。──天永が襲おそわれた事件だ。

「娘たちが陛下のお側そばに近づくということで、二年前にもこの試験は終しゆう盤ばんに設けられておりました。以前、凜瑛さんはわたくしにお訊ねになりましたね。いまおひとりのご兄きよう弟だいは、と。二年前の事件で巻き添ぞえになったのが、わたくしの双ふた子ごの妹です」

「───！」

「だからというわけではないのですが……いえ、だからなのでしょうね。今日は、強く、そして信頼のおける凜瑛さんと一いつ緒しよにいたい、そう思いました。

　高祖の例から、双子はよく『比ひ翼よくの鳥』に喩たとえられます。わたくしも妹とふたり、片翼ずつ持って生まれたのだと教えられてきました。そして、やがてはいずれ出で逢あうだれかの翼つばさとなるのだと。あの一件で天永陛下は譲じよう位いされ、こうしてふたたび選秀女が行われることになりました。妹に代わって選秀女に臨のぞみ、そしてこの試験を無事乗り切ることが、残された片翼のわたくしの務め、そのように思っております」

　選秀女の試験に入りこんで、天永を狙ねらった刺し客かく。天永だけではなく、傍そばにいた鶯華の双子の妹までも巻き込まれてしまった。見た目ははかない、しかし芯しんが強そうな彼女の心を支えていたのは、かつて翼の片割れであった双子の妹だったのだ。

「陛下のお命を狙う者にとってはこの試験が最大の好機、またなにか起こるやもしれません」

「え!?」

　思わず声をあげてしまった凜瑛に、しっ、と鶯華が制する。周囲に娘たちがいないわけではない。そしてその中に刺客が紛まぎれこんでいるかもしれないのだ。

　鶯華は凜瑛に顔を寄せると、至近距きよ離りから声を落として告げた。

「──この試験でもしなにかがあっても、あなたはあなたらしくふるまってください。けっしてご自分を見失わぬように」

　その鶯華の言葉には深い意味が潜ひそんでいる気がして、くわしく訊たずねようとしたが、

「龐鶯華、姫凜瑛」

　女官に呼ばれて、「はい」とふたりは立ち上がり、会話は断たたれた。そして、

　──あなたなら大だい丈じよう夫ぶです。

　鶯華にそっと落とされた一言が、凜瑛の心に深く残った。







　もてなし順はくじで決まり、鶯華が引いたのは三十二番、おそらく終盤だ。

　前半に当たった組と後半に当たった組では、開始時間にかなりの差が出る。準備時間が不公平にならないよう、各人、呼ばれるまで室で待機となった。室から出られない以上、打ち合わせはもちろん楽器の合わせもできないので、衣装と化け粧しようを念入りにするほかは、あらかじめ決めておいた楽曲を個人でさらうくらいしかない。ほかの者もただ待つだけの緊きん張ちよう感かんをほぐすためか、さまざまな楽器の音が漏もれ聞こえてきた。

　この試験で宗熙を狙っている者が潜んでいるかもしれない──そう思うと、こうして室で待機しているのも気を揉もむことだが、いまの自分は選秀女としての分を超こえるわけにはいかない。

　せめて自分も練習をと凜瑛が室を見わたすと、宗熙に貸かし与あたえられた箏そうに目が行った。さすがに試験の場にそれを持ちこむのは寵ちようを笠かさにきたふるまいだと思われそうで、鶯華との話し合いで箏は外した。

　選んだ楽器は奚けい琴きんだ。奚琴は箏とはちがい、胴どうを立てて弓を使って奏かなでるもので、持ち運びも便利だ。そして、鶯華には話していないが、子龍が姫家の庭でよく奏でていた楽器でもある。凜瑛は短くはない待ち時間をなつかしい響きに身をゆだねて、胸にうずまく不安と包帯を巻いた右みぎ腕うでの疼うずきをやりすごした。

　凜瑛たちに順番が回ってきたのは昼をずいぶん過ぎてから、あと一いつ時ときもすれば夕方になろうかというころだ。

「ああ、おまえたちが最後か」

　凜瑛と鶯華がそろって御ご前ぜんに姿を現すと、宗熙は驚おどろきに目をおおきくしたがそれも一いつ瞬しゆん、面おも白しろいとばかりに口こう端たんをあげた。

　自分たちが最後──ということは最終試験でなにも起きなかったのだ。

　凜瑛はほっとしながら鶯華とともに一礼する。そして鶯華はにこりと微笑ほほえんで口を開いた。

「いままでの余興はお楽しみいただけましたでしょうか」

「まあな。いろんな意味で退たい屈くつはしなかったな」

「まあ、陛下のお目に適かなうとは、どのようなことをされたのでしょう？」

「あの者たちもいろいろ準備していたようだが、得意なものはまた後日見せてもらえばいいと思ってな。先ほどの者には五ご経きようのどれでもいいから諳そらんじるように言ったら、たじろいでいたぞ」

「それは難しゅうございましょうね」

　鶯華はそう言って微笑んだが、選秀女は科挙ではない。凜瑛も五経をひととおり学んでいるが、諳んじろと言われれば数行がせいぜい、かなり厳しい命令だ。

「おまえたちもやってみるか？」

　といたずらめいた眼めを向けられたときにはどきりとしたが、「おなじことでは興が削そがれましょう」と鶯華がさらりと流すと、宗熙も「できる奴やつには振ふらんさ」と笑った。──つまり鶯華はそれができるということだ。

「その前の即そつ興きよう詩しは悪くなかったな。その前の舞まいの即興はさほどではなかったか。白はく雲うん県けんの特産や陽よう江こうからの荷に揚あげについて語らせたのは難しかったようだな」

　宗熙はそれまで娘むすめたちに与えてきた課題を次々にあげていったが、ほとんどが即興かよほど広い知識を持っていないと答えられないもので、数刻ばかりの前準備などまったく役に立たないものばかりだった。

　武芸をはじめ身体からだを動かすことについては抜ぬきんでている凜瑛だが、学問についてはひととおりさらっただけだ。自分たちにはなにを振られることかとどきどきしていたが、鶯華がいままでの試験のお題について話を転がしつづけて、ようやく宗熙から出た要望は、

「茶をくれ」

　──だった。

「はい」と鶯華はにこやかな表情をくずさず応じ、凜瑛に目配せする。話し役は鶯華に任せて、凜瑛は茶の準備に取りかかった。

　女官に湯の用意を頼たのみ、できあがる前に茶葉と茶器を選びながら、なおも続くふたりの話に聞き耳を立てる。娘たちに出された課題はなかなか厳しいものばかりだ。

（鶯華さんの作戦勝ちかしら？）

　宗熙のことだ、顔見知りで知識のほどもよく知っている鶯華と凜瑛にはなにを振ってやろうかと考えていたにちがいない。けれども所しよ望もうされたのは『茶』。おそらく今日出された課題の中ではもっとも簡単な部類だ。宗熙に話をさせて、会話の流れから茶の所望を引き出したのは、鶯華の作戦勝ちと言えるだろう。

　湯が沸わく前にちらりと目で鶯華に呼ばれて近づくと、自然な流れで宗熙との対話が凜瑛に引き継つがれた。鶯華が茶の準備に離はなれると、宗熙は鶯華の後ろ姿を見送りながらさらりと問うた。

「おまえたちはこれを見てくれと売りこんでくる様子がないが、なにを準備していたんだ？」

「ただ陛下のご要望にお応こたえすることだけを考えておりました」

「賢けん明めいだな。特技を見せたがる者が多くて疲つかれた」

　あの箏を持ち込まなくてよかった。鶯華の先見の明に驚くばかりだ。

　宗熙は凜瑛が持ち込んだ包みを見やり、

「奚けい琴きんか。──なつかしいな」

　その声こわ音ねはとても穏おだやかで、凜瑛の過去の記き憶おくを引きもどした。

（師兄にいさま……）

　春夏秋冬、花があるときもないときも、桃園では奚琴の音が流れていた。早くに亡なくなった子龍の母、その形見を姉妹である凜瑛の母がもらい受けていたが、子龍が成長して凜瑛の母からまた譲ゆずられたのだ。

「おまえも弾ひけるようになったのか」

　師兄さまと一いつ緒しよに弾きたくて練習しました。師兄さまを思い出したくて弾いていました──しかしそのようなことを言うわけにはいかない。いまの宗熙に対して許されるのは「はい」という返答だけ、言えない想おもいが右手の包帯の下で疼いた。

「聴きいてみたかったな」

　いまの宗熙には昨晩のような怒いかりは微み塵じんもなかった。さっぱりと、なにかがふっ切れた印象さえある。

　あと数日、と昨晩宗熙は言っていた。鶯華の言うとおり、この試験が本当に最後なのだろうか。聴いてみたかった、といましがた宗熙は過去形で言った。もうその機会はないということだろうか？

（これが最後……？）

　どくん、と鼓こ動どうがおおきく跳はねた。

　鶯華は離れたが、ひきつづき女によ官かんの目は光っている。子龍に対する個人的な話は許されない。

　──けれどもこれが最後だというなら。

　皇こう帝ていである宗熙と直接話ができる最後の機会だというなら、試験など関係なく、自分はこの人に伝えたいことがあるのではないか？

　警護として後宮に入りこんだ自分だが、元は子龍に会いたいがためだった。もう子龍はいない──必要とされている自分の居場所なんてない。そうわかっていても、それでも凜瑛の心に居座る想いがここにある。

　昨日はなにも感じなかった右手首が熱い。──いや、あのときもたしかにこの人の吐と息いきを感じ取っていたはずだ。そして自分はなにを思ったか。

「あの、陛下」

　呼びかけに、何事かと宗熙がかすかに眉まゆを寄せる。監かん視ししていた女官の目が鋭するどさを帯びて、自分を制止しようとしているのがわかった。このような場とはいえ、こちらから呼びかけるなど不敬を咎とがめられてもおかしくない。

　──しかし、これが最後。

　最後とは気づかないまま別れた二年前の過去が、凜瑛の背中を押す。

「わたしは──」

　だがそのつづきは別の女官に遮さえぎられた。

「お茶の準備が整いましてございます」

　その女官は鶯華を監視していたので、凜瑛の言葉を遮る意図はなかっただろう。しかしながら茶は宗熙が所望していたもの、この場の最優先事じ項こうだ。

「お味見仕つかまつります」

　女官の報告を受けて、宗熙の側そばに控ひかえていた見知った女官が鶯華の元に赴おもむいた。──香寧だ。

　彼女は味見と言ったが正確には毒見、さすがに今日は宗熙も毒見不要とは言わず、異を唱えることなく任せていた。

　長なが柄えの匙さじのようなもので掬すくい、一いつ滴てきたりともこぼさぬように慎しん重ちように眼前に運ぶ。そして色を見て、香かおりを嗅かぎ、湯気から熱さをたしかめてから神しん妙みような面おも持もちで口に入れる。

　監視の目が光っている場所で点たてられたお茶でもこの慎重さ、奥で作られている普ふ段だんの食事ならどれほどのものか。ときには手ずから飲みたいと言った宗熙の気持ちが今ならわかる。信しん頼らいできる者ばかりではない中で暮らすことの苦しさもだ。

　もし機会をもらえるなら、もう一度茶を淹いれたい、そう思った。箏そうを奏かなでて、茶を淹れて、ときには稽けい古こをして──宗熙が望んでいた暮らしを求めていたのは自分のほうだ。もちろん今となっては子龍と共にいた当時に思い描えがいていた将来像とはちがうかたちになる。

　それでも、いまの自分でもそのひと時を作り出すことができるなら──

　この想いを伝えたい。伝えておきたい。しかし女官たちが見ている中でどうすればいい？

　そう思案していると、眉を寄せた香寧が口くち許もとに真白の手しゆ巾きんを当てた。

（え？）

　異変に気づくが早いか、宗熙の側に控えていた護衛が動き、凜瑛はすぐさま後ろから羽は交がい締じめにされた。

「いったいなにを……！」

　力ずくではない。傍はた目めには背後から抱だきしめられているようにしか見えないやもしれないが、関節をきっちり押さえられて、身動きが取れない。

「──お身み柄がら、拘こう束そくさせていただきます」

　闇やみの底から響ひびくような、感情を排はい除じよした声。──逆らえば命はない、と突つきつけられたも同然だった。

　首すら回せぬ状じよう況きようで、視界の真正面ではおなじように鶯華も拘束されていた。そしてその鶯華のすぐ近く、毒見をしていた香寧は手巾を当てながら激しく咳せき込み、やがて顔から血の気が失われて石いし畳だたみの上へとくずれ落ちていった。
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「あなたが毒を入れたのではないのですか」

「わたくしは毒など入れておりません」

　この問いを聞くのはもう何度めだろう。入れたという返答が得られるまで、延々とくり返すつもりだろうか。しかし入れていないものは入れていない。凜瑛にはそれ以上に答えようがない。
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　毒見役の香寧が茶を口にして倒たおれ、中庭で拘束された凜瑛は、いまは宮きゆう殿でんの一室で手足を拘束されながら女官たちの尋じん問もんを受けていた。

　いま一度荷物をあらためてください、衣ころもをあらためてください。凜瑛が言うまでもなく、もうやっているだろう。そしていくら調べてもなにも出てこないから、こうして自白を取ろうとしているのだ。

「ではだれが毒を入れたというのです」

「わたくし以外のだれかでしょう」

　冤えん罪ざい、という言葉が一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎる。しかしその不安はすぐに消えた。ここは宗熙が治める場所だ。彼は冤罪を許すような人ではないと凜瑛は知っている。宗熙はかつて知る子龍ではない、それでもなお、そのことは信じられる。

　そしてあの場には宗熙本人がいた。すぐさま拘束されたので宗熙の様子を見ることができなかったが、捕とらわれたのが鶯華と自分であればこの一件を放置するはずがない。

「あなたが毒を入れたのではないのですか」

　何十回めの問いかけに、凜瑛はなおも答えた。

「わたくしは毒など入れておりません」

　宗熙の杯さかずきに毒を入れて、自分になんの利があるというのだろう。宗熙に毒見役がいることは知っているし、一口含ふくんだだけで違い和わ感かんがあるような毒を入れたところで成功するはずもない。数日前に宗熙は凜瑛の茶を毒見なしに飲んでみせたが、毒見をするよう進言したのはほかならぬ凜瑛自身だ。

（ではいったいだれが毒を？）

　動機も方法も腑ふに落ちないが、凜瑛にはまったく状況を説明してもらえないまま、ただおなじ問いがくり返される。しかしまだこの膠こう着ちやく状態はましなほうだ。尋問がはじまったときの女官は、「なんということをしでかしてくれたのです！」と感情的になっていて手が付けられなかった。

　凜瑛は犯人ではないのだから逆上されても困こん惑わくするしかないのだが、試験を取り仕切っている女官にしてみれば皇帝の毒殺未み遂すいなど大失態だ。被ひ疑ぎ者しやである自分に当たるのも無理からぬこと──とは理解したものの、

「あなたが毒を入れたのではないのですか」

　そちらが聞く耳を持たずにおなじ問いをくり返すなら、こちらもおなじ言をくり返すだけだ。こうなれば鍛たん錬れんもおなじ、思考を停止し、ひたすら言いつづけるだけ。体力と気力の勝負。手足が不自由というのははじめてのことながら、幸い鍛錬なら女官たちの比ではない程度に慣れている。

「──わたくしは毒など入れておりません」

　どれほどそのやりとりがくり返されたことか、おそらく一刻以上は経たった頃ころ、べつの女によ官かんが室に入ってきて、尋問中の女官にささやいた。

　毒が見つかったとでもいうのだろうか。凜瑛は身を硬かたくして、しかし視線をそらさずに言葉を待つ。

「あなたが毒を入れたわけではないのですか」

　質問がわずかに変わった。しかし凜瑛が答えることはただひとつだ。おなじ言葉をくり返すと、女官の口から出る言葉が変わった。

「龐鶯華の荷から毒が出ました」

「えっ!?」

　そしてつづく衝しよう撃げき的な言葉に、凜瑛は目を見開いた。

「龐鶯華は自白したそうです。自分が入れたと」

「──！　そんなはずありません！」

　凜瑛が反射的に声を上げると、女官が眼光を鋭くした。

「なにか事情を知っているのですか？」

「彼女について深く知っているわけではありません。彼女が無実である証しよう拠こを持っているわけでもありません。しかしわたくしは、彼女がそのような愚おろかなことをする人ではないということは知っています」

　凜瑛はきっぱりと告げた。

「陛下のお側そばには常にお毒見役の方がいることは、この試験を受けている娘むすめみなが知るところです。実際に御お命いのちを狙ねらっての犯行であれば、とても実効性のある方法とは思えません」

「ならばその意図は」

「わかりかねます。わたくしがわかるのは、彼女は毒など入れていないということ、あの場で毒を入れたところで陛下を害するような真似まねはできないということです。わたくしは彼女の潔白を信じています」

　すると、尋問していた女官がひとつ息をついた。

「あなたは一応のところ潔白が認められたのです。ありがたく従いなさい」

「いくらわたくしが無実であろうと、納なつ得とくのいかない幕引きをおとなしく受け入れることなどできません。事件の再調査を願います」

　すると女官は、「それはありません」と切り捨てた。

「なぜですか」

「本人が自供し、証拠がそろっているからには、これ以上調べることはありません」

「このような状況で得たという自供になんの信しん憑ぴよう性せいがありましょう。また証拠もねつ造されたものではないとの確証はありません。もし本当に彼女がしたことならば、引き起こした理由についてもきちんと調べるべきです。事は彼女ひとりに留とどまることではありません。彼女の一族の龐家の関かん与よがあったとなれば、表の政まつりごとにも関かかわる問題です」

　このような狭せまい場所で結論を出してよい問題ではない。そう指し摘てきすると、女官は呆あきれたように息をついた。

「──姫凜瑛」

「はい、なんでしょう」

「後宮は表の政とは区別され、別のしきたりで成り立っております」

　もちろん凜瑛も知っている。後宮は閨けい閥ばつと切っても切れない関係にあるが、閨閥の肥大化を阻そ止しすることを目的に、表とはまったくべつの指揮系統下にある。

「この一件は後宮で起きたこと、この件で犯人を特定するのも裁くのもみなこちらの仕事です。いかに龐鶯華が宰さい相しようの一族であろうと、特例はありません」

　だからこれ以上口を挟はさむなと言わんばかりの口ぶりだ。後宮の独立性を、事件を内々に処理するための口実にされるとは思わなかった。

「この一件、もし自白どおりならばあの者は死の杯を受けることになります」

　驚きよう愕がくに目を見開く凜瑛を前に女官は言った。

「あなたも妃きさき候補です。これ以上騒さわぎ立てないほうが身のためですよ」
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「納得いきません！」

　凜瑛はなおも食い下がったが、なかば強制的に自室へと送り返された。縛ばくは解かれたものの「今晩は室から出ないように」とのお達し付きだ。

　縛しばられていた手足に痛みはないが、おなじ体勢でいるのは苦痛だった。凜瑛は関節を伸のばしながら、この一件について考えを巡めぐらせた。

（鶯華さんが毒なんて入れるはずがない）

　試験の直前に鶯華は言っていた。『選せん秀しゆう女じよに臨のぞみ、そしてこの試験を無事乗り切ることが、残された片かた翼よくのわたくしの務め』だと。二年前に事件に巻き込まれた双ふた子ごの妹、彼女の代わりに試験をまっとうするという目的が鶯華にはある。

　そしてなにより、彼女は宗熙本人の信しん頼らいを受けている人だ。そんな彼女が毒など入れるはずがない。──入れていてほしくない、という願望があることは否定できない。もし心許した相手から毒を入れられたのだとすれば、宗熙はどれほど心を痛めることか。

　しかし女官にも言ったとおり、あの場で毒殺は不可能だ。では真犯人の狙いはいったいなんなのか。

　この試験に際し、彼女はなにかが起きることを予感していた。そして一いつ緒しよに試験を受ける相手に選んだ自分に言こと伝づてを残していった。凜瑛は必死に鶯華との会話を思い出す。

『この試験が最大の好機、またなにか起こるやもしれません』

『もしなにかがあっても、あなたはあなたらしくふるまってください。けっしてご自分を見失わぬように』

　あのような毒で宗熙の命は狙えない。それを知っている鶯華は犯人ではない。しかしあの場で毒の混入があれば、犯人は鶯華か自分ということにされる。鶯華と自分のどちらかもしくはふたりともを追い落とすことができるなら、濡ぬれ衣ぎぬを着せるために毒を入れられた──というところが濃のう厚こうだろうか。

（ということは、鶯華さんが嵌はめられた？）

　女官は数日前に言っていた。『あなたも龐鶯華同様、標的にされるだけの立場にあると思い、自衛に努めなさい』と。そして鶯華も言っていた。

『──あなたなら大だい丈じよう夫ぶです』

　あの一言は、もし試験でなにかが起きて濡れ衣を着せられても、動どう揺ようするなという意味だったのだろうか。

　自分の疑いは晴れた。しかし鶯華には疑いがかかったままで、しかも物証が出てきているという。ここにいる期間が長い鶯華のほうが執しつ拗ように罠わなを張られて、陥おとしいれられたということだろうか。

　もし、宗熙の耳に届く前に鶯華が冤えん罪ざいで裁かれるようなことがあれば。

（鶯華さんが、死ぬ……？）

　どくん、と凜瑛の鼓こ動どうが跳はねた。

　女官たちの中では鶯華の荷から物証が出てきたことで、もはや事件は終わったことにされていた。皇こう帝ていの暗殺未み遂すいという一大事をいち早く片づけてしまいたいのだろう。自分たちの不始末が問われかねないのだから、早く片をつけたいのも当然だ。

　女官たちの中でそう決定が下されたのなら、仮に冤罪を疑っている女官がいたとしてももう動けない。それが後宮としての決定ならば、女官である以上、その決定に反することは許されないからだ。

　女官はだれも動かない。けれどももしここで自分までも動かなければ、結果として鶯華は誰だれにも救われずに死を賜たまわる──冤罪かもしれないという可能性を残しながら、女官たちの尻しり拭ぬぐいのために殺されてしまうのだ。

　──鶯華が、死ぬ？

　鶯華といると心がざわめいた。彼女と宗熙の間にある関係をいろいろ勘かん繰ぐって、かつての自分とくらべてしまって辛つらかった。もはや自分のものではなくなった『親しい従妹いとこ』という地位、それでもなお執しゆう着ちやくしている自分を思い知らされて、胸の奥がぎゅっと痛んだ。

　けれど、いなくなればいいなどと思ったことは一度もない。いまはこの人が子龍師兄にいさまの側にいて支えてくれているのだと、哀かなしいけれどもどこかでほっとしている自分もいた。鶯華が良い人であったのでなおさらだ。いまの自分と比ひ較かくしてしまって落ち込む深さも比例したが、それでも良かったと思う気持ちがおおきかった。

　そして鶯華は最終試験と悟さとりつつ、共に試験を受ける相手に自分を選んでくれた。その試験でこのようなことが起きたのだ。共に嵌められかけて、状じよう況きようをよく知る自分が彼女を助けなければ。

『あなたも妃候補です。これ以上騒ぎ立てないほうが身のためですよ』

　女によ官かんの声が脳のう裏りに響ひびく。実に女らしい含ふくみがある一言だった。このまま放置なさい、そうすれば敵がひとり減るのですよ──暗にそう告げていた。

　選秀女の考査に関わっているのは女官、彼女たちの心証を損そこねるのは不利になる。試験に残りたいなら、このまま事件に関わらないのが正しい。なにもしないでいるだけで鶯華はいなくなる。これ以上、苦い思いをすることはない──

（うるさい）

　凜瑛は頭かぶりを振ふって考えを追いやった。

　あの言葉に潜ひそんでいたのは女の狡ずるさ、凜瑛自身も女ながらもっとも苦手とする部分だ。ここでたがいに口をつぐめば、おたがいに得でしょう？　そう目が語っていた。あのような言葉を思い出してしまうのは、自分の心の弱さにほかならない。

　なにもせずにいるのはたしかに楽だ。そして罪悪感が薄うすい。しかし冤罪の可能性に気づいていながら静観するのが正しいことだろうか？　──そんなはずはない。相手が誰であろうと、たとえ恋こい敵がたきであろうとだ。自分はそのようなことを望んでいない。

『今晩は室から出ないように』

　女官の言うとおりおとなしく頭から掛かけ布をかぶって朝を迎むかえたなら、そのとき自分はなにを思うだろう。きっと自分は自分を許せない。それは損得ではなく、自身の在り方の問題だ。

　──冤罪に嵌めようとする何者かから、そして罪を被かぶらせようとする女官たちから、鶯華を救いださなければ。

　凜瑛は息を殺して扉とびらのむこうの気配を探さぐる。扉の前には警護がふたり控ひかえているようだ。ふたりくらいなら力ずくで突とつ破ぱできるが、警けい戒かい態勢を敷しかれて囲まれるだけだ。ここで事をおおきくするのは得策ではない。

　しかしもう一方の扉なら？

　女官たちは知らない。この室には別の入り口があることを。ほかならぬ皇帝宗熙が忍しのんできた入り口だ。

　凜瑛は持ち込んだ模造刀と宗熙から貸たい与よされた剣けんの二本を佩はくと、きっちりと隙すき間まなくはまっている花窓に手をかけた。
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　宗熙が忍んでくるだけあって、その通路はまったく無人だった。凜瑛は人目に触ふれることなく宮きゆう殿でんを抜ぬけ出し、先ほどまで自分が取り調べを受けていた女官たちの宮殿にむかった。

　宮殿の造りなら前に訪ねたときに把は握あくしている。そして容疑者の逃とう亡ぼうを阻そ止しするために使われやすいのが外廊ろう下かに面していない室だ。凜瑛は先ほど自分が監かん禁きんされていたような室にあたりをつけて探ってみると、扉の前に警護役らしき女官が立っている室があった。──あそこだ。

　まさかここに立ち入ろうとする者がいるとは思っていないのだろう。立っているのは武器も帯びず、鍛たん錬れんをおこなっている様子もないただの女官で、警護役もかたちばかりだ。

　しばし観察していると、高こう齢れいの女官が杯さかずきを盆ぼんに載のせてやってきた。たったひとつの青磁の杯、その中身がただの水とは思えない。

〈死の杯〉──そんな女官の声こわ音ねがよみがえり、鳥とり肌はだが立った。

　その高齢の女官と入れ替かわるように、中からべつの女官が出てきた。あれを鶯華に飲ませるつもりだろうか。もう一刻の猶ゆう予よもない。

　凜瑛は通路にほかの女官の姿がないことを確かく認にんすると、女官の死角を突ついて近づき、声を上げる隙すきを与あたえることなく首筋に腕うでをまわして意識を奪うばった。すみません。ささやくように謝って、そっと壁かべにもたれかからせて座らせる。

　扉を押すとすこし開いた。施せ錠じようされていない。隙間から中を覗うかがうと中に鶯華の姿が見えた。鶯華は拘こう束そくされていない状態で、年配の女官と向き合っている。その傍かたわらの卓たく子しには酒しゆ杯はいの載った盆がひとつ。

　室内に女官はひとりだ。高齢の女官がその盆を押しやって鶯華に勧すすめたところで、凜瑛は室に飛び込んだ。

「なりませぬ！」

「……凜瑛さん？」

　凜瑛は鶯華を庇かばうかたちでふたりの間に身を入れると、信じられないものを見たような声が背後から聞こえた。

「──姫凜瑛、なにゆえそなたがここにいるのです」

　香寧よりさらに年配、凜瑛にとっては祖母世代の年とし頃ごろの女官は、動じる様子を微み塵じんも見せずに問う。驚おどろいていないわけではないだろうが、この宮中で半世紀以上生きてきただけあって、その声音には荒あららげずとも圧おされそうな威い厳げんがあった。

「わたくしは陛下の御ご前ぜんで起きた一件について、究明にまいりました」

「その件については結論が出ております」

「わたくしは納なつ得とくしておりません」

「そなたの了りよう承しようなど必要ない」

　老年の女官がぴしゃりと告げる。しかし老女官を見み据すえる凜瑛の眼めは揺ゆらがなかった。

「この一件で疑いをかけられた者として、事の真相を知りたいと望むのは当然のことです。またあらぬ疑いをかけられるのはまっぴらですから」

　まったくの無実ながら凜瑛は拘束され、女官から執しつ拗ような尋じん問もんを受けたのだ。これくらいの当てこすりは許されるだろう。

「その杯はなんですか」

「みずからの責めを負ってもらうまでのこと」

「責めとはなんですか。陛下の御前で騒さわぎを起こしたことですか。それとも彼女の荷から毒薬が見つかったことですか。彼女自身が持ちこんだものとの確証はあるのですか」

「黙だまりや」

「陛下の御前で騒ぎを起こしてしまったのはたしかに失態でございましょう。あなたがたはもちろん、わたくしも彼女もそれを防げなかった責めはあります。しかし、いかに選せん秀しゆう女じよの試験中の身とはいえ、わたくしたちはあなたがたの保身のための生いけ贄にえにされる謂いわれはございません」

　凜瑛は敢かん然ぜんと言い切った。一いつ喝かつされるかと思ったがそれはなかった。鶯華に死杯を届けた老女官にもわずかなりとも良心と後ろめたさがあったのかもしれない。

「なればそなたはこの失態をなんとして陛下に詫わびる」

　詫び──そのようなことのために鶯華の命を犠ぎ牲せいにしようとしていたのか。怒いかりで柄つかを握にぎる手に力が入る。

「詫び方など知りません」

　凜瑛は突き放した。そもそも宗熙がそのようなものを求めているだろうか。女官たちが事を丸く収めるために生贄を差し出したがっているだけではないか。

「わたくしはただ、彼女の口から本当のことをお聞きするだけです。──ただしここではない場所で！」

　凜瑛が言葉とともに剣の柄で酒杯を払はらいのけると、杯の中の血のような液体が飛び散った。その凶きよう行こうに老女官が怯ひるんだ隙に、凜瑛は鶯華の手を取る。

「さあ！」

　鶯華は驚きのあまり一いつ瞬しゆん遅おくれたが、凜瑛の手を摑つかみ返すとともに駆かけだした。

「たれかある！」

　老女官の声が廊下に響き渡わたり、室へ駆けつけようとしたべつの女官がふたりと鉢はち合あわせして、驚きに足を止めた。

「姫凜瑛!?」

　丸まる腰ごしの相手に武器を振ふるうわけにはいかない。「すみません！」と一言、凜瑛は女官に肩かたを入れて突き飛ばし、尻しりもちをついた隙に駆け抜けた。

　騒ぎが伝わって女によ官かんたちが大勢姿を見せはじめたが、鬼おにの形相で駆け抜ける凜瑛に、きゃあっ！　と声を上げて逃にげまどった。

　これだけの騒ぎになれば黙っていなくともおなじと判断したのか、手を引かれる鶯華が駆けながら叫さけんだ。

「どうしていらしたのです！」

「冤えん罪ざいを見過ごすことはできません」

「わたくしが犯人ではないと？」

「わたしが知りたいのは事実だけです」

　あの毒は鶯華が入れたのかそうではないのか、本当に入れたのだとしても脅おどされて混入したのか、それとも本心だったのか──たとえそうでもかまわない。鶯華を救いたい、などと分を超こえたことだ。自分がこれからも臆おくすることなく生きてゆくためにやっていることにすぎない。

「あとで事情をお聞かせください」

　武器を佩いた女武官が現れたのは、宮殿を抜け出そうとしたときだ。凜瑛はその得物を見るなり、つないでいた鶯華の手を離はなした。

「行ってください！」

　叫ぶと同時に走りこんで女武官の間合いに入り、持ち込んだ鉄剣を抜いて打ち込む。相手は剣を抜いて受けた。金属がぶつかる重い衝しよう撃げき。刃やいばが嚙かみあっている隙を突いて鶯華が駆けてゆく。それを見てとって、凜瑛は刃を跳はね返して再度斬きりかかった。

　数合打ち合って、凜瑛は柄を女武官の背に打ち込んで意識を奪い、鶯華の後を追った。鶯華の装束は捕とらわれたときのまま、宗熙に給きゆう仕じをしていたときの裾すそも領巾ひれも長い正装だ。戦いに備えて着き替がえた凜瑛とは動きやすさがちがう。

　追いついた凜瑛は長い裾にまろびそうになる鶯華を支えながら駆けていたが、鶯華の息が上がったのを見て手ごろな茂しげみの陰かげに隠かくれた。

「すこし休んでまた走ります。行けますか」

「行くと言われましてもいったいどこに？」

「女官の手の届かぬ場所に、です」

　ここは後宮、どこまで行っても女の園そのだ。その果ては、一個人では到とう底てい抜け出せないような高い塀へいと厚い壁に囲まれている。だが後宮として閉とざされているいま、あまりに広大なそこにはいくつも無人の宮殿があり、身を隠す場所には困らない。

「逃げ出すことは困難です。しかし陛下とお会いになるまであきらめてはなりません。あの方ならば正しく導いてくださいます」

「陛下を信じていらっしゃるのですね」

「そう……ですね」

　傲ごう慢まんで、強ごう引いんで、どこか冷れい淡たんで。宗熙は昔の子龍とはちがう。それでも間ま違ちがったことはしない、正しいものを正しいと思う心はおなじだと、凜瑛はいまも信じられる。

「冤罪で犯人を作り出すような真似まねを、あの方が許すはずがありません」

「なれど女官たちを敵にまわしてよろしかったのですか？　妃きさきの座を望みうるお立場ですのに」

　選秀女の試験を取り仕切っているのは女官たちだ。敵にまわしていいはずがない。しかし。

「女官の面子メンツとやらを守るために正しいと信じるものから目を背そむけて、どうして陛下のお側そばにいられましょう」

　鶯華には伏ふせているが、凜瑛は妃となるためにここにいるわけではない。宗熙に命じられたのは、この選秀女がつつがなく終わるよう目を配っていること。しかし事件は起きてしまった。犯人の目星はついていないが、いまの自分には女官の顔色を窺うかがうよりも大事な任務がある。

「あなたを失うわけにはいかないんです」

　鶯華の妹が巻き込まれたという二年前の事件。あのようなことが起こらぬようにと父姫世凱から送り込まれたのが自分だ。そして宗熙からも直接命を享うけた。宗熙の選秀女で事件をくり返すわけにはいかない。

　そのとき、ふっと風の流れが変わって、凜瑛の感覚がなにかを捉とらえた。

（囲まれた……？）

　居場所は知られていないはず、ただ捜そう索さくの人数が想像していたより多い。四十か五十か──いや、もっとだ。あの宮きゆう殿でんに詰つめているのはほとんどが女官、武官はさほど多くない。緊きん急きゆう事態とはいえ後宮に男の武官を入れるわけにもいかないのだから、武官の絶対数は増えようもない。女官ならひとりひとりの武力は知れている。しかし数で囲まれると厄やつ介かいだ。

　凜瑛は頭に叩たたき込んでおいた敷しき地ちのかたちを思い出す。

　女官の詰めるこの宮殿と凜瑛たち選秀女の宮殿の間には広大な池が広がっている。その中には遊歩用の橋がかかっていて、橋の入り口はこのすぐ先だ。橋を渡れば、宗熙が夜の鍛たん錬れんをしていた亭子あずまやのちかくに出る。

　橋を渡りはじめたことが知れれば行き先を知られてしまう。しかし池はおおきく迂う回かいしなければ対岸に着かず、走り抜ぬければ渡り切るほうが早い。凜瑛は決断した。

「橋を渡ってお逃げください」

「え？」

「渡ってしまえば、わたしたちが住まっていた宮殿のちかくに出ます。使っていない宮殿もいくつもあります。隠れる場所には困らないはずです。身を隠して時間を稼かせいでください」

　渡った先の指示まで出したことで、鶯華は察したらしい。凜瑛は橋を渡らない、と。

「凜瑛さんはどうするおつもりですか？」

「わたしは橋の入り口で追っ手を防ぎます」

　そんな、と言葉をなくした鶯華に、凜瑛は腰こしに佩はいていた剣けん──宗熙から拝受したそれを差し出した。

「これを陛下にお渡しください。それでご理解いただけると思います」

　もし自分が討うたれるようなことがあれば、鶯華ではなく自分に冤罪をなすりつけて話を終わらせるかもしれない。しかし宗熙だけがこの剣は凜瑛の手にあったものだと知っている。この剣を見れば、鶯華を救おうとしたのだと悟さとってくれることだろう。

「わたしは高祖の比ひ翼よく、姫雲興の末まつ裔えい。守るべきもののために戦います」

　議論している時間はない。さ、と凜瑛が背中を押すと、鶯華はまだ話し足りないことがあったようだが状じよう況きようを察して、「必ずや」と一言告げて、剣を抱だいて駆けだした。

「龐鶯華！」

　松明たいまつを照らして捜索していた女官が橋の上の鶯華を見つけ、声を上げる。

　次々に松明の灯あかりが近づく中、女官たちはその橋の入り口にべつの人ひと影かげがあることに気がついた。

「姫凜瑛……」

　お退どきなさい、と女官のひとりが告げたが、凜瑛は返事に代えて剣を抜くと、ひっ、と息を吞のむ声が聞こえた。

　幾いく人にんかの松明が池を迂回しはじめるのが見えたが、これなら鶯華が先に渡り切ることができる。むこうの宮殿にたどり着けば選せん秀しゆう女じよたちもいる。この騒さわぎに気づくだろう。事が大きくなればなるほど女官たちが勝手に裁いて幕引きにすることは難しくなる。

　せめて今晩逃げ通せば、かならず宗熙の耳まで届く。祖父の龐宰さい相しようも黙だまってはいないだろう。自分がするべきは、この場で鶯華を逃がしきることだ。

「──ここをお通しするわけにはまいりません」

　凜瑛の静かな宣言に場は静まりかえり、息を吞む音さえ聞こえた。

　姫凜瑛は姫雲興の末裔。ここにいる女官たちは、昨日鍛錬の試験で凜瑛がなした『江竹の戦い』の再現を知っているのだろう。期せずして凜瑛は、祖の姫雲興とおなじように殿しんがりを務めることになったかたちだ。

　しかし、守るべきものが後背にある、この高こう揚よう感かん。祖先の姫雲興もそうだったのだろうか？　守るべきものが逃にげ切るまで、力のかぎり死守する。たとえ力ちから尽つきたとしても、後背にはそれ以上に大切なものを託たくしている。そう信じているから憂うれいなく戦える。

　剣をかまえる凜瑛に敵かなわないと悟った女官たちの足が完全に止まった。代わりに出てきたのは、この後宮で佩はい剣けんを許された女武官たちだ。

　本職を相手に自分の剣はどこまで通用するだろう。しかも相手の得物は磨みがき上げられた真剣だ。切れ味を落とした訓練用の剣とはちがう。はじめて本物の武器を相手にする緊きん張ちよう感かんに、凜瑛は柄つかを握にぎる手に力が入った。

　先に踏ふみ出したのはどちらだったか、




　──ガッ！




　鉄の嚙かみあう音が夜よ闇やみに響ひびいた。

　凜瑛のすぐ目の前に刃が迫せまっている。これを押しきられるだけで斬られて終わる──訓練とはちがう緊張感に神経が張りつめる。

　対する凜瑛の得物はろくに刃のない模造刀だが、そのぶん鉄が厚く、力も伝わりやすい。凜瑛は力押しで跳はね返すと、ほかの武官のくり出した二撃めを斬り返した。

　幸い、橋の幅はばは狭せまい。襲おそいかかるのは二人同時がせいぜい、左右から挟はさまれることはない。相手の腕うで前まえは昨日の娘むすめたちの比ではないが、素人しろうと三人に囲まれるよりも前方から二人と制限のあるほうが立ち回りはしやすい。

　問題は昨日とおなじく凜瑛の体力だ。凜瑛の武器では命を奪うばうことはできないし、得物を持った二人を同時に相手にしては意識を奪うのも難しい。相手は数合斬り合っては退いて、息を整ととのえてもどってくる。対して凜瑛は、真剣相手に一撃をくらうことも許されずに応戦するしかない。

　せめて本当の剣であれば、相手を減らすことができるものを。
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　しかし鶯華に宗熙から貸たい与よされた剣を渡わたしたことに後こう悔かいはなかった。このような時間稼ぎで武官の命までも危険に晒さらすわけにはいかない。

　松明と燭しよく台だいがぼんやりと照らす夜闇に、刃がぶつかりあい、火花が散る。

「──！」

　不意に凜瑛の左腕に熱が走った。斬られた、と気づいたのは左の袖そで口ぐちの位置がずれたからだ。武官も自分を傷つけることは本意ではなかったのか、たじろぐ空気を感じた。しかしそれも一いつ瞬しゆん、すぐさま猛もう攻こうが再開される。

　どれほどの怪け我がだろう。しかし傷口を確かく認にんする余よ裕ゆうなどない。剣を握る腕には支障がない、それだけわかれば十分と、凜瑛は剣を振ふるいつづけた。

　──また傷をつけやがって、と叱しかられるだろうか。それとももう、二度とそのような機会は得られないだろうか。女によ官かんの決定に反した凜瑛を宗熙の前になど出さないだろうし、そもそも生きてこの場を切り抜けられるかどうか。

　しかし、たとえ傷ついても、側そばにいる機会をみずから潰つぶしているのだとしても、それでも鶯華は守らなければいけないと思った。

　女官たちの保身を超こえ、身の潔白を示すため。しかしそれ以上に、彼女はこの世に残るべきだ。

　鶯華が妃きさきとなって宗熙の側に添そう姿、哀かなしいことだがそれはあまりにも容易に想像できた。

　そして自分が目指していたのは妃ではない。皇こう宮ぐうの武官だ。だが奇くしくもいま刃やいばを交かわし、凜瑛の目の前にいるのがその目指した先の者たちだった。

　この人たちはいまなにを思って自分に刃を向けているのだろう。選秀女の娘が正気をなくして剣を振り回しているとでも思っているのだろうか。彼女たちはなにを守りたくて戦っているのだろう？　いま彼女たちが守っているのは後宮の安全などではない。女官たちの決定という彼女らの面子メンツにすぎないというのに。そう思うと哀しくて、そして自分が滑こつ稽けいだった。

　──これが自分の目指していたものなのか。

　皇宮の武官となって戦うことは、皇こう帝ていとなった子龍を守るために戦えることだと思っていた。けれどもいまの彼女たちはちがう。女官に命じられるまま、守る意味も知らされぬままに戦っている。

　対するいまの凜瑛には明確な目的があり、切り拓ひらきたい未来がある。命令ではない。信じるもののために戦える。それはとても幸せなことだと思った。

　この場は絶対に守り抜く。その心の差が力の差となって剣筋に表れて、一対一ならば凜瑛のほうが圧あつ倒とう的に優位にあった。

　しかし夜の冷気と乾かわいた空気がじわりと凜瑛の体力を削けずってゆく。視界がかすむのは、寒空に立ちのぼる体熱と白い吐と息いきのせいだけではない。

　ふ、と一瞬意識が遠のきかけて、はっと我に返ったときには眼前に刃が迫っていた。

　────鶯華はどこまで行っただろう。

　おそらく瞬まばたきする間もない刹せつ那な。その間にそんな疑問がよぎった。

　鶯華は無事橋を渡り切っただろうか。

　眼前に迫る刃。それを認識しながら、凜瑛は最後にこの場にいない人物に問いかけた。

　──わたしは役目を果たせましたか、と。

『守る側の者が傷ついたとき、守られる側の者が傷つかないとでも思っているのか？』

　その人はそう言った。それでも、自分が傷ついてもあまりあるものを自分は守ったと信じているから、そのことが伝わればいい。伝えてくれる人に託すことができた、そう思えるから。

　後悔はないと覚かく悟ごを決めた、そのときだ。




「──そこまでだ」




　ぴり、と耳より先に凜瑛の肌はだが反応した。

　それは凜瑛が最さい期ごに聞きたかった声だった。
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　凜瑛の眼前に迫っていた刃は先さきはすぐさま遠ざかり、みな一いつ斉せいに剣けんを納めて平へい伏ふくした。

　そのさまはまるで波が引いていくかのようで、凜瑛の口から吐息がこぼれ、呼吸が止まっていたことにいまさらながらに気がついた。

「陛下……？」

　膝ひざをつくことすら忘れてふり返ると、橋の上に宗熙の姿があった。凜瑛の室に忍しのんでくるときの略装ではない。昼に後宮を訪おとずれるときとおなじ正装だ。その数歩後ろには、凜瑛が預けた剣を抱だきかかえた鶯華の姿があった。

　──無事だった。そして宗熙と会うことができたのだ。

　これでもう大だい丈じよう夫ぶ。そう思った瞬間、安あん堵どした凜瑛の身体からだがくずれ落ちそうになった。それを宗熙が無造作に腕を取って支える。皇帝陛下の御ご前ぜんでなんたること、と女官たちに見つかれば叱しつ責せきではすまないところだが、平伏しているみなが気づくことはなく、凜瑛は支えられて姿勢を立て直した。

　女官たちは皇帝宗熙にこの状じよう況きようをなんと説明するのだろう。しかし、宗熙の口から出たのは事情を問うものではなかった。




「試験はここまでとする。いいな」




　その一言に女官と武官たちはさらに深く一礼すると、顔をあげることなく御前から退さがってゆく。そして気がつけば、橋の上には宗熙と鶯華、そして凜瑛だけが取り残されていた。

　───試験、とは。

（いったいどういう……）

　事情がわからず呆ぼう然ぜんとする凜瑛に、鶯華がひかえめに微笑ほほえんだ。

「お約束どおり、お話しいたしますわ」







　橋を渡った先の亭子あずまやにつくと、「とりあえず座れ」と言われて、凜瑛はぽす、と腰こしを下ろした。

　そこは皇帝宗熙のすぐ隣となり、しかしいまの凜瑛にはほど近いことを意識している余裕もなく、鶯華もそれを指し摘てきすることなく本題に入った。

「陛下の御言葉のとおり、試験だったのです。すべて」

「すべて……？」

　なにからなにまで。──いったいどこからどこまで？

「おおよそ今日の課題が伝えられてから、陛下が終しゆう了りようをお告げになるまで、ですわね」

　今日の課題──ということはまさか昼からずっとということだろうか？

「では、鶯華さんが毒を入れたというのは？」

「たしかにわたくしが入れました。しかし入れたのは毒ではありません。ただの塩ですわ」

「ですがお毒見の香寧さまは倒たおれられて……」

「まあ、なにが入っているのかわからない状況であきらかに異物の味がすれば、気を失うのも無理もないな」

　結果的になんの害もなかったが、と足して、宗熙がさらりと告げた。

「香寧なら無事だ」

「わたくしは鶯華さんが毒を入れて、荷からも毒が出たと聞かされて……鶯華さんが死を賜たまわると……」

「そこからが今日の試験の本題だったのです」

　鶯華は神しん妙みような面おも持もちでつづけた。

「もし自身が冤えん罪ざいで囚とらわれたときにどのような行動を取るか、それが凜瑛さんに課せられた課題でした。ほかの方々も事件はそれぞれちがいますが、疑いをかけられる状況に置かれて、その後の行動を観察されています」

「磨みがきをかけた芸や取り繕つくろった笑え顔がおを見せられても試験にならないからな。恐きよう慌こう状態に陥おちいった中でこそ本ほん性しようが出る。それを見るための試験だ」

「では昼の試験は……」

　なんだったのかと問うと、宗熙は「あれ自体は完全に余興だな」と言ってのけた。

「おまえたちは昼から事件が起きていたが、ほかの者の昼の課題は完全に余興、試験が終わったとほっと息をついたところからが本当の試験のはじまりだ。

　おまえの場合、まずはおまえに毒混入の嫌けん疑ぎをかけて様子を見ようとしたようだが、おまえはあまりに動じなかったらしいな。それで次の手として、女によ官かんたちが鶯華を犠ぎ牲せいにして毒殺未み遂すいを片づけようとしている、そのことを知ったおまえがどのような行動に出るか、それを観察することにしたらしい」

「では、実際に女官たちが冤罪で片づけようとしたということは……」

「ないな。女官たちがそんな杜ず撰さんな管理をしているようなら、首を全員挿すげ替かえている」

　女官は鶯華が冤罪だとわかっていながら彼女を犠牲に幕引きを図はかっている──凜瑛にそう思わせたのは、すべて試験のための誘ゆう導どうだったということだ。もちろんこれが試験だったというなら、女官が凜瑛に対して激げき昂こうしたのも、凜瑛に不ふ作さく為いで見み逃のがすことを唆そそのかしたのも、すべて演技だったということだ。

　そのような澱よどんだ体制が後宮の本当の姿ではなかった──そうわかったことにはほっとしつつも、

「毎回この課題を課せられる娘むすめがいるらしいが、宮きゆう殿でんを抜ぬけ出して被ひ疑ぎ者しやを逃にがしたうえに大立ち回り、そんな娘は後にも先にもおまえだけだろうな」

　そう評されて、凜瑛は撃げき沈ちんしそうになった。

　そして鶯華は選せん秀しゆう女じよの試験はこれで二回め。この試験の本当の意図を知っていたからこそ、試験開始前にあのようなことを言っていたのだ。

『この試験でもしなにかがあっても、あなたはあなたらしくふるまってください。けっしてご自分を見失わぬように』『あなたなら大丈夫です』──と。

「では女官が運んできたあの杯さかずきは？」

　杯？　と宗熙が問い返し、「老女官が鶯華さんに差しだしていたのです」と説明すると、

「あれは任務完かん了りようのねぎらいの杯です。凜瑛さんが飛び込んでこられたとき、女官長さまは瞬しゆん時じに状況を察し、機転で毒どく杯はいということにして話を合わせていらっしゃいましたが」

　その鶯華の説明に凜瑛はふたたび撃沈した。──しかも、あの老女官がまさか女官長だったとは。

「まあ、おおよそ半年にわたる潜せん入にゆうだったからな」

「潜入？」

　宗熙の口から思いがけない言葉が飛び出し、理解の追いつかない凜瑛が問い返すと鶯華がひかえめに微笑んだ。

「わたくしも凜瑛さまとおなじなのです」

「え？」

「選秀女の受験生として入りこみ、内側から娘たちの不ふ審しんな動きを見張る。わたくしもそのような命を享うけておりました」

　凜瑛は驚きよう愕がくに目を見開いた。──思い返せば、たしかに父世凱が言っていた気がする。

『すでにほかにも幾いく人にんか送り込まれているが、周囲には知らされていない。受験生のひとりとして選秀女試験に入りこみながら、宗熙様の警護に努める』と。まさか鶯華がそのひとりだったとは思いもよらなかった。

「わたくしは凜瑛さんのように武術に長たけているわけではありません。ですがなにぶん二度めですから、元選秀女の立場から見えてくるものもあるだろうと言われまして」

　たしかに、警護が武力でのみなされると考えていたのは凜瑛の勝手な思い込みだ。知略でも十分、その任を果たすことができる。

「元はといえば、この試験はわたくしの妹の一件で伯苑さまが譲じよう位いされたことではじまったもの。ですから妹もなにか思うところがあったのでしょう。わたくしも片かた翼よくの頼たのみとあれば引き受けざるをえませんでした」

（え？　片翼の頼みって）

「たしか妹さんは二年前の事件に巻き込まれたと……」

　その言い方ではまるで、双ふた子ごの妹が生きているかのようではないか。そう思ったが、

「巻き込まれたのはたしかですが、いまも生きておりますわ」

「え!?」

「妹はいま天永陛下の妃きさきとしてお仕えしております」

　──わたくしはその妹の側そば仕づかえとして、おなじく天永陛下の元に。

　今度こそ完全に言葉をなくした凜瑛に、鶯華は凜瑛から預かった佩はい剣けんを差しだし、にこりと目を細めた。

「試験、お疲つかれさまでございました」







　剣を受け取り、会え釈しやくして立ち去る鶯華を呆然と見送っていた凜瑛は、「冷えるぞ」と上着を掛かけられてはっと我に返った。

「このようなものを……！」

　鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうの入った禁色の上着だ。「俺が掛けたのだから文句はあるまい」と宗熙はうそぶくが、もし見られるようなことがあればどうなることか。そろりと脱ぬいで返そうとするが肩かたに手を置かれて封ふうじられた。

「なら中に入るか」

　手には真剣、肩には禁色の上着──見つかれば即そつ刻こく処しよ刑けいも免まぬがれない。どきどきしながら凜瑛は自室にもどったが、途と中ちゆうだれとも出会うことはなかった。

　花窓の格こう子しを外して入った室内は、数刻前となにも変わっていない。昼に女官たちに拘こう束そくされてからの出来事を思い出すと、いまのこの状じよう況きようはまるで狐きつねにつままれたような気分だ。

「鶯華のこと、まだ驚おどろいているようだな」

「ええ……有力なお妃候補かと思っておりましたので……陛下も親しくしていらっしゃるようでしたし」

「ああ。鶯華の妹は伯苑のただひとりの妃で、俺にとっては[image: 嫂]あによめのようなものだからな」

　鶯華は[image: 嫂]の姉だからなんにあたるんだ、要するに義姉あねか、と宗熙はつづける。

「離り宮きゆう住まいの伯苑との伝言役でもあるし、話す機会は多かったかもな」

　まあ茶飲み仲間みたいなものだ、と宗熙は結論づけた。

　そういえば鶯華も言っていた。俗ぞくにいう茶飲み仲間だと。そして話している内容は、ほとんど兄きよう弟だいのことだとも言っていた。鶯華が宗熙の兄である伯苑の元にいるなら、兄弟のことを話していたのもうなずける。

　事情がわかれば、すべて筋の通った話だった──ただそこに自分の感情が絡からまっていただけだ。

（陛下と鶯華さんはなんでもなかった……）

　もしそうだと知っていたら、自分は命を懸かけてまで鶯華を守り通そうとしただろうか？　鶯華ではないだれが犠牲になっていても、冤罪による幕引きを見み逃のがせなかったのは事実だ。しかし、命を張って鶯華を逃がしたのは、鶯華が宗熙にとって必要な女人だと思っていたからだ。

　だれが妃に立つにせよ、あの人なら納なつ得とくできると思ったから。しかし実際に鶯華は宗熙と恋こい仲なかなどではなく、妃候補ですらなかった。

「……どうした」

　凜瑛は貸たい与よされた剣を抱だきしめて、手の甲こうで目を覆おおった。自分の思いちがいが滑こつ稽けいで、それと同時に苦しさがこみ上げてきた。

　宗熙の傍かたわらに立つのは鶯華ではなかった。そして大立ち回りをした自分でもない。おなじようにこの試験で恐慌状態に陥おとしいれられて、それでもふさわしく振ふる舞まっただれかが妃となる。鶯華は『任務完了のねぎらいの杯』と言った。これが本当に最後だったのだ。

「おい」

　目め許もとを隠かくした腕うでを取られると袖そで口ぐちが下がり、あらわになった傷口を冷気が撫なでた。

「……っ」

　その刀傷が、先ほどまでのことが夢ではなかったと伝えている。──夢ならよかった。彼女にすべてを託たくして守りきれたなら、満足感に包まれて逝ゆけただろうに。しかし夢から醒さめてしまったいま、自分はひとり、時の流れに取り残されてゆく。

「また傷をつくったのか」

　学習しない奴やつだな。そう言って宗熙は血で張り付いた袖をそっと剝はがした。すでに血は止まっていたが、腕はかなり染まっている。その痛々しさゆえか宗熙は眉まゆを寄せた。

　しかし当の凜瑛は傷の痛みを感じなかった。──思い出したのは、昨晩、痣あざに口づけられたことだ。

「……今日は、逃げないのか」

　宗熙もまた、昨晩のことを思い出していたらしい。

　最終試験は終わってしまった。もう試験はない。明日あしたの晩もない。──これが本当に最後の機会。伝えておきたいことが、あったはずだ。

　隣となりにいたい。しかしそれももう適かなわない。いまの自分が言えることは──

「嫌いやじゃ……ないです」

　凜瑛は涙なみだでうるむ目で宗熙を見つめ返した。

　昨日宗熙は言っていた。嫌でもあと数日だ、と。なにがとは言っていないが、誤解があった気がして、これだけはちゃんと伝えておかなければいけない気がした。

　試験のときも、昨晩のあの時間も、一いつ緒しよにいられて、触ふれられて、嫌ではなかった。できることなら、もっと側にいたかった──もっと触れてほしかった。けれどもそれは凜瑛から望めることではなく、言葉にはできない。

　ただ、この想おもいだけは伝えておきたくて、凜瑛は目を逸そらすことなく告げた。

「嫌じゃ、なかったです」

「………」

　返答は、そうか、と一言。宗熙は凜瑛の傷口を拭ふき清め、包帯を巻く。そして頭にぽんと手を載のせて去っていった。

　それはわかったという意味か、それともべつの。

　けれどもこれが最後。凜瑛はその場でうずくまって泣いた。
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　翌日。凜瑛は二日連続、早朝の風ふ呂ろ場ばで水みず桶おけと格かく闘とうすることになった。

　目の腫はれと顔のむくみは昨日の比ではない。昨日は温水と冷水を交こう互ごに浴びてなんとか抑おさえたが、今日は浴よく槽そうに浸つかると傷口が痛いたんだ。その痛みごと凍いてつかせたくて、凜瑛は冷水の水桶に顔を突つっ込んだ。

　そんな荒あら療りよう治じが功を奏して腫れは引いたものの、どうにも肌はだがつっぱっている。ずいぶんと肌に負担がかかっていたらしい。それとも寝ね不ぶ足そくが原因か。

　──でも今日が最後だからがんばって。

　自分の肌にそう言い聞かせて、入念に化け粧しよう水すいを塗ぬりこんで朝礼の院庭を訪おとずれると、そこに娘むすめは誰だれもいなかった。時間か場所をまちがえたか。しかし女によ官かんが待っていて、昨晩のこともあって遠えん慮りよ気味に挨あい拶さつすると、女官はこのまま凜瑛にとある場所へゆくようにと指示した。

　その場所というのは、池のほとりの園庭。昨晩、凜瑛が守りきった橋を渡わたった先だ。

　今日の集合場所はそこに変へん更こうになったのだろうか。昨日の一件で指示を聞いていなかったのか、それとも自分だけに与あたえられた指示なのか。そこに自分の荷物がまとめてあって、いますぐそれを持ってここから出ていけと言われるのかも──そんな予感さえあったが、なぜか後ろ向きな感情は湧わいてこなかった。

　哀かなしい気持ちは昨晩、全部涙とともに流しきってしまったのかもしれない。

　ここでの数日間のことを思い出して、たくさん後こう悔かいして、無意味な仮定もたくさんやって、けれどもいくら考えても最終的に自分はあの手段を取っていた、そう思い至ったとき、涙は止やんだ。

　宗熙への気持ちも、自分の中には言い尽つくせないほどあっても、あれ以上言えなかったのも事実で、それ以上のことは押し付けになる。宗熙と自分の生きる世界がちがうことは、昨日の一件で身に染しみて理解した。それでも側にいたい、ましてやそんな世界で生きる宗熙を支えたいなどというのはおこがましい話だ。

　やるべきことはやって、伝えられることも伝えた。判断は委ゆだねられた。あと自分にできるのは結果を受け入れることだけだ。

　父に言われるままにやってきた後宮だった。思い返せばたった数日のこと。しかしこの数日間は、二年前に最後に子龍と別れた日から止まっていた凜瑛の心の時間を動かしてくれた。その機会を与えてくれた父には感謝している。

　皇こう帝ていの命に関かかわるような事件も起きることなく選せん秀しゆう女じよも終わり、邸やしきに帰ればまた日常がはじまる。見上げると空が青い。絶好の鍛たん錬れん日和びよりだ。──さて、次はなにを目指そうか。

　穏おだやかな春風が流れ、昨晩、怒いかりに駆かり立てられて走ったのとおなじ場所とは思えなかったが、この景色も見納めとばかりに、凜瑛は散歩のように中庭を抜ぬける。すると、たどり着いた指定の場所に荷はなく、亭子あずまやにその人はいた。──宗熙だ。

　しかし。

（寝ねて……る……？）

　恰かつ好こうはこのまま朝議に行けそうな正装ながら、皇帝の証あかしであるはずの冕べん冠かんは外して無造作に置かれている。自分を待ちくたびれて寝ているのか、たまたまここで仮か眠みんの最中だったのか、判断が難しいところだ。

　──でも、もう一度、会えた。

　蒼そう天てんが幸運を運んできてくれたのだろうか？　寝顔など、二年ぶりだ。

　事情も状じよう況きようもわからない。だが凜瑛は、ただ目の前に訪れた幸運を味わうことにした。
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　──己おのれの即そく位いが決まり、選秀女がはじまる前のことだ。

　宗熙は師父でもある大将軍、姫世凱を呼び出すと、とある打だ診しんをしてみた。ほかならぬ世凱のひとり娘、凜瑛の後宮入りのことだ。

　世凱はその打診に目を輝かがやかせたが、しかしすぐに表情に影かげが差した。

「以前、天永陛下のときに訊きいたことがありましてな……」

　そのとき凜瑛は、武官になりたいと泣いたのだと世凱は告げた。

　凜瑛が泣いていた夜のことは、もちろん宗熙も憶おぼえている。姫き家けといえば、高祖の代からつづく名門だ。その末まつ裔えいの凜瑛は当然、天永の後宮に入るものだと当時の宗熙も思っていたし、それゆえに兄の伯苑に複雑な気持ちを抱いだいていたのも事実だ。

　──もし自分が双ふた子ごの兄だったなら。

　宗熙自身に帝てい位いへの執しゆう着ちやくはまったくなかったが、その日ばかりは自身の出自を恨うらんだ。

　しかし凜瑛が後宮入りを拒こばんでいる間に伯苑の譲じよう位いで後宮自体がなくなり、帝位は宗熙に転がり込んできた。期せずして兄の立場になってしまった宗熙だが、現実はそう甘くはなかったらしい。

「気き丈じような娘が泣いて嫌がるものを、無理にとは申せませぬ」

　お仕えするに値あたいしない者ゆえご容よう赦しや願いたいと、世凱に頭を下げられた。

　凜瑛の父であると同時に宗熙の師父でもある世凱は、すくなからず宗熙の想いに気づいていた節がある。それでも娘に強しいることは難しいか。そう苦い想いがよぎったそのとき、世凱が「なれど！」と声を上げた。

「それがしに一案がございます」

「──一案？」

　姫世凱は直情型、計略の類たぐいは副将に任せていると聞いたおぼえがある。いささかならず心こころ許もとないと思ったが、父親としてなにか妙みよう案あんがあるのかもしれない。宗熙は世凱に任せてみることにした。

　それから選秀女試験がはじまったがそこに凜瑛の姿はなく、やはり無理だったかと沈しずんでいると、試験も終しゆう盤ばんにさしかかったころに本当に凜瑛はやってきた。

　──が、現れはしたものの、どこか凜瑛の態度がおかしい。

　妃きさきになる覚かく悟ごができたのかと思いきや、凜瑛から事情を聞いた夜、世凱を召めして訊たずねると、

「試験も残りわずか。武官になりたいという思いは変わらぬようですので、陛下の警護という名目でなんとか了りよう承しようさせましてございます」

　と苦肉の策を伝えてきた。

　凜瑛は選秀女に来た──しかし妃になるために来たのではなかった。そのことにすくなからず落らく胆たんの気持ちもあったが、二年ぶりに見る凜瑛は、背せ丈たけも伸のび、顔も大人びて、正直なところ美び姫きに成長していた。

　武官をめざしているだけあって鍛錬は欠かしていないのだろう。ほかの選秀女とは一線を画すしなやかな身体からだ、軸じくのぶれない佇たたずまい。自分は造形の美び醜しゆうにこだわる性質ではないと思っていたが、やはり自身も武の道を志していたこともあって、その姿には目を惹ひかれた。

　個人的に会えば昔のように『師兄にいさま』と呼んでくるかと思えば、彼女が『皇帝じぶん』に対して一歩引いていることはたしかで、あくまで潜せん入にゆう武官としての立場を貫つらぬいていた。ならばこちらもそう遇ぐうするかとも思ったが、彼女が深手を負うようなことがあっては世凱に申しわけが立たない。そこで危険なことには関わらないようにと釘くぎを刺さしてみたものの、凜瑛はさっそく娘をかばって傷を作ってしまった。

　凜瑛が守った相手は龐鶯華。奇くしくも、凜瑛とおなじように試験にまぎれ込んでほかの娘の動向を探さぐっていた者だった。

　いかんせん鶯華はその出自や容姿、知識や造ぞう詣けいはほかの選秀女と一線を画しており、娘たちから敵視される立場にあるが、それ以上に有能だった。それに鶯華は宗熙の凜瑛への想おもいを知っているひとりでもあることも手伝って、凜瑛のことを頼たのんでみた。

　鶯華は選秀女の立場から凜瑛を守り、宗熙もまた凜瑛と時間を作って、凜瑛の想いの在り処かを探っていたのだが、凜瑛は昔のように自分を慕したっているような片へん[image: 鱗]りんをちらちらと覗のぞかせるものの、武官になるという志は曲げるつもりがないらしい。

　そして、なぜだか自分と鶯華との関係を誤解している節があり、自分の大切な相手だから己は傷ついても鶯華は守らなければ──などと言い出したときには、さすがに頭に血がのぼった。

　──どうしてそうなる。

　なぜに鶯華に気づいたくせに、己に関してはまったく気づかない。とんと鈍にぶいくせに、おかしなところだけ鋭するどいのはなぜだ。

　力ずくでわからせようかとも思ったが、痣あざに口づけたところで頭のどこかで制せい御ぎよがかかった。制御をかけたのは、おそらく積み上げてきた『時間』だ。

　『凜』と呼んで、とても幼いころから一いつ緒しよにいた従妹いとこ。実の兄弟とはほとんど会えない自分にとって妹のような存在で、いつしかそれ以上の存在になっていた。二年という空白期間はあったけれども、それまで積み上げてきた時間と信しん頼らい感が、それ以上の強行に出ようとする自分を止めた。──彼女に怖こわがられることを怖おそれた。

　嫌いやでも試験は残り一日。皇帝となった以上、私情で妃は決められない。決めるのは試験に関わる官かん吏り、そして後宮の女によ官かんたちだ。彼女の意思も含ふくめて、なかば運を天に任せて最終試験に臨のぞんだ。そこで起きてしまったふたたびの江竹の戦い──おそらく彼女の名は『後宮の姫雲興』として選秀女の歴史に残ることだろう。

　事が収まってから夜半まで、官吏と女官との間では最終試験について侃かん々かん諤がく々がくの議論が起こり、その大半が凜瑛のことだったらしい。自分の保身のために不正を見み逃のがすような娘むすめは論外としても、不正を正すためとはいえ大立ち回りをする妃もいかがなものか。怪け我がを負わせてしまったのはまことに申し訳ないことながら、本職の武官も油断できないほどの相手だったなどなど。

　待ち侘わびていた宗熙に結果がもたらされたのは、もう夜が明けて空が白みはじめたころだ。女官長は遅ち参さんの非礼を詫わび、結果を伝えたのちに告げた。

「よろしいのですか。本当に手がかかりますぞ」

　妃ひ嬪ひんや女官、幾いく千せん、幾万もの娘を見てきた女官長の言葉は重かったが、宗熙の口から出てきたのは苦く笑しよう、そして「だろうな」という一言だけだった。

　認められた──彼女は官吏や女官たちに認めさせたということだ。

「覚悟はおありにございましょうや」

　そのようなもの。あきらめる覚悟に比べればなんということはない。

「まあな。いざとなれば好例が先にいるからな」

　そう告げると、女官長の渋しぶい顔にさらに苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情がくわわった。

　宗熙が宮きゆう廷ていに上がったのは即位が決まってからだが、あの伯苑の双子ということで腫はれものに触さわるような遠えん慮りよがあった。そして、宗熙の希望による凜瑛の特例措そ置ち。それだけで、いままでの伯苑がどういう暮らしっぷりをしていたのかわかろうというものだ。

　──怪我が元で譲位した宗熙の双子の兄、伯苑。幼いときから神童の呼び声が高く、成長してからも天才とも鬼き才さいとも、なんとも不思議な評判だけは聞いていた。

　その伯苑が事件に巻き込まれたと聞きつけ、九死に一生を得るほどの大怪我かと思って見み舞まったなら、当の本人はぴんぴんしていた。まだ宗熙が鍛たん錬れんで作った傷のほうが重いのではないかという程度のかすり傷だ。

　深手を負ったのは伯苑ではなく、伯苑の傍そばにいた選せん秀しゆう女じよの娘。龐宰さい相しようの孫まご娘むすめで名は鸞らん華か。鶯華の双子の妹であり、そして伯苑の大切な相手だった。

　伯苑は、歩くこともままならなくなった彼女をここには置いておけないと言った。たしかに不自由な身では妃としての務めを果たすことは難しい。だから手放す覚悟を決めたのかと思えば、伯苑の決断はちがった。

　伯苑が選せん択たくしたのは、みずからが皇こう宮ぐうを去ること。大怪我というのはその布石、事件が起きた瞬しゆん間かんから、のちの事態を想定していたのだろう。

　──天命を投げ出す気か。

　天命、それは自分には与あたえられなかったもの。いままでの境きよう遇ぐうへの恨みがなかったとは言わないが、そう訊ねると伯苑は言った。彼女を嫉しつ妬とで傷つけた娘たち、そして一件とは無関係のその他大勢の娘たちも、自分は受け入れられないのだと。

　──なにしろ私は重病人だからね。

　天才と鬼才の狭はざ間まで評価が分かれていたのはおそらくそこだ。人としてのなにかが欠落していることを伯苑自身が気づいていた。そしてそれが明るみに出る前に太子を辞そうとしていたらしいが、その前に父皇こう帝ていが急きゆう逝せいしてしまったため、譲位というかたちを取るつもりらしい。

　都合よく事件を盾たてにして、伯苑は譲位を敢かん行こうした。生まれながらの太子として帝王学を学んできた伯苑は、嫌というほど有能で、そしてわがままな人間だった。譲位のために必要な先例と根回しは万ばん端たん調ととのえて、弟の宗熙じぶんに丸投げして、いまは自身の大切な娘と悠ゆう々ゆう自じ適てきの隠いん居きよ暮らしだ。

　──君だったら守りきれるよ。

　そう言って凜瑛を選秀女に途と中ちゆう参加させる根回しまで完かん璧ぺきにこなし、そして好きに使ってくれていいと、懐ふところ刀がたなの鶯華まで送り込んできた。

「天永陛下に代わり継ついでくださったこと、感謝しております」

　自身の望みは比ひ翼よくの妹を守りきること、自分にできることならなんでもすると鶯華は言った。

　その言葉どおり宗熙は鶯華を半年借りて、望みどおりに離り宮きゆうに返した。今後も名前だけは借りつづけることについては了承済みだ。

　先ほど鶯華にそのことを伝えると、「ときおりご様子を拝見しにまいりますわね」と微笑ほほえんだ。自分たちの行く末を見物し、土産みやげ話ばなしを持って帰ってはまた伯苑と鸞華とともに茶さ話わに花を咲さかせるのだろう。

「見せつけるにしても、次からはいますこし目立たないところにしてくださいましね」

　先日、凜瑛の痣の上につけた口づけの痕あとを、鶯華は目ざとく見つけていた。──凜瑛が最終試験の昼、腕うでに包帯を巻いていたのは鶯華のせいだったらしい。

　百花どころか千花万花が競きそうこの後宮で、ひとりの女人を守りきること、その困難は想像に難かたくない。しかしあきらめて手放す怖さにくらべれば、そして花はな園ぞのから一輪の華を手に逃とう亡ぼうを図はかった前任者のことを思えば、まだ肩かたも軽くなろうというものだ。

　まずは一歩、すべてをあきらめていた三年前から前に進んだことを宗熙は感謝した。

　──そんな塩あん梅ばいで昨晩から眠ねむれずに朝を迎むかえてしまい、ほっと気が抜ぬけた瞬間に眠りに落ちてしまっていたらしい。

　目が覚めたのは、そろりと近づく気配を感じたためだ。かといって、すぐさま目を開くような真似まねはしない。相手の害意を探りながら、得物の位置を腰こしの感覚で確かく認にんする。

　しかし隠かくそうともしないこの気配はよく知るものだった。

　──そういえば呼び出していたのだったか。

　結果は自分の口から伝えると、女官に口止めしていたのだった。

　その者は、護衛の様子を覗うかがいながら、おそるおそる自分の寝顔を覗きこんでくる。──危険なものには近づくなとあれほど言っておいたものを、学習しない奴やつだ。

　けれども幸い時間ならある。これからおいおい教えていけばよいかと、宗熙は目を瞑つむったまま、その者の腕を取る。

　そして不意を突つかれて強こわ張ばる腕を引き寄せると、宗熙はその者に口づけた。

「────！」

　しばらく驚おどろきにその者の息が止まっていたが、やがてゆるゆると強張りが解けていく。

　吐と息いきが絡からみ、ちいさく喘あえぐ声が伝わってきたころに解放し、
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「嫌じゃ、ないんだろう？」

　そう告げると、その者──凜瑛は顔を真っ赤に染めて、宗熙の胸の中に飛び込んできた。
















　後日、選秀女からふたりの妃きさきが選ばれ、今上帝の後宮が開かれることが伝えられた。




　その妃の名は、龐鶯華と姫凜瑛。




　龐宰相と姫大将軍、国を支える両輪ともいえる一族から妃が立ったことに、新帝の御み世よは安あん泰たいだと人々はおおいに語り合った。








あとがき









　はじめまして、もしくはおひさしぶりです。九く月つき文あやです。

　お手に取ってくださりありがとうございます。本作の舞ぶ台たいは中ちゆう華か、そして後宮です。




　歴史上、大将軍を多く輩はい出しゆつしてきた武の名門、姫き家け。その姫家の娘むすめである凜りん瑛えいは、幼おさないころから大将軍である父を師と仰あおぎ、鍛たん錬れんに明け暮れてきました。自分もいつか父上のように──

　しかし凜瑛が年とし頃ごろを迎むかえたころ、父がひとつの話を持ってきました。それは新皇こう帝ていの後宮に入ること。選せん秀しゆう女じよの試験を受け、妃きさきとして皇帝に仕つかえるように、と。

　華はなとして後宮に収めるならば、いままで鍛錬を積んできた日々はなんだったのか？　しかも新皇帝は凜瑛がひそかに想おもいを寄せている相手とは遠からぬ間あいだ柄がら。とうてい受け入れることはできず、思わず逃にげ出した凜瑛でしたが、それから三年後、凜瑛の姿は後宮にありました。

　この三年の間になにがあったのか……それは本文のほうでお楽しみくださいませ。




　このシリーズはデビューから四作めにしてヒーローが初・幼なじみ（！）です。

　いままでなんとなく幼なじみな人とか、なんとなくお兄さんな人とか、なんとなくお姉さん？だと思っていた人とかいろいろ恋れん愛あい範はん疇ちゆう外がいになっていましたが、今回はばっちり本人認にん識しきありの幼なじみです。

　それにいままでは本文がはじまる直前直後に知り合ってスタートでしたが、今回は過去の積み重ねがあり、ヒロインの恋こい心ごころが先行するのも初めてだったので、新しん鮮せんな気持ちで書かせていただきました。

　本作のイラストは駒こま宮みや十とお先生ということで、大人おとな向けで活かつ躍やくしていらっしゃるので、いままでのシリーズよりもすこし年ねん齢れいを上げて、大人っぽいヒロインをめざしてみました。いつもより頭身高めの色っぽいヒロインを拝見するのが楽しみです。

　また、ヒーローは武ぶ闘とう派はだとか、屈くつ折せつした感とか、屈折しまくって開き直った感とか、ちょっと鬱うつ陶とうしい身内とか、私の好きなものを詰つめ込みました。書いていてとても楽しかったです。

　巻末に、そんなヒーローとちょっと鬱陶しい誰だれかさんの掌しよう編へんを書かせていただきました。楽しんでいただければ幸いです。時系列としては二章と三章の合間のお話になります。




　さて、前シリーズからしばらく間が空きましたが、その間、第一子出産のためにお休みをいただいておりました。おかげさまで昨年、元気な男の子が誕たん生じようしました。

　それから育児がはじまり、以前から短時間睡すい眠みんには自信がありましたし、相手は赤ちゃんなんだからそれなりに寝ねるだろうと思っていたのですが……いやはや厳しかったです。そもそも短時間睡眠に自信のある私の子が寝てくれるはずがなかった……！

　毎日三十分睡眠を十回ばかり、一日計五、六時間しか寝てくれない日にはどうしようかと。しかも身体からだの中にタイマーが入っているんじゃないかと思うくらいきっちり三十分で起きるんです。助けて、と言いたくてもワンオペだったもので、どう切きり抜ぬけたのかあまり記き憶おくがありません。

　世のお母さん、しかもご兄きよう弟だいを育てていらっしゃる方はすごいですね。この話にも双ふた子ごが出てきて、昔は双子っていいなあと憧あこがれがあったのですが、いまは親おや御ごさんの双子育児のほうを先に想像してしまって、本当にお疲つかれさまですという気持ちでいっぱいです。




　最後になりましたが、制作に関かかわってくださった方々に御お礼れい申し上げます。特に出産を挟はさんで担当様が変へん更こうになり、以前の設定とはちがう本文になっても丁てい寧ねいに読み込んでご指し導どうくださった新担当様、大変感謝しております。

　そして読んでくださったみなさまに心から感謝を。楽しんでいただけたなら幸いです。

　またみなさまとお目にかかれることを祈いのりつつ。





九月　文　拝
























　深しん更こうの眠ねむりについた冷気を叩たたき斬きる。眠りから覚める瞬しゆん間かんも与あたえてやるものかといわんばかりに力のかぎり。

　虚こ空くうに響ひびく鉄てつ剣けんを振ふるう音。叩き斬りたいのは宗そう熙き自身の中に燻くすぶる懊おう悩のうだ。

『バカかおまえはッ！』

　そう怒いかりのままに声を上げたのはつい先ほどのことだ。帝てい位いに就ついてから、触ふれる案件の量が増えたこともあって苛いら立だつことも多くなった。とはいえ感情のままに声を荒あららげたことなどなかったというのに。

　けれども、鶯おう華かを守るためなら自分が傷ついてもかまわない──そのように思っている彼女に、とてつもなく腹が立った。

　自分が一番守りたい相手はいったい誰だれだと思っているのか。彼女は自分を守るために後宮に来たと言いながら、もっとも自分の心をかき乱してくる。しかし、

（──バカはどっちだ）

　冷静にそうつぶやく自分が内心にいた。苛立ちにまかせて彼女を押し倒たおした。柔やわ肌はだに触れていながらなお自制が利きいたのは、ただひたすらに彼女と積み重ねた時間のおかげだ。もし歯止めがかからなければ、あのとき自分はなにをしていたか。

「──いっそ抱だいちゃえばよかったのに」

「──！」

　不意に耳みみ許もとから聞こえた声こわ音ねに宗熙は飛びすさった。闇やみの奥から魍もう魎りようが湧わいてきたのかと思った。──それとも自身の中から。

　突とつ如じよ現れた魍魎は、衣い装しようこそ違ちがえど自分とおなじ顔をしていた。会った数はそう多くないが、顔を合わせるたびに奇き妙みような思いが交こう錯さくする。おなじ顔の、けれどもたしかに自分とはちがう人間がこの世にいる、などと。

「でもそれができないから発散しているのかな」

　幽ゆう鬼きのように長ちよう髪はつを下ろしたその魍魎は、感かん触しよくを確かめるように訓練用の模も擬ぎ剣けんをぽんぽんと弄もてあそんでいた。剣をただの得物としか思っていない者の手つきだ。

「まだ試験中とはいえ、いまでもよりどりみどりだってのに真ま面じ目めだねえ」

　半ばあきれるように告げる魍魎に、

「その状じよう況きようをみずから捨てた奴やつがなにを！」

　宗熙が斬りかかると、魍魎はそれまで弄んでいた剣をするりと反かえして、宗熙の一いち撃げきを受けた。

　がしっと嚙かみあう刃やいば。力などまったく入っていた様子がないのに、魍魎の刃は撥はね飛ばされることなく宗熙の一撃を受け止めている。妖よう術じゆつかと錯さつ覚かくしそうだが、それは体術の応用、この者は力の掛かけ方を知っているのだ。鍛きたえている様子など外見からはからきしわからないというのに、厄やつ介かいな相手だ。

「僕は鸞らん華かがかわいいからそれでいいんだよ」

「ぬかせ！」

　宗熙は力に任せて二合、三合と斬りこむが、魍魎はさらりと力を逃にがす。するすると避よけるさまは、まるで剣けん舞ぶだ。

「華か園えんに舞まい込んできた比ひ翼よくの鳥を籠かごに閉じ込めるか、逃げられないように羽を切っちゃうか、いっそ奪うばわれないように殺してしまうか」

　歌うように告げる魍魎に宗熙は舌打ちした。──あいかわらず『常識』の歯止めのかからない奴だ。

　その魍魎の名は天てん永えい、字あざなは伯はく苑えん。信じたくはないが宗熙の双ふた子ごの片割れ、そして先の皇帝でもある。

　人でなしと言われるような裁可を下すまでにみずから帝位を降りてくれたのは、民たみにとっても王朝にとっても幸いだった。──彼女がこの魍魎の華園に囚とらわれることがなかったことも。

　この者が拒こばむ彼女を力ずくで召めし上げていたなら、自分はどのような暴挙に出ていたかわからない。

「鳥が華園に留とどまることを望まないなら、空にふたたび解き放つのも手だね」

　宗熙の悩なやみどころをしれっと突ついた天永は、「ただし」とつづけた。

[image: ]

「解き放った鳥は次にほかの華園に迷い込む可能性があることをお忘れなく。その華園からは自由に出られないかもしれないこともね」

　彼女は僕にとってもかわいい『従妹いとこ』だから。

「────！」

　はっと目を見開いた宗熙の心の隙すきを突いて、天永が斬りこんでくる。

　一方的に受ける側に回った宗熙に、天永は刃を押して顔を寄せた。そこには先ほどまでの余よ裕ゆうの笑えみはない。そしてその目には彼の心の深しん淵えんを覗のぞきこむような虚こ空くうがあった。

「機会は与えた。時間もあった。そして三年前とはちがっていまの君には『力』がある。言い訳は通用しないよ」

　その言は、まるで言い訳の余地を奪うために帝位を譲ゆずり渡わたしたような口ぶりだ。

　そして、天永はふっと力を抜ぬくと、

「あとは君の判断次し第だいだよ」

　じゃあね。そう言って天永は剣の柄つかをいとも簡単に離はなすと、宙に撥ね飛ばされたみずからの刃が地に落ちる前に姿を消していた。まるで本物の魍魎か幽ゆう鬼きが闇に消え入るかのように。

　宗熙は剣も鞘さやに納めることなく、乱れた息のままその場に腰こしを下ろした。

（くそっ……）

　おとなしく離り宮きゆうにこもっていればよいものを、あの魍魎はときおり宮城に姿を現す。男子禁制とされている後宮でもところかまわずだ。

　皇帝しか知らされない秘密の抜け道も、元皇帝である彼の頭の中には入っている。この状況が他ほかの者に知られれば、遠い離宮に監かん禁きんという方向にも持っていけそうなものだが、あの者には鸞華以外の女によ人にんは目に入っていない。ならば問題は起きないだろうと判断して、いままで好きにさせていた。

　しかし、ほのめかされた『従妹』の一言。──あの天永が彼女に興味を示そうとは。

　天永には宗熙との手合わせなど眼中になく、いともあっさり剣を手放した。その無む頓とん着ちやくぶりは帝位を手放したときの彼そのものだ。しかし天永は興味を惹ひかれたものには執しゆう着ちやくする。その価値観が一いつ般ぱん人からかけ離れているだけだ。

　君が彼女を手放すなら僕がもらうよ？

　今日の訪おとないはその宣戦布告だ。自然と柄を握にぎる手に力が入った。──もう、奪われたくない。

　彼女に後宮入りの意思がないとしても、飛び込んできたのは彼女のほうだ。彼女は護衛として試験に潜せん入にゆうしているだけだと思っているが、試験に関かかわる官かん吏りや女官には選せん秀しゆう女じよの受験生として選考するように伝えてある。あとは彼女が官吏たちに認められるかどうか。

　もし認められたなら、もう躊躇ためらわない。なすすべなく、力もなく、ただ見ていることしかできなかった三年前のような想おもいはまっぴらだ。

　最終試験は明日。もしかしたら明日が本当の別れになるかもしれない。けれども彼女なら大だい丈じよう夫ぶ、そう思う気持ちもある。皇帝である自分の意向など関係なく、彼女には未来を切り拓ひらく力がある、そう信じている。

　あとは嫌いやでもなんでも手て許もとに置きつづけるだけだ。──手放してなどやるものか。

　汗あせをなぶる夜風が桃とう花かの香かおりを運んでくる。その香りに記き憶おくがよみがえった宗熙は、嫁とつぐ娘むすめを寿ことほぐ歌をそっと口ずさんだ。

　三年前とはちがう覚かく悟ごを秘ひめながら。







電子書籍特典　書き下ろし短編「将は桃下に杯を捧ぐ」







　その晩、子し敬けいが自じ邸ていの桃園に足を踏ふみ入れたのは、なにも気晴らしの散歩のためではない。当主である父、姫き世せい凱がいに諮はかる案件があったためだ。

『旦だん那な様さまならばおそらくは──』

　家か宰さいに言われるままに桃園を訪おとずれてみると、花の見ごろは過ぎて残るは数輪ばかり、とても花見にふさわしい時季とは思われなかったが、ある桃木に向き合うかたちでどしりと腰こしかけている父世凱の背を見つけた。

「父上、このようなところで晩ばん酌しやくですか」

　花の香りのなくなった桃園に酔よいのまわった呼気が漂ただよっている。杯さかずきはずいぶん進んでいるらしい。花なき花見のひとり酒だが、酒の肴さかなは察しがついた。今日の昼過ぎ、宮きゆう城じようから姫家にもたらされた内示だ。

　──姫凜りん瑛えいを妃きさきに任ず。

　もちろん子敬も妹が後宮に赴おもむいたことは知っていたが、武術にしか目が向いていなかった妹が選ばれたことに驚いた。しかし宮城からの報しらせは絶対だ。当家から妃が立つことを謹つつしんで承うけたまわり、子敬は姫家の継けい嗣しとして、淡たん々たんと妹凜りん瑛えいの妃冊立のための準備をはじめた。当然、当主たる世凱に了りよう承しようを得るべきことも多々生じたというのに、当の世凱が行方ゆくえ知しれずとなっていたためにこうして探しにきた次し第だいだ。

　娘が新帝の妃に立つ。さぞかし美味うまい酒だろうと思いきや、返ってきた父世凱の声は満足とはほど遠いものだった。

「めずらしく儂わしの策が当たってしもうたわ」

　声こわ音ねこそ陽気ながらその内訳は自じ嘲ちよう半分、自棄やけ半分だった。ひとり娘が嫁とついでゆく、その現実がいまさらながら津波のように押し寄せてきたのだろう。

　たしかに今回の凜瑛の後宮入りは、めずらしく父が知ち謀ぼうをめぐらせた賜たま物ものだった。姫世凱は武人としては勇ゆう猛もう果か敢かんながら、知略にかけては不ふ得え手て、そのことは当人も自覚しており、軍略に関しては側近に意見を求めるのが常だった。そんな父がみずから立案した策が功こうを奏そうしたのだから喜べばいいものを、そうはいかないものらしい。

「儂の知略も捨てたものではなかったな」

　自じ賛さんしつつも、結果という矛ほこ先さきによって自身を傷つけていた。策は成功してほしい、しかし娘を手放すのはつらい、そんな親心がない交ぜになりつつ決行した策だったらしい。

　……正直なところ、妹がかつて子し龍りように想いを寄せていたのは一いち目もく瞭りよう然ぜん、あのようなまわりくどい策を取らずとも、後宮に放り込みさえすればこのような結果に近い形になったことだろう。べつに父の知略とやらがもたらした結果ではない──が、いまのやるせない気持ちに片を付けるためには責める対象がほしいのだろう。そう察して「そうですね」と子敬はあいづちを打った。酔すい人じんの言は流すにかぎるというのが子敬なりの処世術だ。

「これで子し恩おんも凜瑛もいなくなってしまったな」

　世凱の子は子敬と双ふた子ごの子恩、そして凜瑛の三人。子恩と凜瑛は宮城務づとめとなったが、家から離れたとはいえふたりとも宮城内にいるのだ。毎日登城している世凱からすればどうという距離でもないはずだが、子敬はそのことも指し摘てきすることなく、「そうですね」とうなずいた。

「ふたりがいなくなって、そなたも寂さびしかろう」

　それは世凱の心の代弁だ。先ほどとおなじように聞き流せ。そう子敬の脳のう裏りが告げていたが、このときばかりは、

「──いえ」

　そんな言葉が口を衝ついていた。

　双子の兄の子恩はあの愚ぐ帝ていの策にみずから加か担たんすることを選び、妹の凜瑛は想う相手の元にいつづける道をみずから選んだ。新帝の宗そう熙きはまだいい。問題は先代の天てん永えいだ。あのような愚帝に尽つくす価値があるとは思えなかったし、ましてや姫家の後あと継つぎとしての立場を捨てるなど子敬には理解しがたいことだったが、それでも子恩が選んだ道だ。自分には知りえない惹ひきつけられるなにかがあったのだろう。

　子恩も凜瑛もみずから歩むべき道を選び取って去った。そのことに対して寂しいなどという感情は微み塵じんもない。

「子敬？」

　異議を唱となえたまま言葉が止まっていた自分に世凱が視線を向けてきて、子敬は言を継いだ。

「あの小さかった凜がみずから選び、そして選ばれたのです。今晩は祝福してやりましょう」

　子敬は自身の思いを表すことなく、父の気持ちをなだめた。感情より先に計算してしまうのが子敬の常だ。父譲ゆずりの直情型のふたりが家を去り、性格的に毛色のちがう自分が残ることになってしまったのは皮肉か、それとも天の配剤か。

　みずから歩む先を決めたふたりに対して、自分ひとりが家に残された、とも思っていない。

　任せた──覚かく悟ごをさだめたときの子恩の声音は、いまも耳の奥にあざやかに残っている。

　子恩が残した責務を引き継ぎ、心の拠より所どころとする場所を守る。それが自分の果たすべき役割だ。ときにはここに羽休めにくるのもいい。しかしいまはただ、後こう顧この憂うれいなく翔とんでくれればいい。

　誰だれを相手に見立てたものか、桃木の前に置かれていた杯を子敬は手に取る。そして、

「新しき妃を戴いただく我わが国の未来に」

　すると、世凱は無言ながらも子敬に倣ならって、手にしていた杯を桃下に掲かかげた。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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